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＋＋＋＋＋







　何かが、起きていた。







　　　　◆







　大ゆ城め跡あとのとある主婦は、卵からひよこが生まれるのを目撃した。

　農家での出来事というわけではなく、自宅であるマンションの一室で、いつものように家族で一番に目を覚まし、四人分の卵焼きをつくろうとしたときのことである。手に持ったときは間違いなく普通の卵であったそれを、こんこん、と流しに当ててひびを入れ、いつものように、片手できれいにぱかりと割って──『いつも』なら『それ』はフライパンにじゅうっと落ちて、黄身を中心に透明のぬめりがたちまち白く変わりはじめるのだが、その日フライパンに落ちたのは、ひよこだった。

　──ひよこと呼ぶにはあまりに生々しい、粘液にまみれた異い形ぎようだったが。

　ぼとり、と音を立てフライパンに落ちた、透明の膜まくをかぶった茶っぽいピンク色の雛ひなは、ぐぎゃあ、と奇き妙みような音を立て、フライパンからぴょん、と飛び出した。はじける豆の勢いで。

　そのままべちゃべちゃ走っていった。

　それを目で追うこともなく、主婦は固まっていた。

　しばらくして、ようやく我に返ったが、そのときにはひよこ──そう呼んでいいものなら──の姿はどこにもなく、主婦は卵の殻からを流しに捨てると、手を洗い、濡ぬれた指をメガネの下に差し入れまぶたを拭ぬぐった。

　気をつけたのだが、結局メガネに水すい滴てきがついた。

　──錯さつ覚かくだろう。

　疲れているから立ったまま夢を見たのだろう。あらためて手もとを見ると、フライパンの上では白身が黒くこげていた。白身だけで、黄身はなかった。どちらにせよ、主婦はフライパンの中身を捨てて、新たな卵を手に取って、割った。

　卵の数は足りていたが、その日、目玉焼きは、三人分しかつくられなかった。







＋＋＋＋＋







　和わ歌か丘おかのとある会社員は、奇妙な客の訪問を受けた。

　いつものように出勤準備をしていた朝のことだった。ピンポン、という来客を告げるインターフォンの音に、こんな朝からだれだろう、と髭ひげ剃そりをしていた会社員は作業を中断し、タオルで顔を拭ぬぐいつつ、ドアへ向かった。

　のぞき窓から外を見ると、男が立っていた。

　やけに白い顔をして、前髪がみをうざったいぐらいに伸ばしているため顔の上半分がよく見えない。

　訪問者はのぞき窓の向こうで、手を伸ばし、インターフォンをまた押した。

　家の中に、チャイムが響く。

　知らない人物だったが、小窓からうかがえるひょろりとした体型は効果的な暴力が振るえるものとも思われず、また会社員は趣味で柔道をやっているほどの『剛ごうの者』であったので、警戒しつつもドアを開いた。

　そこにはだれもいなかった。

　ドアから首を伸ばし、周囲を確認してみたが、マンションの廊ろう下かに人影はなかった。

　怪け訝げんに思いつつ、会社員はドアを閉めた。

　ピンポン、と、また、呼び鈴りんの音。

　のぞき窓から外を見る。

　男が、立っている。うつむいて髪で目を隠かくし、手を伸ばしベルを押している。

　ピンポン。

　会社員はいきなりドアを開いた。

　だれもいなかった。

　閉めると、再び鳴り出すインターフォン。

　のぞき窓には、男の姿。

　会社員はメガネを外し、腕うでで強引に顔を拭った。顔に泥どろでもついたかのように。

　あらためてメガネをかけ、外をのぞく。

　男の姿。

　ドアを開く。

　だれもいない。

　ドアを閉める。

　またも鳴り出すベルの音──

　肌はだが粟あわ立だつのを感じ、会社員は自室に戻り、メガネをはずし、布ふ団とんをかぶった。

　顔を枕に押し付けて、毛布を頭までかぶり、外界の音を拒絶して。

　インターフォンは、もはや連打となっていた。

　──ピポピポピポピポ、ピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポピポ──

　いつまでも止やまないベルの音に、男がいいかげん泣き出しそうになったとき──

　携帯が、鳴り出した。

　おそるおそる携帯を取った会社員を襲ったのは、恋人の怒声だった。まだ出勤の時間じゃないのに、こんな朝の早くから、いったいどこにいっているの？　まさか昨日きのうから帰っていないんじゃあ──

　会社員はあわてて跳はね起き、メガネをかけ、おそるおそる、ドアへと向かった。

　のぞき窓の向こうには、子猫ねこを抱だいてこちらをにらむ恋人の姿。

　ドアを開くと、ちゃんと消えずに立っている。

　男の姿など、影も形も見当たらない──

　ご立腹の彼女に、いま起きたことを説明し、なだめ、すかし、新たに買ったという猫を褒ほめ、最終的には愛し合った。それでことはおさまった。心はきれいに落ち着いた。あの男が何者だったのかはわからない。もしかして寝ぼけていただけかもしれないし、とにかく、何が起きていたにせよ、終わりよければすべてよし。

　恋人と離れがたくて、その日、彼は会社を遅刻した。







＋＋＋＋＋







　日ひ炉ろ理り坂ざかのとある高校生は、金かなだらい、らしきもの、に襲われた。

　らしき、というのは、よく見えなかったからである。少年は登校中だったのだが、突然、頭頂部に衝しよう撃げきを受けた。少年──名は関せき谷や倫りん太た郎ろうという──はそれまで頭部で金だらいを受け止めたことなどなかったのだが、くらった瞬しゆん間かん、そんな経験など皆無であるにもかかわらず、あ、金だらいが落ちてきたのだな、と確信した。視界の隅すみで銀色の何かが地面に落ち、からからと回っているのが見えたような気もしたが、確かめることはできなかった。それどころではなかった。いきなり天からきた衝撃は目から火花が出たのでは、と思わせるほどで、それこそ目の前に枯かれ草があったら燃え上がらせられていたかもしれなくて、とにかく少年はしばらくうずくまって頭のてっぺんをおさえていた。

　涙なみだをためて、呆ぼう然ぜんとする。

　なんで、おれの頭に金だらいが？

　いったいだれの仕し業わざだろう、いたずらにしてはヒドすぎる、なんのコントだおれは芸人じゃないんだぞ？　いや芸人さんならいいってわけでもないけれど──そこまで考えて。

　少年は、自分が校庭の真ん中を歩いていたことに気づく。

　そう、ここは校庭の真ん中、建物からは距離があるのに、いったいだれが、どこからたらいを落としたというのだ？　放り投げたとでも？

　そんなバカな、と思いながらも立ち上がり、少年は四方を見渡した。

　何しろ早朝も早朝、まだ日が昇りはじめたばかりの時間、周囲はまだ薄うす暗ぐらくてはっきりとはわからない。

　だが、少なくともこちらを見て笑っているような人影はなく、そもそも、いくら文化祭の準備のためとはいえ、こんな早い時間から生徒が学校に来るだろうか？　もちろん、自分がこうして来ているわけだから絶対ないとも言い切れないが、少なくとも、自分がこの時間に登校していることをだれかが知っていたはずがない。何しろ、今け朝さ突然思い立ったのだから。待ち伏せなんかできるはずもない。

　とにかく、たらいを放ってこちらの反応をうかがっているような人物は見当たらなかった。

　日ひ炉ろ理り坂ざか高校の校庭は、来たる文化祭のため、いたるところに組み立て中の資材やら建こん立りゆう中のモニュメントやらが点在していた。

　あらためてそういうものを見渡して、ふと、痛みも忘れていまは文化祭の準備中であること、そして自分もその一員である、ということへの感慨にふけり。

　こんな朝早くから来てしまうほど文化祭に燃えている自分を笑い（嫌いではない）、ふと気づき。

　少年はもう一度、自分の周りを探した。

　たらいがない。

　頭に直ちよく撃げきしてきたはずの金だらいが、見当たらない。

　ぎょっとして、しゃがみこんでみる。視点を低くしてみても、金かなだらいは見つけられない。いくら薄うす暗ぐらくても、どこかに転がっていったのだとしても、ここは校庭の真ん中なのだ、見失うはずがない。にもかかわらず、こんなに見通しがいい校庭で、落ちてきたはずのたらいがない──

　──そんなバカな？

　確かに何かが落ちてきたのに、あんなに痛かったのに？　──思わず頭に手を当てて、そこでようやく少年は、いつの間にか、痛みが消えているのに気がついた。ええ？　ちょっと待て？　怪け我がというほどのことではなかったとしても、いくらなんでもこんなに早く痛みがなくなるだろうか？　前に頭をぶつけたときは、今回ほど痛くなかったにもかかわらず大きなこぶができたのに。しばらくじんじんしていたのに。しゃかしゃかと髪かみをかきわけ探してみるが、頭のどこにもこぶのできた感かん触しよくはなく、触さわっても痛むような部分はなかった。

　まるで何もなかったように。

　少年の頭には、金だらいがぶつかったという痕こん跡せきはない。

　痛みの残ざん滓しもまったくない。

　でも、思わずかがみこむほど痛かったのに──もう一度周囲を見渡して、やはり金だらいが転がっていないことを確認し、少年はいったい何があったのだろうと考えた。

　確かに、冷静になってみると、そりゃそうだろう、という気もしてくる。

　金だらいなど、最初から落ちてこなかったのか。

　ていうか落ちてくるはずないのだ、金かなだらい、なんて。テレビの中でもなければ。

　自分は何か、勘かん違ちがいをしていたのだろう。そもそも、金だらいが落ちてきた、と考えるほうが変なのだ。何しろここは校庭の真ん中、いったいだれが、どうやれば、金だらいをこれほど正確に他人の頭の上に落とせる？　そんなことは不可能そうで、だったら考えられるのはやはり、自分が、金だらいが落ちてきたと思いこんでしまったということ。勘違いだったのだろうということ。なぜそんなふうに決めつけたのかはわからないが（よくもそんなこと考えられたなぁ、自分）、痛みのほうも、変な言い方だが本物の痛みではなかったのだろう。ふとした拍ひよう子しに「頭をぶつけた」「痛い」と思ってしまっただけなのだ。たとえば、文化祭のことを考えながら歩いていて周りをしっかり見ていなかったから、足を踏み外しかけでもした、その衝しよう撃げきをよくわからずに大げさに感じてしまったのかもしれない。落ちる夢を見たとき、実際に身体からだがガクッと震えて目が覚めてしまうように、ちょっとしたことを、敏感に大きく味わっただけ──うん。これならいろいろ説明がつく。転びかけただけなのを、あたかも金だらいがぶつかったかのように──

　きっとそうだったのだろう、おかしなことは何もない。

　納得すれば問題はなく、心はすぐに、文化祭について跳とび──

　──しばらく歩いて、ふと立ち止まり、少年は周囲を見渡した。

　だれもいないのを確認すると、そっと顔からメガネを外す。

　レンズを見る。フレームを見る。ゆがんでいないか、異常がないか確かめる。

　あれほどの衝撃だったが、メガネには傷もゆがみもなく──金だらいが落ちてきたのが思い込みなら当然だが──少年はほっとして、メガネをかけ直し、大きく深呼吸をした。

　よし、何も問題はない。だいじょうぶ。

　今度こそ本当に納得すると、教室──はまだ開いていないので職員室──もまだ開いてないだろうから警備員室──に向かって、関せき谷や倫りん太た郎ろうは、歩き出した。







＋＋＋＋＋







　堂どう島じまコウが見たのは、冬ふゆ月つき日ひ奈なの幽ゆう霊れいだった。







＋＋＋＋＋







　ほの暗い部屋の中でのことで、ライトをつけるチャンスがなかったためはっきりと見られたわけではなかったが、コウが日奈の姿を見み間ま違ちがえるはずがない。たぶん。

　なぜ幽霊だと思ったかというと、その姿が半透明、向こう側が透すけて見えたからである。

　また、現れた少女の胸は真まっ赤かに染まり、どくどくと赤い何かが現在進行形で流出を続けていたのだから、これはまず間違いなく生きている存在ではないだろう。というか冬ふゆ月つき日ひ奈な自体が死亡しているわけだから、それが半透明かつ血だらけの姿で現れたなら幽ゆう霊れいと呼ばずになんと呼ぶ？　実は生きていた、色素は薄うすいが元気のいい重体患かん者じや？　しかも不法侵入が得意？　わーお。

　幽霊──正確には幽霊、というのも語ご弊へいがある、悪あく魔まのミカタでありながら、コウは死後の世界や幽霊とかは信じていない──を見たのは早朝、起き床しようしたばかりのときで、少なくとも自分では目を覚ましたと思っていて、横たわったまま手を伸ばし、鳴り出す前に目覚ましを止め、さて、どうやってハナちゃんを起こそうか、などと考えていたところだった。

　時刻は、目覚ましをセットした時刻の二分前、朝の五時二十八分。

　ところは、舞まい原ばる家け裏庭に用意されたコウの部屋。

　毛布の外は肌はだ寒い、もう冬も近い秋の朝、まだ眠ねむっていたい時間。

　自分の腕うでから胸にかけ、頭を乗せて眠っている少女を見る。胸を衝つかれる。何度見ても彼女の寝顔は子供のようで、安らいでいて、胸がいっぱいになって、いつまでも見ていたくて──

　でも起きなければならないし、起こさなければならない。

　起こさなければならないのだけれど、起こさぬよう、そっと、黒髪かみの下から手を抜く。じんじんとしびれている腕に血が通っていく痛い感覚も気持ちよく（腕の痺しびれで目が覚めているところもある）、グーとパーを交互につくりながら思う。

　……さて、どうやって起こそうか──

　温かい枕まくらを失ったことがわかるのか、かすかにむずがり、白い枕にほおを擦する少女の動作に胸を打たれて、揺り動かすのもためらわれ、考える。たとえばキスでもしてみましょうか？　意識のない相手に卑ひ怯きようですか？　でも付き合っているのだし、それで起きたら万ばん々ばん歳ざいだし、童話にも眠り姫ひめとかあるし、定番のキザだけれども試してみる価値はじゅうぶんに、ていうか単にキスするための理由が欲しいだけなのかもしれないけれど──

　ふと、気配を感じて振り返り。

　そこで、日奈の幽霊と視線が合った。

　幽霊は、部屋の向こうにひっそりと透すけて立っていた。音も立てず控えめにしていたのだが、それでもコウの心音は、跳はね上がった。イケナイことをしていたのを見つかってしまった子供のように、あるいは捕食動物に見つかった小動物のように、時が止まって、息も忘れた。何も考えられず、写真にとられた風景のように静止したまま、部屋の向こうに立つ、好きな少女の透けた姿をながめていた。

　長かったのか、あっという間か、どれくらいの時間がたったのか。

　日奈の顔は、よくわからなかった──悲しんでいるようにも見えたし、笑っているようにも思えた。でも、それは確かに日奈の笑顔で、その唇くちびるがゆっくりと開こうとしているのが見えて、そこで、コウはようやく呼吸をし、あわせるように少女が口を開いて、でも出てきたのはごぷ、という音と赤い液体。唇くちびるの下に赤い色をした線を描く。白い肌はだにくっきりと。肌だけではとまらずに、制服に染みて汚していく。何度も何度も夢で見てきた光景、赤い色の液体は、たちまちコウの口の中に鉄分の味をよみがえらせた。彼女と交わした、最初で最後のキスの味を。自分を自分たらしめているであろうものを。

　その味が、コウを我に返らせた。

　幽ゆう霊れいなんているわけない。

　ならば、いま見ているこれは──夢？

　そのとき。

　静かに時を刻んでいた、呼吸の音が、とまった。

　びくりと身体からだを震わせ。コウは日ひ奈なから目を逸そらし、寝息の聞こえなくなったイハナの様子をうかがった。

　うつぶせになっていたイハナが身じろぎし。

　やがて、その目が開いていく。

「………………コウ？」

「……おはよう。イハナ」

「……ええ、おはよう、ございます」

　くすり、と少女が笑い、手を伸ばす──

　──世界に、どれくらいの人間が知っているだろう（いや世界にまで広げればほとんどだれも知らないだろうけど）、普段はまったく笑うことのないイハナだが、寝起き等、寝ぼけているときは、笑う。うれしそうに。しあわせそうに。彼女は自分では笑い方など忘れているつもりらしいが、この顔を見ればそんなことないというのがよくわかる。そんな顔を見られることが、どれほど得がたいことなのか。

「コウ」

　再度、つぶやくように名を呼ぶと、見上げるように、寝たままイハナは手を差し出した。

　コウもまた手を伸ばし、イハナと指をからませる。親指の横に親指、人差し指の隣となりにはやはり人差し指──互いの指を対応させて交互にからめるつなぎ方を、恋人つなぎというのだとか。その名称のせいかどうかは知らないが、イハナはこのつなぎ方を好む──二人きり、と限定すればの話だが。人がいるときには手すらつながせてくれないが。

　手の感かん触しよくを確かめて、イハナはしばらくぼぉっとしていた。

「……ああ。朝なのですね。おはようございます。コウ」

「それ、二回目」

「あら。まぁ」

　挨あい拶さつを終えても指は放さず、イハナはじっと、なぜ朝からこんなことになっているのだろう、というような目で、からませた指を見ていた。

　視線をコウの顔へと移し、そのころになってようやく、表情が仮面をかぶる。

　イハナがゆっくり身体からだを起こす。頭の動きに導かれ、枕まくら元もとに置かれた箱からしっとりとした黒髪かみがさらさら立ち昇っていく──イハナは眠ねむるとき、その長ちよう髪はつを枕の近くに置かれた底の浅い箱？　に収めている。何しろ腰こしまで届くほどに長いため、そのまま寝ると髪を身体の下に敷いてしまって痛いのだとか。とはいえこれだけ長さがあると小さくまとめるのも大変で、だからいちいちまとめあげたりはせず寝る前に梳とかして箱に流しこむ──メイド長がやってきて。わざわざ来るのも大変だろう、時々だけでもおれがやろうか？　とメイド長に提案したところ、二度とンなこと抜かすな余計な世話だこのヤロウ、と大変丁てい寧ねいに断られたりしたのだが、それもまた、寝ぼけた笑顔と同じく知ることのできる人間の限られた、特権。

　ちなみに現在少女が着ているものは、男物の、ぶっちゃけてしまうとコウの日ひ炉ろ理り坂ざか高校用カッターシャツ。

　コウが着せているわけではなく──むしろ強ごう奪だつされた被害者──どこがいいのか最近のイハナ（とみん）のお気に入り。もちろんコウにもそれを貸すことに否いなやはない。正直、抱だきしめたとき自分の服を着ていられるのは微び妙みようなのだが、それを補ってあまりあるだけの福がある。……ズボンまで穿はくようだったら全力でとめるつもりでいるが、いまのところは穿いてないので問題なし。

　イハナは毛布をどけて身体を起こすと、つながれた手から目を逸そらし、でも放すことはせず、時計を見ながら、いった。

「どうやら、今日は起こしていただけたようですね」

　ああ、とコウは嘆たん息そく。

「ごめん。正直いえば、起こせなかった。起こそうとは思ったんだけど、ハナちゃん自分で起きちゃった」

「……そうですか。まぁ、どちらにせよ、大事なのは『起きること』です。それさえ達成されればわたしは別にかまいません。では、目覚ましが鳴った、ということですか？　……コウ？」

　イハナに呼ばれ。

　コウは背後、何もない部屋の隅すみを見ていた視線をイハナに戻し、さりげなく、いった。

「……日ひ奈なの、幽ゆう霊れいを、見た」

　そうですか、とイハナはとくに反応せず、うなずく。

　しばらくして、つないだ手を振りほどこうとした。

　が、コウは放さない。

「うなされる、というのはアトリに聞いていましたが、最近はそうでもなかったようですけれど？」

「このごろはぐっすり眠れているしね。バイトと運動と、いい抱だき枕のおかげ？　……いたた、とにかく今日のは、……起きてたつもりだったんだけど、寝ぼけてたのかな？　……それに、いつもの夢と違って、すっげぇリアルだった。こんなリアルなのははじめてで、……ちょっと、びっくり」

「何か、いっていましたか？　その、……夢は」

「……いや。別に。黙って立っているだけだった。いつの間にか消えてたし。……まぁ、いつものやつなら、あのときの再現でなければ、怒っているっていうか、抗議しているみたいな顔が多いんだけど、でも、今日のは、……わからなかった。怒っているようにも、悲しんでいるようにも、……喜んでいるようにも、見えた」

「喜んで、も？」

「うん。……ま、そうだよな。おれとイハナが付き合うことになったら、きっと日ひ奈なは喜ぶよな。そしてやっぱり、怒る。いいかげんあたしのことは忘れろ、あきらめろ、って。あくまでおれの思い込みだけど」

　──問題は、自分がどうして、そんな日奈を──幻覚を見たのか。

　日奈の夢、まぼろしが、自分の脳──無意識が見せているものなら、どうしておれは、いつもと違う、笑顔を浮かべた日奈を見たのか。

　──どうして夢が、これまでと、違っていたのか。

　いや、変わったのは、夢ではなくて──

　口が勝手につぶやく。

「……日奈が何をいおうと、だれがなんと思おうと、──『ノットＢ』がどうであれ、おれは、絶対に、日奈のこと、あきらめない。おれは変わらない。絶対」

「……ええ」

　そっと、イハナがもたれかかってきて。

　きゅっと、強く抱だきしめられ、くっついてくる小さな身体からだの温かさを感じつつ、コウは黒髪かみに鼻をうずめた。

　かすかに漂ただよう、薬品のような植物的な、イハナの使っている整せい髪はつ料りようのにおい。

　けっこう独特なのだが、気がつくと慣れてしまっていて、とくに不快には感じない。

　──付き合う、というのはそういうことなのだろうと思う。

　近くにいれば、いろいろなことを理解しなじんでいくのだろう。逆もまた真、離れているとだんだん疎そ遠えんになっていくのだろう。時間の流れは強くてそして残ざん酷こくで、いろいろなことをとめられない。

　イハナを愛いとしく思う気持ちは、時を追うほど強まっていく。

　それはとてもうれしいけれど、でも、だけど──

　ひとしきりイハナの髪を堪たん能のうすると、コウは身体を離した。

　少女の顔を見つめて、それだけで伝わったのだろう、慣れたもの、イハナは顔を上げ、目を閉じる。

　その唇くちびるに、軽くキス。

　起き抜けなので、あっさり唇を合わせるだけ。だからメガネも邪じや魔まにならない──もっともこれまでだって何度も何度もキスしたが、キスするときメガネを邪魔に感じたことなどないが。それでもイハナは、至し近きんにコウの顔を見て、自分がまだ起きたばかりでメガネをかけていないことに思い当たったのだろう、恥じらうように顔をそむけた。

　頰ほおずりできなかったのは不満だったが──最近のお気に入り──それがあまりにかわいらしくて、コウはついついじっと見つめる。

「……コウ、メガネをかけていない、人の素顔をそう見つめるものではありません。無作法です」

「えー、他人ならともかく、おれたち付き合っているんだから、……付き合っている、……よね？」

「ええもちろん。──あなたはどうか知りませんが、少なくとも、わたしはそのつもりですけれど？」

「むう。……じゃあいいじゃん？　おれだって、ハナちゃん相手ならメガネ外しても平気だし？　ほら」

「いえ！　けっこうです！　信じていますから！　コウ！」

　イハナがとめようとするのを聞かず、ためらわず、コウは、朝起きてからすぐにかけた自分のメガネを外した。堂々と。

　素顔で笑いかけられて、イハナは大きく顔をそむけて、

「あの、コウ、……わかりました、から、朝からそんな……早くかけて……」

　はじらう彼女のかわいらしさに、コウは思わず意地悪したくなる。

「……いや、うん。それがね、ちょうど、少し汚れていたから、レンズ拭ふかなきゃと思っていてさ。と、いうわけで。はい。ハナちゃん」

「なんです？」

「拭いて？」

　イハナは身体からだを震わせた。

「ななないきなり何をいうんです？　ハレン……いえ、別に、恋人同士なのですから、嫌いやだというわけではありませんが、ただ、その、わたしも起きたばかりで、……だいたいコウ、もう朝の『バイト』の時間でしょう？　ホミンを待たせているのでしょう？　こんなところで時間をつぶしていていいのですか？」

「こんなところってひどいな。ハナちゃんとの時間は何よりも優先されて当然じゃん？　教官だってわかってくれる？　……とはいえ、教官を待たせているのも確かだから、急がなきゃ、ね」

「ええ、ですから」

「と、いうわけで、ほら、早く。きれいにして。……それともハナちゃん、自分の彼氏が汚れたメガネをかけていていいの？　そんなメガネで歩かせたいの？」

　メガネを外した素顔のコウに強い瞳ひとみで見つめられ、顔すら合わせられずに、イハナはせめて、と妥だ協きようを示す。

「……では、……せめて、洗せん浄じよう機きをとってきますから」

「やだ。ハナちゃんの手で、してほしい」

　しばらくの躊ちゆう躇ちよののち。

　ついに観念したのか、わかりました、と消え入るような声が答えた。

　ようやくコウは、起きてからずっとつないでいた手を放す。

　自由になった手が、寒い。

　イハナはふう、と大きく息を吐はくと、枕まくらもとにおいてあった、コウとおそろいのメガネケースを手に取った。

　開く。

　そのままメガネをかけてしまうかな、と思ったが、意外にも、イハナは自分のメガネは手に取ることなくメガネ拭きだけ取り出すと、コウのメガネを受け取った。

　素顔の、まま。

　顔は変わらぬ無表情だが、きっと、髪かみに隠かくれている耳は真まっ赤かになっているだろう。これまた最近知ったことだが、イハナは限界を超えると耳が赤くなる。顔色こそ変えないが耳は見事に赤くなる。だからこそ、普段から髪で隠しているのかもしれない。無表情を貫いて、自分の動揺に気づかせないために。それの真しん偽ぎはともかく、イハナは、耳は髪で隠していてもメガネはかけることなく、素顔自体はさらしたまま、たどたどしい手つきでコウのメガネを拭ふき出した。

　暗い部屋の中ゆっくりと、丁てい寧ねいに動く白い指──

「……うわ、やばい。おれはいま、感動している」

「いいから黙っていてください。……あと、……そんなに、見ないで」

　コウの顔を見ないようにしつつ、でも意識しているのは丸わかりで、それでもレンズを拭く手は止まらない。

「ごめん。無理。こんなハナちゃん見ずにはいられない」

「あなたというひとは本当に」

「……ああそうか、わかった。こうすればいいんだ。ハナちゃんのこと見られないよう、おれはハナちゃんのメガネを」

「いえ！　わたしのはきれいですからけっこうです！　わかりました！　見ていてくださってかまいませんから──」

　──結局その朝。

　コウは『バイト』を大幅に遅刻した。

　イハナとの時間は楽しかったが、それでも、幽ゆう霊れいのことを忘れることはなかった。
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　巌がん流りゆう島じまで宮みや本もと武蔵むさしを待つ佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうのごとく、訓練所で堂どう島じまコウを待っていた舞まい原ばる家けのスタッフ・ホミンは、何の気なしにのぞいた窓の向こうで、中庭の池と遣やり水みずが真まっ赤かに染まっているのを目もく撃げきし、あんぐりと口を開けていた。

　まだ朝早く薄うす暗ぐらい庭であるにもかかわらず、池の水だけが鮮せん烈れつに赤い。

　まるで、周囲は白黒でありながらそこだけカラーになったかのように。

　血の色を湛たたえた池、庭を渡った血の色の路みち──その『赤』色の光景はこの世のものとも思われず、それだけでもじゅうぶん異常な事態だったのだが、驚きのあまり後ずさり、人の気配を感じて振り返ったところで更なる衝しよう撃げきがホミンを襲う。

「うわぁ！　レイ！　やめろ！」

　痛切なホミンの叫びに、しかしまったく動じることなく、レイ、と呼ばれた少女は静かに顔を上げて問う。

「なに」

「な、なにって、いまおまえ、メガネ外そうとしていただろ！　こんなところで──だれか見てたら──誤解が──」

「……ホミンは私の趣味じゃない」

「な、お、おれだっておまえなんかに興味はねぇ！」

「じゃあ変な妄もう想そうはやめて。気持ち悪い」

「………………スミマセンデシタネ。ソレハ」

　ふん、とホミンはそっぽを向いて、動揺を隠かくすためわざとメガネのブリッジに中指を当てて押し上げた。心の中で反論しつつ。……ちくしょう、そりゃ証しよう拠こはないけれど、確かにメガネを外そうとしていたくせに、露出狂の気でもあるのかよおまえは……

　からかわれたのか？　おれは。

　横目にそっと、『バイト』とはなんの関連も持たないにもかかわらずなぜかここにいるレイの様子をうかがう。

　大きなメガネの奥で取り澄ました瞳ひとみ、感情をうかがわせない顔は、イハナ姫ひめに優まさるとも劣らぬ無表情。舞原家の正式メイド服ではない、型の違った見習い用のメイド服を着ているのは、彼女が正式な執ラ務イ部ンの一員ではないため。過去に事件を起こして執務部から外された問題児であるのだが、舞原の姫、サクラのお気に入りであり、さらに有能さも際立っているため、唯一彼女を御ぎよせるであろうメイド長に個人的に使われている。年下（のはず）だが、勤務歴ではホミンよりも先せん輩ぱい。

　──彼女を見るとき、どうしても、整っている顔ではなくその右耳に注目してしまう。

　顔の両脇わきを覆おおうように整えられた髪かみに隠かくされ見えないが、一時期、彼女には右の耳がなかったという。現在は《グレイテストオリオン》と呼ばれる魔ま法ほうのアイテムによって再生されているそうだが。なんでもサクラに食べさせるためみずから切り取り料理したとか、またはみずから望んでサクラに嚙かみ千ち切ぎられたともいわれていて、そのどちらであってもホミンには理解のできる話ではない。本当の話かどうかも知らないし、そもそも性せい癖へきなんかで仲間を差別したくはないが、なんというか、レイの場合は噂うわさ話が格別すぎて──

「いくら見ていても、私は外さない。メガネ。期待しないで」

「だ、ば、勘かん違ちがいするな！　そんな」

「ちなみにあなたが外したら、私は悲鳴を上げるから」

「外しません！」

　動揺し、くいくいと何度も自分のメガネを押し上げる。常々思わせられるのだが、レイに限らず舞まい原ばる家けのラインにはどうも慎つつしみというものが足りない。おかげで数少ない男のスタッフたちはいつも肩かた身みの狭い思いをさせられている。だいたい、他人に向かってメガネを外すとか、つけるとか、公共の場で平然と口にするなんて。とくにレイはそれなりに整った顔をしているせいか、ギャップが大きい。同じ顔でも印象が違うイハナさまとサクラさまを見ればわかるように、整った顔というものは表情があれば魅み力りよく的だが、感情がうかがえないとちょっと怖い感じがして、そういう顔をしたレイが際どいことをいうのは非常に衝しよう撃げきがあって──

　──そうだ衝撃──

　我に返って、ホミンは窓の外を見た。

　窓の向こうにあるのは、──いつもどおりの、風景。

　あれほどの衝撃をホミンに与えた風景は陽炎かげろうのように消え、池も水も赤く染まってはおらず、どこにも、何も異常はない。

　まったく普通の朝の庭。

　──あれ？

　ホミンは首をひねった。

「……あのさ、レイ」

「なに」

「……いや。なんでもない」

　問いかけて、やめる。

　もしもレイも見たのなら、いくらこいつとはいえ、これほど普通でいるわけがない──よな？

　単なる気のせい、見み間ま違ちがい？

　いやでも確かに赤くなっていて、──でも見間違いだとすればいったいどういうことだろう。光の加減？　錯さつ覚かく？　それともこちらの精神状態？　たとえば、『バイト』の時刻は過ぎているのに堂どう島じまコウが遅れているものだから、怒りのあまり目の前が赤く染まったとか？　そんなことがあるとすればの話だが──あるわけないと思うが──

　母おも屋やのほうをうかがうが、とくに動きはなかった。

　庭には防犯カメラがセットされているし、過去二度賊ぞくの侵入を許したことから監視体制は強化されている。些さ細さいなことでも異常があればすぐに報告がいくだろう。自分の見たとおりに庭が変化していたのなら、警備部が放っておくはずがない。

　なんの動きもないということは、異常はなかったということか。

　見間違い、なのだろうか。

　でも一応、メイド長に報告したほうがいいかもしれないな、とホミンはひとりうなずいた。

　何しろ現在の舞まい原ばる家けは、《知恵の実み》なんて不可思議なものに関わっているのだ。つまらないようなことでも、注意はしておいたほうがいい。

　──堂島コウが、やろうとしていることを思えば──

「正直にいうわ。ホミン」

「……いきなり、なんだ？」

「さっきはね、メガネを外そうとしていたのじゃなくて、メガネをつけているところだったの。惜しかったね」

「ああ、なるほ……は？」

「これで誤解は解けたわね。じゃあ、私はいくから」

「な、ちょ、ま」

「堂島コウによろしくね。教官さん」

「教官いうな！」

　きびすを返してあっさりと去っていく少女の姿に、あっけにとられていたホミンははぁ、と脱力した。

　なんなんだ？　あいつは。

　いったいなんでここにいたんだ？　いったい何がしたかったんだ？

　ああ、やっぱりあいつは理解できない。

　──ていうか、あいつ冗じよう談だんいえたのか。……いまのあれは、冗談だよな？　てことは何か？　やっぱりからかわれていたのかおれは？　まさかとは思うが、池の水が赤かったのもあいつのいたずらなんじゃないだろうな──

　無意識にメガネを触さわりつつ、ホミンは去っていく少女の背中を見送った。

　──なぜだろう、

　後ろ姿しか見えなかったが、ホミンには、少女──レイが笑っているように思えた。
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　かすかな笑みを浮かべて、少女は歩く。

　堂どう島じまコウには会えなかったが、それなりに、満足して。

　途と中ちゆうで三匹びきの子猫ねこを見つけて、恭うやうやしく道を開けて、さがる。

　猫とは尊敬すべきもの──赤、青、黄色の三色の猫はこれまで見たことなかったが、というか自然には存在しなさそうだが、別に異常には思わず、むしろこの世の何より大切な自分の主人を連想させられて、少女はメガネの下で瞳ひとみをうるませた。

　──ああ、もうすぐ、サクラさまが帰っていらっしゃる。

　早く会いたい。

　サクラさま──
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　何かが、起きていた。

　前触ぶれは、確かにそれを知らせていた──そのための『前触れ』なのだから。

　ゆえに、《それ》は、こう呼ばれるものである。




　──《モンストラム》、開始。







[image: ──〝monstrum〟red──]
















　──朝焼けは、雨。

　──夕焼けは、晴れの前触ぶれ──
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　彼女は、ひとことでいうなら天てん真しん爛らん漫まん。よくいえば純真。悪くいうなら、──子供。

　子供、というイメージは、いつから悪いものになったのだろう。自分の中で。堂どう島じまコウは考える。自分は自分を子供だと、思っていないのだろうかと。

　思いたくないのだろうかと。
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「久しぶり。サクちゃん。……おつかれさま。もしかして、まだ仕事の最中？」

《うん！　本番は夜からだけど。……そっか。そっちはもう明日の夜中なんだっけ。眠ねむくない？》

「おれならだいじょうぶ。ごめんな、突然連絡しちゃって」

《ううん！　ちょうどよかったよ。今日のパーティはシリアスだから、気合入れたかったから。コウの顔見て元気出たかな》

[image: ]

　大きな画面の中、そういってにっこり笑った少女の顔がかわいらしくて、子供っぽくて、操作卓たくの前に立つコウはしめつけられるような胸の思いとは裏うら腹はらな笑顔を少女に見せた。

　思わず笑みをつくってしまった、自分の弱さを苦にが笑わらう。

　なるべく和ませないよう、真ま面じ目めな雰ふん囲い気きでいこうと思っていたのに。

　……でも別に、必要以上に悲しませたいわけでもないし──

　とはいえ、悲しませない、なんてことは不可能なのだけれども。

　ディスプレイは目と鼻の先だが、そこに映った少女がいるのはおよそ二万キロ離れた地、大陸アメリカ、ニューヨーク。

　時差にして、約十四時間。

　つまり、こちらはすでに深夜過ぎだが、向こうはいまだ夕方の前、『昨日きのう』のまま。同じ地球でありながら、向こうの『今日』はこちらの『今日』に追いついていない。サクラはいまも『昨日』のままで、──もっともそんなの文字どおり、単なる時間の問題で、いずれは『今日』になるわけで──

　逃げ続けられるわけもない。

　首を振り、笑顔を引っ込め真剣な表情をつくると、コウは少女──舞まい原ばるサクラと向き合った。

　コウの、『公式』の、恋人。

　それは正しい関係ではなく、舞原家の援助を得るために、サクラの妹イハナの要よう請せいで、コウとサクラは付き合うことになった。

　──そのことを、サクラは知らない。

　純粋に、お互いの意思で付き合っていると思っている。コウの気持ちを疑わず──もちろんコウだって、サクラのことがきらいというわけでもないし、できる限り、大事にしようと思っていたが。

　でもはっきりと、断言できる。

　好意はあっても、恋してはいない。

　だから心のどこかでは、いつか破は綻たんがくるだろう、と感じていた。

　隠かくし通せるはずがない。

　サクラは確かに子供だが、決してバカだというわけではない。

　──少なくとも、コウがまだ日ひ奈なを好きでいることは見抜いていた。と、思う。

　それでもいい、とサクラは態度で示していた。

　好きなのだから、いまのところは、それでいい、と。

　それに甘えていたのも、救われていたのも、事実。

　純粋に自分を好いてくれている、『悪あく魔まのミカタ』のことを知らないサクラと一緒に過ごす時間は、とても普通──貴重な『日常』だったから。

　あらためて、コウはサクラを見つめた。

（……なんだろう？）

　これまでだって電話では何度か話しているのだが、顔を見るのは久しぶりで、だからだろうか、舞まい原ばる家けのディスプレイでしばらくぶりにサクラの顔を見たとき、コウは違和感を覚えた。

　サクラなのは間違いないが、どこか、おかしく感じるような──何かが違っているような。

　なんだろう？　この違和感。

　髪かみをアップにしているからか？

　それとも、胸もとの開いたドレスのせいか？

《どうしたの？　コウ》

「……え？　いや、ごめん。……きれいだな、って……」

《へへ。これ？　かわいいでしょ？　いま、衣い装しようチェックをしていてね。今日はこれで出ようかな、って──》

　サクラの顔が後ろに下がり、どうよ、といわんばかりに両手を広げた上半身が映し出された。

　薄うす桃もも色を基調とした、お姫ひめさま然としたドレス。

　まるで夢の世界の産物のような。

　コウはほとんど意識せず、答えた。

「……ああ、似合ってる、すごく」

　お世せ辞じではなく、似合っている。

　子供が背伸びをしているような感じはまるでなく、むしろ色っぽく、しかし子供っぽいところのあるサクラの雰ふん囲い気きそのままで、ぴったりで、だからコウは言葉を忘れて見入ってしまい、ちょっと腹立たしくもなる。──上だけとはいえあんなに胸が見えていて、背中はもっと開いていて、年ねん齢れい的にはサクラはまだ子供だろうにこんなドレスを着せられるなんて、社交界というのはいわゆる『ロリコン』ヤロウの集まりか？　本当にだいじょうぶなのか？　──ちょっと下げ世せ話わな心配をして、でもすぐに、汚れているのは自分だな、と、笑う。

　そりゃあ確かに露出はあるが、このドレス、単純に、本当に似合って華か麗れいであるのだ。

　ドレスをまとった女性がパーティの花に例えられるのも当然。エロいとかいうまえに、美しく、ならばやっぱり邪じや心しんがあるのは自分だろう。少なくとも、発情する前の自分ならサクラのあんな恰かつ好こうを見ても、きれいだな、ですんでいたはずだ（まぁ少しぐらいは胸を気にしただろうけど）。

　でもいまの自分は、見てしまう。

　露出した胸部の上半部分を。背中を。鎖さ骨こつから肩かた、すらりと白い首のまわりを、まとめあげた髪かみの生え際、耳たぶとその後ろのほつれ毛を。

　前回事件の置き土産みやげの一。女性に対する視点の変化。

　もう、昔の自分には戻れない。

　だからだろうか？　この奇き妙みような感覚は。サクラに覚えた違和感は。

　サクラがおかしいのではなく、おれのミカタが変なのか？

　だいたい、サクラとイハナは一卵性の双ふた子ごなのに、同じ遺伝子のはずなのに、なんであんなに違うんだ？　ていうかむしろ、どれくらい同じなんだろう。顔のつくりは同じみたいなんだけど、雰ふん囲い気きは全然違うし、身体からだのほうはもっと──って何をおれは失礼なことを、でもイハナの場合はもうちょっとこう全体的に──

《……あの、コウ、うれしいんだけど、ちょっと見過ぎ》

　顔を赤らめ胸もとを手で隠かくしたサクラに、コウはようやく我に返った。

　自分の行為に客観的視点で気づき、青ざめ、死に掛け、あわてて首を振り、視線を外す。

「いや！　あの、ええと、その、……ごめん。本当に。われながら無ぶ遠えん慮りよだった。気持ち悪いよな。えと、ごめん」

《ううん？　別にいいよ。ただ、ちょっと意外に思っただけだから。……ほら、コウって、そういうのにあまり興味ないのかな、って》

「──まぁ正直いいますと、最近目覚めたばかりでして。だからちょっと免めん疫えきなくて。その辺を斟しん酌しやくしてくれるとうれしい、……と、いう、か……？」

　啞あ然ぜんとする、コウの前で。

　サクラは赤い顔をしたまま、ゆっくりと、胸もとを覆おおっていた手をどけた。

　あらわになる、白い肌はだ。

　ふくよかな胸の上半球、二つの丘が、谷間を生み出す。両脇わきからサクラの腕うでに押されて強調されて。むにゃ、っと。

「い、いや？　あの、サクラ、さん？」

　思わず顔を赤くした──この現象、けっこう珍しかったのだが最近はそうでもなくなっている──コウに、サクラはぺろっと舌したを出し、再び胸を隠かくしてへへへと笑った。

《新鮮！　コウのそういう反応》

「……いや、だから、その、自覚しているから、あまりからかわないでもらえると」

《ううん？　気にしなくていいと思う。だって、やっぱり、そちらのほうが自然だよ。いままで、ちょっと寂しかったもん。あたしだけなのかな、って。だからね、うれしい。

　そうだ、コウ、コウはいま、舞まい原ばる家けに住んでいるんだよね？》

「ああ、聞いているとは思うけど、……泥どろ棒ぼうに入られてさ、お金なくなっちゃって、住み込みでバイトとかしてて──」

《あのね、コウ。あたし、文化祭までには帰れるから》

「……ああ、うん。知ってる。だから、今日は、その──」

《今度会えるの、楽しみにしている、ね？》

　ほおを染めつつ告げるサクラに、その恥じらうような仕し草ぐさに、言葉に──

　全身が、熱くなる。

　泣きたいような叫びたいような、とにかく居ても立ってもいられないような激情、じっとしているだけで爆発してしまいそうな熱さを、こぶしを握って必死に耐える。

　ダメだ。こんな会話をしていてはダメだ。

　変な期待を、ぬか喜びを、させてはダメだ。

　はっきりと、告げなければ。たとえ帰ってきたとしても──




　──もう、サクラとは付き合えない。




　なぜならおれは、イハナと付き合うことにしたから。

　自分の勝手に振り回してしまうけれども、悪いとは思うけれども、サクラとの『公式の関係』は、続けられないから──

「──あの、サクラ！」

《え？　なに？》

　ぱん、と両手で自分のほおを張り、決然として顔を上げたコウに、はにかんでいたサクラもびくっと顔を上げた。

　きょとんとした顔の、着ているドレスにそぐわぬ子供っぽさに、またも胸が締め付けられ、これから傷つけなくてはならないことに躊ちゆう躇ちよして、でもやらなければならなくて、ためらいに反発するように、大きく深呼吸して──

「……おれ！　実は──」

　──しかし言葉は、それ以上、続かなかった。

　サクラの、翳かげりのない大きな瞳ひとみに見つめられて。

　あと、背後からの巨大な音にさえぎられ。

　ぎょっとして、振り返る。

　鍵をかけていたはずのドアが、開いている──なぜかじゅううと煙けむりをくゆらせて。

　その向こうに立っているのは、コウがいま──日ひ奈なは別にして──一番大切にしたいと思っている少女。

「……い、ハナちゃん？」

《あれ？　ハナちゃん？》

「顔を見るのは久しぶり、ですね、サクラ。元気そうで何よりです」

　ぐっすり寝ていたはずの──いや、確かに眠ねむっていたのだろう、起きてそのまま来たのだろう、メガネこそきちんとかけてはいたが、イハナはカッターシャツに打ち掛けをまとっただけ、というなかなかきわどい恰かつ好こうをしていた。

　シャツのすそに目がいって、コウは慌あわてて視線を顔へと戻す。

　無表情、だがどこか焦あせった雰ふん囲い気きのある、イハナ。

　いったいどうしたというのか。

　イハナの登場に、なぜか思った以上に狼ろう狽ばいしている自分を発見し、コウはメガネを押し上げ大きく息を吐はき出した。

　しかたない、と自分に言い聞かせながら。

　できれば、イハナに話がいくまえにサクラとのことをまとめておきたかった。イハナが動揺しないように。サクラとイハナの仲がこじれないように。だいたい、イハナと一緒のところを見せつつ別れ話をするのはサクラにひどい気もするが、余計に傷つけてしまうかもしれないが、来てしまった以上はしかたない。これ以上理由をつけて先延ばしにしても事態は悪くなるだけだから──

《そうだね。久しぶり！　ところで、ハナちゃん着ているの、それ──》

　サクラの言葉に顔を上げ、コウは再び決然と、口を開く。

「これ、実は、おれのシャツ！　あのさ、サクラ、実はおれたち──ほう！」

　思わず奇声を上げてしまい、言葉はそれ以上、続かなかった。

　サクラの、純真な目に見つめられ。

　あと、サクラからは見えないディスプレイの外側部分からすさまじい痛みがこみあげてきて。

　物事の勘かん所どころを押さえることを『急所を握る』というが、まさに『急所を握られ』て、言葉が、続けられなかった。出そうとしても出なかった。口にしてしまえばいくらイハナでもとめられないのはわかっているのにそれでも口が動かない。つかまれた場所が場所、『急所』というのは伊だ達てではない。身体からだはがっちり固まって、いやな汗あせがにじみ出てくる。だらだらと。

　強引に言い切ろうとしたのだが、さすがに、これでは、声が、出せない──

《……コウ？　どうしたの？　顔色悪いよ？》

「い、や、あ、の……」

「いえ、コウ。本当に具合が悪そうです。連日の『バイト』がたたっているのでは？　……サクラ、名残なごり惜しいでしょうが、今日のところは──」

《あ。うん。じゃあ、またね、コウ──》







　　　　◆







　──通信が切れ、ディスプレイが暗くなるのをなすすべなく、コウは見送った。

　ようやく解放されて、近くのソファに座り込む。

　深呼吸を繰り返しつつ、イハナの位置から見えないようにメガネを外し、生理的反応ににじんだ涙なみだごと汗ばんだ顔を拭ふく。何度も大きな呼吸を繰り返し、ようやく落ち着き、メガネをかけ直すと、イハナをにらんで口を開く。

「……いくら付き合っているからって、おねえさんの前でいきなり、大だい胆たんすぎない？」

　すみません、とイハナは無表情に返した。

「状況的に、手段を選んでいる余よ裕ゆうがありませんでした。……コウ。サクラに、何を告げるつもりだったのですか？」

　うわ、なんか怒っている？

　自分がいましたことを恥じるでも照れるでもなく。省みる余よ裕ゆうがないほどに。本当に怒っていらっしゃる。むしろ逆ギレしている？　──なぜ？　ここで怒っていいのはどちらかといえばおれじゃない？

「ええとさ、ハナちゃん。いくらなんでも、これは当事者同士の個人的な」

「答えてください」

「……決まっているだろ？　サクラには、おれの口からはっきり伝えておかないと。けじめ、というか、……おれは、その、……ハナちゃんと付き合いたいから、……付き合い続けたいから、別れてほしい、って」

　イハナは、ただただコウの瞳ひとみを見ていた。

　そらすことなく、コウは視線を合わせて返す。

　先に折れたのは、イハナのほう。

　イハナは顔を背けると、そこで、はじめて気がついたかのように、コウの『急所』を握りつぶさんばかりの勢いだった自分の右手を見た。

　そのままくるりと身を翻ひるがえし、コウに背中を向ける。

「コウ。わたしたちの『はじまり』を、覚えていますか。──実際の過去ではなく、あなたの記き憶おくのうえでの」

「ええと、あれのことかな。ハナちゃんに電話したあの日」

　一年生のころ、コウは舞まい原ばる家けを忌き避ひしていたし、周囲にもそれを隠かくしていなかった。

　当然、同じみークルに所属していながらイハナやサクラとほとんど話したことはなかった。とくに反目していたわけではなかったが、──正直にいえば、どうでもよかった。名前すらよく覚えてなかった。サクラは園芸部にも所属しており部室に来ることがまれであったし、イハナは日ひ奈なが間に入っていたためとくに問題は起きなかったが、──いま思い返しても恥ずかしくなる。ちょっとおとなげなかったかな、と。あんな態度で接していて、よくイハナの気持ちも冷めなかったなぁ──

「おれが、ハナちゃんに電話したんだった。頼みがあって」

「ええ。あなたはわたしに『借り』をつくり、わたしはそれを返すよう求めた。そして、あなたとわたしは、取引をした。舞原家として『悪あく魔まのミカタ』に協力する代わり、あなたは、サクラの恋人になる、と」

「……何がいいたいのかな」

「そしてわたしは、舞原家は、あなたに協力してきたはずです。にもかかわらず、それを一方的に終わらせようとするのは、道理が通らない、と思いませんか？　取引の条件は、いまも何も変わっていません」

　コウはソファによりかかるのをやめ、ようやくこちらを向いたイハナを見上げる。

　無表情の顔からは、今日はとくに真意が読みにくい。

「……それは、つまり、……もしかしておれ、脅おどされている？」

　いいえ、とイハナは首を振った。

「認めましょう。コウ。立場が弱いのはわたしです。あなたがどんな選択をしようと、それがわたしの意に沿わぬものであっても、わたしはきっと、あなたに協力してしまうでしょう。惚ほれた弱みというやつですね」

「……どうも」

「だからこそ、わたしはあなたに、お願いするしかありません。……どうか、姉とこれまでどおりでいてください、と」

「……一応確かめておくけれど、……ハナちゃん。いやみじゃなくって、おれたち付き合うことになったんだよね？　ていうか付き合っているんだよね？」

「はい」

「よかった即答してもらえて。で、聞くんだけど、……それでもハナちゃんは、おれに、サクラとの恋人ごっこも続けてほしい、と」

「ええ」

「おれたちは。……木ぼく石せきじゃない。……その、このまま付き合っていけば、いろいろと、きっと避けられなくなると思うんだけどナ？　いや、もちろんおれもできる限りは」

「わたしは最初から、それを否定したことなどないと思いますが？」

「……いまも？」

「いまも」

　コウは、ため息をつきそうになるのを必死でこらえた。

　ダメだ、やめろ。

　大きなため息をついて、理解の得られぬ悲しい彼氏を演じるなんて、バカげてる。

「あのさ、ハナちゃん。おれは、……わがままかもしれないけれど、最近は、世界に男がおれだけになればいいって思っているくらいで、……ああ、これってある意味ハーレム願望？」

「……」

「……つまり、何をいいたいかというと、……本当に、日ひ奈なのことのあるおれにこんなこという資格はないかもしれないけれど──

　──浮気って、してほしくない。ハナちゃんに。男はおれだけ見ていてほしい」

「そんな疑いを持つこと自体侮ぶ辱じよくです。わたしがどれだけ」

「だから、イハナにもおれのこと、そういうふうに思ってほしい、っていうのは間違っているかな？　いや、やっぱり間違っているか。だって日奈のことあるし──ああ」

　根底に、それがある。

　日奈を忘れないことをイハナに認めさせたのが他ほかならぬ自分である以上、お互いに一いち途ずでいたい、なんて言葉に説得力があるはずもない。認めさせておきながら認めないでほしい、なんて、いったいどんなわがままか、と呆あきれられてもしかたがない──

　いいえ、とイハナは首を振った。

「コウ。あなたは間違っていません。──少なくとも、わたしは間違っているとは思いません。あなたがそう思ってくれる気持ちは、うれしいですし、──正しい。

　それでもわたしは、間違っていることを承知で、あなたにお願いしたいのです。あなたに、間違って、ください、と。──サクラと、これまでどおり、付き合っていてくださいと」

　……ため息は、つくな。

　コウは微笑ほほえんだ。

　なんでため息が出そうになるんだろう、と思いつつ。

　むしろ息を吞のむようなことをいわれているのに？

「……おれはさ、……穿うがち過ぎかもしれないけれど、ハナちゃんがおれとサクラをつき合わせたのは、自分に自信がないからだって思ってた。だからサクラを介かいしたんだって。サクラじゃなくってハナちゃんが、おれと一緒にいたいから。おれのこと好きで、でも自分に自信がないから、サクラと──って。

　もしもそうなら、もうその必要ないよな？　だっておれは、ハナちゃんを選んだんだから。先せん輩ぱいじゃなくて、──舞まい原ばるイハナという女性を。それは、ハナちゃんもわかってくれているよね？　だったら、──いやな言い方だけれど、もうサクラの力を借りる必要はないんじゃない？　……的まと外はずれだったら、謝るけれど」

「……」

「もしかして、サクラを傷つけたくないから？　サクラに笑っていてほしいから？　だったらそれは、間違っている。あとになればなるほど傷は大きくなる。深刻になる。まだ一線を越えていないいまのうちに、はっきりさせておいたほうが、絶対サクラのためになる。って思う。──ハナちゃん、まえにいったよね。だまし通せればそれは本物と変わらないって。でもそれは、机上の空論だ。『偽にせ物もの』じゃ、結局だまし通せない。サクラはバカじゃない。鈍にぶくもない。サクラのことが大切なのはわかるけど、その思いやりは、間違っている」

「なんといわれても、コウ、わたしの気持ちは変わりません」

「だから、どうして、──その理由を」

「やめてください。コウ。わたしの気持ちは、──それが変わらないことは、……本当は、あなたにもわかっていたのではありませんか？　だから、みんがおらず、わたしが眠ねむっている時間を選んでサクラと連絡をとったのでは？　わざわざ扉に鍵をかけ」

　そんなことない、と言い返そうとして、コウは押し黙った。

　そうだ、意識してはいなかったが、確かに自分は心のどこかで予想していなかったか？　イハナが反対することを。きっと邪じや魔まするだろうことを。だから、ため息が出そうになるのではないか？　やっぱり、と。

　凝ぎよう視ししてみるが、イハナの顔はまったく平へい坦たん、ただ在るだけ、表情からうかがえるものは何もない。

　サクラとの関係を続けてほしいというのが、強がりなのか、それとも本心なのか──

「ハナちゃんが、それを本当に望んでいると仮定して、その理由はなんなのかな？　サクラのため？　ハナちゃんのため？　それとも他ほかに理由があるの？　せめて、それを話してくれないかな」

　イハナは首を振った。

「──すみません。コウ。ですが、正直、理由自体は、たいした問題ではないのです」

「たいした問題じゃない？　へぇ？　これが問題じゃないならいったい何が問題？」

「ここで問うているのは、あなたに、わたしを受け入れてもらえるかどうか、ということです。

　……コウ。あなたは冬ふゆ月つき日ひ奈なを諦あきらめられないといい、わたしはそれを受け入れました。

　なのにあなたには、わたしを受け入れていただくことは、できませんか？」

　ああ。

　やっぱり。

　結局はそこに立ち戻る──

　すみません、とイハナは、つぶやくように、いった。

「われながら、卑ひ怯きような言い方をしていると思います。ですが、たとえ甘えてはいてもそれがわたしの本心だということも間違いありません。……わたしは受け入れたのだから、あなたにも、わたしを受け入れて、ほしい、という」

「……理由はいえないけれど、それでも、ハナちゃんはおれとサクラに付き合い続けてもらいたい？　これまでどおり──これまで以上に。それを受け入れて、ほしい？」

「はい」

「おれもう舞まい原ばる家けに越してきちゃったし、そうなると、ハナちゃんとの時間かなりとれなくなっちゃうけど、それでもいいの？　おれとサクラが一緒のところ、目にするようになるだろうし、その、もしかして、その──」

「もちろん、かまいません」

　それじゃあ、おれとイハナは、何を以って付き合っているというのか。

　それを恋愛と呼べるのか。

　本心なのか、強がりなのか、何か理由が──あってほしい──

「こんな状態、いつまでもサクラに隠かくし通せるなんて思わないんだけど？」

「それでも、できうる限り続けてほしい、努力はしてほしいのです。コウ」

　バカな。

　隠し通せるはずもないのに。わずかな期間だけのために、そのせいで話がこじれて取り返しのつかない傷が生まれてしまうかもしれないのに──いや、違う、問題はそんなところにあるんじゃない。

　こんなこと、おれにいう資格はないのだろうけど、絶対に、間違っている。

　いままでだってやってきたことだけど。いまさら、かもしれないけれど。でも、これは、何かが違う。はっきりとはいえないけれど、何かが、決定的に。

　日ひ奈なを忘れてはいないとはいえ、イハナと付き合うことを決めたのに、にもかかわらずこのままサクラとの関係を続けるなんて。

　たとえ日奈のことがあっても、おれがイハナを好きなのは、──サクラに恋していないのは、間違いのないことなのに。

　もう、そんな必要、ないはずなのに──

「……やはり、納得はできませんか？　コウ」

　イハナの言葉に、コウは笑みを浮かべてうなずいた。

「……ええと、ごめん。頭では、納得しようと思っているんだけど、なんていうか、感情が──逆なのかな。本当なら喜んでＯＫするところ？　何しろ彼女公認、というか後押し？　つきで浮気ができるんだからな？　相手もとびきり美人だし？　ここは当然喜ぶべきで──

　──ごめん。いやみだな。とにかく」

「とにかく、少し考えてみていただけませんか」

　コウの言葉をさえぎって、イハナは続けた。

「あなたに命令したところで、反発するだけなのはわかっています。結局あなたは自分のやりたいことを通す人ですし」

「いや別に、そんな」

「ですが、しばらく待ってはもらえませんか。そして、考えてみていただけませんか？　……せめて、サクラが帰ってくるまでは。

　……いえ、あなたの、話をするなら早く、というのはわかります。

　が、別れ話を電話で、というのはいかにも卑ひ怯きようなのではないですか？　こういうことは、きちんと面と向かってすべきでしょうし、何よりも、いま、サクラには重要な仕事があります。現在、舞まい原ばる家けが微び妙みような立場にあることは、あなたにもわかっているでしょう？」

　非公式、とはいえ世界共有の財産として指定されていた超生命体、『ザ・ワン』が日ひ炉ろ理り坂ざかにおいて失われてしまったことで、舞原家は現在国際的に危うい立場に立たされている。

　裏には複雑な事情があり、舞原家だけが責められるようなことではないのだが、問題が問題、責任を取るスケープゴートは必要で、しょせんは島国の一都市、日炉理坂の立場は弱く、だからサクラは休学して父親とともに世界中を飛び回っている。コネのある有力者に会って援助をお願いし、さらに新たな味方を得るため、文字どおり、舞原家の未来を担になって。

　正直、コウには想像もつかない世界の話だが、自分が大きく関係している以上、無関心でいるわけにはいかない。

「社交パーティというのは、『人間』を見てもらうための場です。人としての魅み力りよくがものをいう場で、助けることが益えきになる、と判断してもらうためにも、サクラには──こういういいかたもなんですが──魅力的でいてもらわなければなりません。ですから、サクラがパーティに集中できるよう、余計な心労を与えて欲しくないのです」

「……それは舞原家のためではあっても、サクラのためではないよな？」

　イハナの表情がかすかに動いて、コウは余計な言い方をしてしまったかな、と後悔する。

　なんだかんだいっても、──ゆがんだ関係を押しつけていても、イハナがサクラのことを本当に大事に思っていることは、事実。

「ではうかがいますが、コウ。いま、サクラに別れ話を切り出すことは、本当にサクラのためですか？　あなたが話そうが話すまいが、サクラにはパーティに出てもらわなければならないのですよ？　どれだけショックを受けたとしても、欠席は、許されません。これは遊びではないのです」

「……それは」

「そして、どれほど会いたいと思っても、まだしばらくは帰れない──そういう状態で別れ話をすることが、本当にサクラのためですか？　あなたこそ、姉に早く話すことで罪悪感から解放されたい、そう考えているだけではないのですか？」

「……いいところをついたなぁ」

　イハナの言葉に、コウは反論できなかった。

　サクラをぬか喜びさせたくない、と考えていたのは、本当。

　きっとサクラは、自分に会いたいと思っていてくれているだろうから。期待しているだろうから。期待させて突き落とすより会う前に話しておいたほうがいい、と考えていたのはうそではない。早く話せばそれだけ傷も軽くなる。癒いえるのだって早くなる。ただ、サクラの仕事にまで気を配っていたかというと、正直そこまで思い至らなかったし、そして、自分が罪悪感から解放されたいと思っていなかったかというと──

　自信はない。

　断言できない。

　サクラに対して罪悪感があるのは、間違いないから。

　イハナのことが愛いとしくなればなるほど、罪悪感が増していくのは誤ご魔ま化かせないから。少しでも罪悪感を減らしたい、そう考えなかったとはとても──




（──本当に、サクラへの罪悪感、だけか？）




「……わかった」

「コウ？」

　コウはうなずいて、立ち上がった。

「……ハナちゃんのいうとおりだ。たとえ別れるとしても、確かに、いま話すべきじゃないよな。たとえサクラがおれのこと、殴なぐりたい、と思っても、手が届かないところにいるんじゃあ。フェアじゃない。……うん。サクラが帰ってくるまで、待って──考えてみる。

　ただ、やっぱり、理由は説明してほしいよ、ハナちゃん。どうして、もうその必要はないはずなのに、これからもサクラと付き合い続けてほしいのか。──ちゃんと理由があるのか、ただ怖がって問題を先延ばしにしているだけなのか──それともハナちゃんがそういう性せい癖へきの人なのか」

「性癖ってなんですか」

「真ま面じ目めにいっているんだけどね、おれは。イハナ。それならまだ、恋人として理解しようという気になれる。性癖なら努力する。怖がっているなら助けになりたい。理由があるなら、知りたい。ちゃんと理解したい──

　おれは、やっぱり、間違っているって思う。そんな気持ちもないのに、ハナちゃんのことを隠かくしてサクラと付き合い続けるなんて。間違っている。絶対に──

　問題を先送りして、逃げているだけじゃ、何も解決しない、と、思う。──まぁいままでを考えれば、説得力はないけどさ？」

　イハナは押し黙り、視線を逸そらした。

　やはり、話してくれる気はないのか──

　コウはふう、と息を吐はき、イハナの隣となりを通り過ぎ、ドアの壊こわれた出口へ向かった。

　いったいイハナは何を考えているんだろう、本心だろうか強がりだろうか、どうすればそれを知ることができるのだろうか、考えつつ。

　出口にたどり着いたとき、コウ、という呼びかけが、背中にかけられた。

　コウは黙って振り返る。

　イハナはコウの視線をとらえ、いった。

「ええ。確かに間違っています。わたしのほうが間違ってて、あなたのほうが、『正しい』。コウ──

　それは、──たとえ泣き喚わめいても、地べたを這はいずり叫んでみても、変わらない。変えられない、事実です」

「！」

「だからわたしはあなたを説得できません。ただ、お願いするしか。──正直にいえば、わたしにもわからないのです。どうすればいいか。どういえばいいか──」

「……」

「だから、情けない話ですけれど、最終的な判断はあなたにまかせます。あなたがどちらを選んだところで、あなたへのわたしの気持ちは変わりません。

　これは、いままでのような『悪あく魔まのミカタ』との『取引』ではなく、『選択肢し』です。

　あなたは自分の意思でどちらでも、選んでください。

　……ただ、わたしの願いはあなたに伝えたとおりで、それもまた変わらないことも、──受け入れてほしい、と思っていることも、わかってください」

「……うん。考える。よく考えれば、そう悪い話じゃないしね？　だいたい、いままでだってそうしてきたし──」

　ただ、今回はイハナのいうとおり、『取引』ではなく『選択肢』があるというだけで。

　いままでと違い、選べるだけで。

　──そして、いろいろなことが間違っているというだけで、

　本当に、イハナがそれを望んでいるのか──理解できない、だけで。

　──でも、『正論』を振りかざしたいわけじゃない。それだけは、絶対に。

　コウはきびすを返し、歩き出した。

　しばらく歩いて、振り返る。

　ポツン、と立っている、イハナに、手を差し出す。

「……とにかく、いこう」

「え？」

「え、って、もう夜も遅いし、明日も学校あるんだから。早く寝ないと」

「……いいん、ですか？　その」

「何がいいのかわからないけど、変な遠えん慮りよはしないように。まだ付き合いはじめたばっかりなのに、一緒の時間を嫌いやがるはずないじゃん？

　それとさ、サクちゃん帰るまで待つって決めたんだから、おれにまかせる、なんていわずにようく話し合いましょう？　とりあえず、今日はさすがに遅いけど」

「……すみません。コウ」

「すみませんって、……付き合っているわけだから、そりゃ衝しよう突とつもあるでしょ？　日ひ奈なともけっこうケンカ──いやそれはともかく、というか、ええと、──とにかく、いちいち気にしなくていいってば」

「……そう、ですね」

　イハナが手を伸ばしてきて、そっと、コウの指を、握った。

　小指と、薬指だけを。

　コウはそれに親指を添え、支え、歩き出す──

「ところで」

「……なんです？」

「恋人同士なんだし、触さわるな、とはいわないけどさ、次からはもちょっとやさしくね？」

　次の瞬しゆん間かん握あく力りよくが思いっきり増して、ハナさんギブです、すみません、と笑いつつ、うわ、すごい握力、とコウは冷ひや汗あせを流した。

　無事でよかった。







＋＋＋＋＋







　結局のところ、幸せになれない人間、というのは存在する。

　星の巡めぐり会わせが悪い、というわけではない。

　運命に意地悪されているわけではなく、当人にチャンスをつかむだけの実力がないわけでもない。

　ただ、幸せに慣れていないだけ。

　幸せになればなるほど、それを受け入れがたくなる。自分なんかが、こんなはずがないんだと。こんな分ぶん不ふ相そう応おう、きっとどこかに落とし穴があると。そういう人間は、本当の意味では幸せにはなれない。幸せであることに罪悪感を覚えてしまうから。不安をかんじてしまうから。自分なんかがいいのだろうかと。無理やり不幸を探して、なければあえてつくり出し──そしてようやく安心できるのだ。「ああ、やっぱり」と。不幸、あるいは罪を得ることで、初めて納得できるのだ、自分が幸福であるという状態を。不幸を──幸せであることへの『代だい償しよう』を感じられてこそ。

　たぶん、とイハナは思う。

　自分はそういうタイプの人間なのだろう。

　本当の意味で、自分が幸せになれることなどないのだろう。

　必要なのは、不幸、あるいは──『代償』の自覚。

　幸せになってしまったことの、『罪』を自覚すること。







＋＋＋＋＋







　朝。

　ふと、目を覚まし、イハナはぼんやり探った。自分の周囲を。あるはずの温かいものを。

　寝ぼけつつ──しかし急速に意識が覚かく醒せいしていく。

　手が探す。早朝の空気に冷やされたシーツ以外の感かん触しよくを。あるはずの──存在を。

　何もなかった。

　完全に目を覚まし、枕まくらもとからメガネを取り、かけると、イハナは自分の身体からだを見た。

　男物のカッターシャツ、ではなく、いつもの、着物。

　一人きり。

　頭の中が冷えていき、笑いたくなり。

　やはり、と、思う。

　夢だったのだ。

　現実である、はずがない。

　コウが告白してくれて、付き合うことになった、なんて、ただの夢──現実にあるわけがない。コウはあれほど『一いち途ず』なのだから。

　わかっていた。夢なのだと。

　でも、どこまでが夢なのだろう。起き抜けの混乱した頭で考える。体育祭は、現実？　コウが舞まい原ばる家けに越してきたのは？　コウが話した、つくろうとしている《知恵の実み》のことは──あれはきっと現実だろう。あんなもの、自分ではとても思いつけそうにないから。なら、体育祭、『ノットＢ』も現実だ。コウが引っ越してきたのも。つまり、コウとイハナは現在ある意味同どう棲せいしているわけで、だからこんな夢を見たのかもしれない。

　夢、だったのだろう。

　メイド長を呼び、──本当に自分はコウと付き合っていないのか、現実をきちんと確認しようと考えて、──やめた。

　いまは寝ぼけているだけで、放っておいても、記き憶おくが追いついてくるだろう。

　たぶん、こんな夢を見たのは、はじめてではない。

　だってあまりにリアルだったから。慣れた感じだったから。すぐに夢だと気づいたから──きっと何度も見ては目を覚まし、取り乱したのだろう。いい加減、慣れなければ──そして現実を見なければ。

　夢、だったのだ。

　コウと付き合っている、なんて、ただの夢。現実はここで一人きり──

　こみ上げてくる何かを感じて、イハナは背後に倒れこんだ。

　ぐふっ、という声が聞こえた。

　身体からだがびしり、と固まって、おそるおそる後ろを見る。

　──コウの顔が、そこにあった。

　目を覚ましてはいないようだが、何やら顔をしかめている──

　混乱し、イハナは再び身体を起こし、そっと、コウの身体の上に手を置いた。

　温かい。

　これは夢？

　それとも現実？

　──どちらが、夢？

　自分の身体を見下ろして、和装ではなく男物の──コウのカッターシャツを着ているのを確かめる。襟えりに触ふれ、鼻に近づける。実際にはそんなことはないが──コウはどうしても洗せん濯たくするのをゆずらなかった──コウのにおいがする気がして。

　夢、じゃ、ない？

　夢じゃない──

　コウの顔をじっと見つめる。愛あい嬌きようのある、整いつつもかわいい系統のつくり。もっとも、幼いころから美形を見慣れているイハナにはそれについての感かん慨がいはない。ただ、子供のころから想いを寄せていた顔が、いま無防備に自分の下にあることがとてもうれしい、だけ。

　うう、とコウがうめいて、イハナは慌あわてて──それでも極力気配を立てず──メガネを外し、コウの胸に頭を預け、寝たふりをした。

　そうだ、と思い出しながら。

　夢じゃない、こちらが現実。コウは本当にここにいる。自分と一緒の布ふ団とんの中に。

　現実だと思ったほうこそが、夢だ。最初見つけられなかったのも、コウのシャツではなく着物を着ているように思ったのも、きっと寝ぼけていたのだろう。コウが『バイト』をはじめた最初の日のことが、いまだ記憶に強いのだろう。

　心臓の鼓こ動どうを聞きつつ、思い出す。

　あの日、コウははじめて、朝早く起きて『バイト』に出かけていった。イハナを起こさず、そっと。

　だからイハナは一人で起きて、一人でいるのを発見し。

　やはり、と、思い。

　すべてが夢だった、と思い──

　コウが一人で起きていった、ということをみんに教えてもらって──ちなみにそのとき、コウのシャツを着ると安心できることを知った──安あん堵どすると同時に、キレた。夢と現実、失望から安心への落差が激しかったのだろう、いま思い出しても恥ずかしくなるくらいに帰ってきたコウを責め、約束させた。たとえどれだけ朝が早かろうと、前日床とこに就くのが遅かろうと、一緒のベッドで眠ねむるときは必ず自分も起こすこと。一人残していかないこと。場所こそコウの部屋、イハナの部屋と変わることはあるがほとんど一緒に寝ているため（それなりに問題となっているのだが、サクラが帰ってくるまでは、ということで──）、以降イハナはほぼ毎日コウに起こしてもらっている。

　実は、けっこう早くにこの生活パターンに慣れてしまい、コウよりも先に起きていることも多いのだけれども。

　やっぱり起こしてもらいたいから。

　完全に覚かく醒せいしたのだろう、コウの手が、抜き取られた。

　身体からだがそっと、ずらされ、離れていく。

　冷たい空気が入ってくるのは寂しいが、壊こわれ物を扱うようなやさしさが、うれしい。

　腕うでを曲げ伸ばし、指を握ったり開いたりしている気配に、申し訳なく思う。きっと、ひどくしびれているのだろう。なるべくしびれさせないよう、腕ではなく胸を枕まくらにしようとしているのだが。

　さて、今日はどんな起こし方をしてくるか。

　普通に呼びかけ揺り起こしてくることもあれば、抱だきしめてくることもある。耳たぶを甘あま嚙がみしてきたり、キスをされたときには、寝たふりがばれたと思った。『健全な男子高校生』らしいことをしてくることもあったりして（シャツの隙すき間まを覗のぞき込まれたり、──やはりコウも男の子なのだなと、いささか感かん慨がい深く思った）、ちょっとどきどきさせられる、イハナのひそかな朝の楽しみ。

　コウの手が、動く気配。

　揺り起こされるパターンかなと思ったが、コウの手は肩かたではなく、イハナの髪かみへと伸びていた。

　髪の毛がすくい上げられて、さらさらと、流される。

　一日二十四時間のうち三時間以上を手入れに費やしている──その時間中それだけにかかりっきり、というわけでもないが──髪は、サクラにも負けていないという自負のある、数少ないイハナの自じ慢まんの一つで、それだけに、コウに褒ほめてもらえるのが、気に入ってもらえるのがうれしくて、髪に触ふれられつつ頭を撫なでられるとなぜか涙なみだぐみそうで、イハナは起きることにした。

　寝たふりのこつは、長く続けないこと。

　自分のような人間が寝たふりをしていたなんて、バレたら恥ずかしいことこのうえない。

「おはようございます。コウ」

「……あ、おはよ、ハナちゃん。……最近はすっきり起きてくるね」

「どういう意味です。まるでわたしがいぎたないような、……わたし、いぎたなかったですか？」

「……ごめん。あとで辞書を引いて答える」

　コウは、すでにメガネをかけていた。

　イハナも、自分のメガネに手を伸ばす。が、先に届いたのはコウの手で、メガネを奪われ、コウに笑いかけられて、イハナは不ふ承しよう不ぶ承しよう、顔を上げて目を閉じた。

　軽くキスをされたあと、恭うやうやしくも両手で支え持たれたメガネのフレームが、やさしく、髪の中に差し込まれてくる。

　耳にフレームが触れたのがくすぐったくて、イハナは吐と息いきとともに身じろぎし、それが恥ずかしくてあえてコウの手を払い、自分の手でメガネの位置を調整しなおす。もちろん無表情のまま。

「ごめん、ハナちゃん。起こしちゃって。実はまだ寝ていていい時間なんだけど。……なんか早く、目が覚めて」

「…………別にかまいません。わたしも、自発的に起きたようなものですし。たまには」

「……そうだな。たまには」

　コウがベッドに倒れこみ、イハナも寄り添い、手をつなぐ。重ねるように。

　薄うす闇やみの中の沈黙は、心地よく、それだけに、穏おだやかな時間が破られるのが怖くて、イハナは話題を探した。コウが先に、──いまはまだ避けたいことを話し出さないように。

「『バイト』のほうはどうですか？」

「ん？　『バイト』？　……ああ、順調順調。教官なかなか厳しいけど、いや、実際、あいつはたいしたやつだと思う。あれで、関せき谷やなんかを尊敬してさえいなけりゃなー」

　教官、というのは舞まい原ばる家けのスタッフ、ホミンのこと。

　朝夕二度の『バイト』がはじまってから、コウはホミンのことを教官と呼ぶようになった。からかっている部分もないではないのだろうが、おそらく、本当にホミンの才能を認めて──ホミンは気に入っていないようだが。ちなみに、最初のうちは教官ではなく『師し匠しよう』と呼んでいたらしいが、ジィ・ニーの目が怖い、とホミンから本気の泣きが入ったために教官に変えたのだとか。

　表向きは『バイト』としているが、実際にはバイトではない。

　コウが泥どろ棒ぼうに入られ──しかもその正体が自分ノットＢと来たもんだ──一文無しになったことは本当であり（正しくは、銀行の定期預金と貯金箱の中身／二千三百三十七円だけは残されていた）、バイトとしての時給もしっかり支払われている。舞まい原ばる家けによる『新製品開発』の、『テストモニター』ということで。

　だが実際には、バイトをしているわけではない。

　行っているのは、『準備』。

　まだアトリも聞かされていないらしい、コウ以外には自分とみん、ホミンしか知らない、コウが生み出そうとしている《知恵の実》のための。

　あらためて、思う。

　時が、近づいているのだと。

　もう手の届くところまで来たのだと──

「……てわけで、どちらかといえば、朝寝できないほうがつらいかな。休める土曜日が待ち遠しい。ね？」

「え？」

「土曜日が待ち遠しい、ね！」

「そうですね、本当に、早く学校のない週末に……って何の話ですか！」

　声を上げてしまってから、話を聞いていなかったのは自分であることに気づき、決まり悪さを隠かくすためコウに強く寄りかかる。つないだ手を間に挟はさみ、額ひたいをぐりぐり押しつける。冷血女、と陰口をたたかれるような自分のイメージではないなぁ、と思いつつ。

　二人きりでなければ恥ずかしすぎて、絶対できないようなこと。

「おかげで朝も放課後も手伝えてないけど、文化祭のほうはだいじょうぶ？」

「ええ。こちらの心配はいりません。『紅こう白はく祭さい』の余波でしょうね、みんな積極的に動いてくれていますから。きっと成功するでしょう」

「……『みこし祭りで、巫み女こしまくり！』だっけ？」

「……いわないでください。そのフレーズは却きやつ下かです」

　今年の文化祭のテーマは、『巫女祭り』。

　もともとは、再スタート、という無難な題目だった。

　ところが先日、生徒会長となったイハナが招集した一年二年の各クラス委員長と有志の各部部長からなる『日ひ炉ろ理り坂ざか高校文化祭実行委員会』に、コウのクラスメイトでもある関せき谷や倫りん太た郎ろうが乱入してきたのだ。ご丁てい寧ねいに、小鳥遊たかなし恕じよ宇うまで引き連れて。

　関谷倫太郎はいきなりドアを開けるや、叫んだ。

「みこし祭りで、巫女しまくり！」

　会議室内は、たちまち息をするのもはばかられるような静寂に包まれた。
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　もっともそれは、イハナが思ったのとは別の種類の沈黙だったようだが。

　みこし祭り、というのは日ひ炉ろ理り坂ざか高校文化祭の通称である。

　いつからはじまったのか、日炉理坂高校の文化祭では、毎年どこかのクラスがみこしをつくるのが伝統のようになっていた。みこしをつくり、モニュメントとして飾ったり、実際にかついで校内を練り歩いたり、外見や強度を比べあったり──つまり、文化祭＝みこし、というのが日炉理坂高校の常識で、さらにいうなら、体育祭と違って文化祭は一般客にも開放されるため──もっとも今年はとある理由から完全招待制にするつもりだが──巷こう間かんにおいて「あ、みこし祭りの季節だな」といわれるほどに日炉理坂では一般的な通称なのである。

　ちょうど、会議の議題はみこし祭り＝文化祭のテーマについてで、だれもが『再スタート』というテーマに物足りなさを感じていた。

　正直にいえば、イハナすら。

　無理もない。あの『紅こう白はく祭さい』のあとなのだから。

《グレイテストオリオン》のエネルギーは消えたとはいえ余よ韻いんはいまだ冷めやらず、ぶすぶすと、くすぶっていた。いずれまた火がつくときがくると信じて、わずかな火の粉をたやすまいとしているかのように。『熱血』とは結局のところ脳内麻薬の氾はん濫らんしている状態であり、麻薬ゆえに中毒性があるのだろう、日炉理坂高校の生徒のだれもが再びの『熱血』を求めていて、だからこそ、準備期間の短さをおしてイハナは文化祭の開催を決めた。この『熱血』の方向性さえ間違えなければ、必ず成功するだろうと確信して。

　そんなイハナにとって、関せき谷やの言葉はさっそく方向性を間違えているとしか思えなかったが、──フレーズに対してこそ好意的ではなかったものの、大多数の文化祭実行委員はむしろ検討に値するアイディアだと瞠どう目もくしたらしい。

　水を打ったような静けさの中。

　関谷は、ときおり恕じよ宇うにフォローしてもらいつつ、とうとうと語った。

　文化祭開催予定日まで日にちがないこと、それでも校外からのお客さんに誇ほこれる文化祭にするためには、全校生徒が一丸とならねばならぬこと。ならば、新たに生徒会長となった舞まい原ばるイハナが『巫み女こさま』と呼ばれていることを利用しない手はなく（確かにイハナはサクラと対比して陰でそう呼ばれているが、実際に面と向かっていわれることはほとんどない、どちらかといえば『姫ひめ』が多い）、生徒会長が先頭に立ちテーマを『巫女』にすることこそ学校中を一つにする最善の手なのではないか？　とくにそんな理由がなくても、巫女、というのがすばらしいテーマであることは間違いないと、関谷は強く、男らしく、断言した。そう、巫女とはすばらしいもの、ならば、それをテーマにするのに何をためらうことがある？　元がん来らい日炉理坂とは神のおわす『山』へと続く坂であり、イハナの舞原家は神に仕える神じん祇ぎ官かん、即ち巫女の家系であり（このへんは恕宇が語った。流りゆう麗れいに──）、そんなイハナが行う文化祭であるからこそ、ここはひとつ、祭礼の原点に立ち返り、一大巫女の大祭典とでもいうべきものを一丸となって打ちたてよう──

　関谷、そして恕宇の真しん摯しな語りに。

　文化祭実行委員（イハナを除く）もまた熱き思いで、応こたえた。

　静けさは、熱狂によってたちまち破られた。イハナを置いてけぼりにして（そのこと自体に文句はない。イハナはあくまで議長であり、ていうか意見を求められても困ったろうから）、喧けん々けん囂ごう々ごう侃かん々かん諤がく々がく、魂たましいのこもった議論が交わされた。宗教面、商業面、歴史や文化、二次元面まで視野に入れ、様々な角度から賛成あるいは反対（少数だったし、どちらかといえばテーマへの反対ではなく問題提起的なものだったが）の意見が出された。巫女の研究、巫女の演劇、巫女屋台、巫女ゲームに巫女化け屋敷など様々な企画案が出され、袴はかまについて系統について、髪かみ型について処女性について、それぞれが思うところを述べ、共感し、反目し、ぶつかりあいぶつけあい、友情が芽生えたりして、全員がメガネを輝かせ、おのれが思うところのあるべき巫女の像を語った。

　もともと、日ひ炉ろ理り坂ざか高校には大ゆ城め跡あと小学校を卒業して『名めい誉よ巫女／覡かんなぎ』の資格（日炉理坂限定のものだが）を得ている者も少なくなく、『巫女』というテーマを受け入れやすい土ど壌じようがあったのだろう。

　あるいは《紅こう白はく祭さい》の影響で、脳の一部がおバカになってしまったか。

　ともあれ、こうして日炉理坂高校今こん文化祭のテーマは『巫女』に決定してしまったのである。

　もっとも、イハナ自身も積極的に賛成する気こそなかったが、それほど反対、というわけでもなかった。正直、巫み女こと呼ばれる自分が巫女をテーマに文化祭、というのはあざとい気もして恥ずかしかったが、巫女の地である日ひ炉ろ理り坂ざかにおいてはそれほどおかしいテーマでもなく、何より大事なのは文化祭の成功。自分が生徒会長である以上、失敗は許されないし、平凡な企画で終わらせたくない、前会長の『紅こう白はく祭さい』に負けたくない、という欲は確かにあった。

　それに、巫女というテーマをおもしろそうだと思ってしまったのも事実（恕じよ宇うの、「コウに和服を着せる大義名分になるぞ？」という言葉に決して惹ひかれたわけではないが──）。

　と、いうわけで現在日炉理坂高校では、巫女をテーマにした文化祭の準備が進行中。

「じゃあハナちゃんも、巫女の恰かつ好こうをしたりするんだ？」

「しないわけにはいかないでしょうね。舞まい原ばるの本式を着るかどうかはわかりませんが」

「いいねいいね！　あたし♪　も着るからお揃そろいしましょ？」

「……コウ。あなたが去年、『部長』と女じよ装そうで張り合ったのは知っていますが、今年は自じ重ちようしたほうがいいのでは？　話したと思いますが、おそらく今年は、『外部の人間』を招くことになります」

「いやいやいや。だからこそ？　最初にうわお！　と思わせて、こちらのペースをつかまないと」

「むしろこちらのペースが乱されます」

　──すでに打診が来ている。

　文化祭に、招待してくれないか、と。

　世界各国の、裏の機関とでもいうべきところから。

　当然ながら、彼らの本当の目的は高校の文化祭などではないだろう。単純に、公には訪問できないためにいい隠かくれ蓑みのが欲しいというだけ。狙ねらいは舞原家との邪じや魔まの入らない交渉そのもの──断れるところはできうる限り穏おん便びんに断っているが、力関係のしがらみからどうしても断れない相手もあって、たとえばアメリカや日本の政府機関、こうした相手に対しては、もちろん非公式にだが、招待し、とくに日本政府の関係者は、状況によってはコウと会わせることも考えなければならないだろう。

　確証はまだ得られていないが、日本政府の裏機関（通称『別室』と呼ばれている）は、『悪あく魔まのミカタ』──『代行者』ではなく堂どう島じまコウ──の存在を知っているようなことをにおわせている。

　どこまでつかんでいるのか、それともカマをかけているだけか──ことがことだけに、放っておくわけにはいかない。招待しないわけにはいかないだろうし、状況によっては本格的に『話し合い』を行わなければならない。最近みんがコウとイハナにちゃちゃを入れる暇ひまもないほど忙しいのは、急きゆう遽きよ浮かび上がったその問題に時間を取られているところも大きい。

「なんか、おおごとになってきちゃったよな」

「でも、こうなることは予測していたのでしょう？　まぁ、そちらのほうは、父とサクラの遠えん征せいの結果次第なので、いま悩んでもしかたないのですが……」

　いってしまってから後悔するが、もはや出した言葉はどうにもならない。

　コウはポツリ、といった。

「……サク、ちゃん、──文化祭までには、帰るんだよな」

「ええ。間違いなく。帰ってきます、それまでには」

「……あのさ、ハナちゃん」

「ところで、コウ、その──」

　コウの言葉をさえぎって、──話題を探す。

　コウがサクラとの今後について、話し合いたがっているのは知っている。

　だけど自分は話したくない。触ふれたくない。わがままなのはわかっている。現実逃避であることも。だけど──

　他ほかに何か話題はないか？

「……ハナちゃん」

「あの、コウ。ところで──」

　そのとき。

　目覚ましが、鳴り出した。

　睡すい眠みんを打ち破るべく設定されたベルの聞きなれない音に、イハナは思わず身をすくませて時計を見る。

　なお、ここはイハナの部屋だが時計自体はコウが持ち込んだもの。

　もっとも、いつも目覚ましより先にコウが目を覚ますため鳴ったことなどなかったのだが、今日はいつもより時間が早かったため、止めるのを忘れていたらしい。

　ふう、と大きく息を吐はき。

　さて、時間だ、とコウは立ち上がった。

「じゃあ、今日も一日、がんばりましょうかね。ハナちゃん！」

　いいながら、てきばきと椅い子すの上に用意していたジャージを着ていく。

　きっと、本当は話したいのだろうけど、そんな気持ちを表に出さず。

　イハナに準備ができるのを、待ってくれている。

　──気を遣つかって、くれている。

　本当は、コウのほうが大変なのに──

「……コウ」

「ん？」

　すみません、といいかけて。

　──ありがとう、といいかけて──

「……がんばって、ください。……『バイト』」

「まかせて」

　コウは笑って、うなずいた。







　　　　◆







　コウが『バイト』にいくのを見送って、大きくため息、イハナは背中からベッドの上に倒れこんだ。

　自分はコウに甘えている、と自己嫌けん悪おに襲われつつ。

　本当は、コウのほうこそ甘えたいだろうに。

　一見平然としていても──あるいは本人も自覚がないのかもしれないが──コウは現在、『発情状態』のころなど比べものにならないくらい不安定な状態にある。

　──葉は切ぎり洋よう平へいを失ったことと、おそらくは、『ノットＢ』のせいで。

『ノットＢ』が、いまだ逃げ続けているせいで、現在コウの精神は非常にあやういところにあって、にもかかわらず、自分は気を遣つかうどころか遣わせて、助けるどころか混乱させて、不安定さを増大させるようなことを──

「……ひどい女ですね。わたしは」

「まったくです」

　独り言に言葉を返され、イハナは動揺を表に出すまいとしながら身体からだを起こした。

　いつのまにか傍かたわらに立っていたメイドに、諦てい念ねんの息を吐はく。

　基本的に舞まい原ばる家けのメイドは主人に対し畏い敬けいに近い感情を持っているものだが、みんや、このメイドは例外だ。

「……あなたがきたということは、みんは、今日も忙しいのね」

　こくり、とうなずくメイド見習い──レイ。

　不ふ祥しよう事じを起こして正規メイドから外された、舞原家の使用人でありながら、イハナではなく、当主である両親でもなく、サクラだけに絶対の忠誠を誓ちかっている少女。だがそれゆえに使える局面も多く、たとえば先日も、コウの通話を盗とう聴ちようしイハナの部屋に許可なく押し入りたたき起こすなんてこと、普通のメイドにはとてもできなかっただろう。

　あのときは、本当に危ないところだった。

　彼女がいなければ、コウはサクラに別れ話を切り出していただろうから（それをとめるために我ながら信じられないことをしてしまったが）。

　しかも、彼女はみんに命令されたのではなく自発的に動いた、というのだから、確かに得がたい人材ではある。

　──ただ、少しだけ、腑ふに落ちない。

　レイは、起床の用具をベッドの傍かたわらに置くと、深々と頭を下げた。

「湯ゆ浴あみの準備が整いました」

「ありがとう」

　こくり、とうなずき、立ち去ろうとするレイを、イハナは呼び止めた。

「このまえのお礼をまだいっていませんでしたね。重ねてありがとうございます。レイ。おかげで助かりました。本当に、あぶないところだったようです」

「いいえ」

「……ただ、ちょっと不思議なのだけれど、──あなたは、コウのこと、嫌きらいなのではなかったの？」

　少女はメガネの奥で、かすかに目を見開いた。

「私がサクラさまの大切な方を、嫌うはずがありません」

「ええ。だからこそ、あなたは、コウと姉が別れることを望んでいるのではないかと思っていたのだけれども」

「そのようなことを、私が望むはずがありません。サクラさまが望むことこそ、私の望みですから」

　まったく視線をそらすことなく無表情にいってのけたレイに、イハナはそう、と息を吐はく。

　自分も、他人から見たらこう見えるのだろうかと思いつつ。

　似た雰ふん囲い気きのある自分から見ても、無表情、無感情な造ぞう作さくのレイは得体が知れない。タイプ的には自分よりみんに似ているようだが、根本的な部分で違う気もする。もっとも、かつての事件のせいで色メガネをかけて見てしまっているだけで、本当のレイは普通の少女なのかもしれないが。

　少なくとも、彼女のおかげでコウをとめられたのは、事実。

　──信頼はできないが、そういう部分では頼ってもいいのかもしれない。

「それでは、──レイ。これからも、コウのことをよろしくお願いします。……サクラのためにも」

「もちろんです」

「あなたはきっと、みんから事情を知らされているのでしょうけど、コウはいま、とても不安定な状態にあって、だから、注意を──」

「私は自分の仕事を心得ています」

「……そう。なら、いいわ。ごめんなさい。もう」

　が、レイの言葉は続いた。

「堂どう島じまコウは、いま、不安定な状態にある。なぜなら、彼が信じていたものが、壊こわれてしまったから。……冬ふゆ月つき日ひ奈なのためならなんでもできる、死ぬことだって恐れない、という信念が、うそかもしれない、そう思いこんでいただけかもしれない──その可能性を、『ノットＢ』という存在が示しているから。だから、堂どう島じまコウはいま不安定。

　そんな彼に必要なのは──」

「……必要なのは？」

　突然仮面のような表情が崩くずれ、レイはふわりと笑って、いった。




「──止とどめを刺すこと」




「堂島コウの、いまだに残っているプライドを、彼の子供のように純粋な部分を、粉々に、完かん膚ぷなきまでに打ち砕き、地面に振り撒まき踏みつける。──そうして彼は、はじめて──」

「……あなた、本当はコウのこと、嫌きらいでしょう？」

　少女はきょとんとして。

　すぐに無表情になる。

「お言葉ですが、イハナさま。ではイハナさまは堂島コウのこと、本当は、お嫌いですか」

「どういう意味です？　そんなこと」




「──だってイハナさまも、それを望んでいるでしょう」




　固まってしまったイハナに、レイはふんわり微笑ほほえみかけた。

「ご安心を。私は分を弁わきまえています。堂島コウは最上の『ご馳ち走そう』、私ごときが余計な手を加えることはいたしません。

　サクラさまとイハナさま、おふたりの、なさりたいまま、に」

　失礼します、と深々と一礼すると、レイはそのまま退出していった。

　イハナは、引き止められなかった。

　凍こおりついたその口からは、否定も肯定の言葉も、出なかった。







＋＋＋＋＋







　レイは、みんから見てもとても変わっていると思う。

　とくに嫌ってはいないが──むしろ相通じるものを感じているが、ただ、みん自身は思っている。自分とレイとでは、根本的な部分が違っていると。

　確かに、お互いに仕えることを至し上じようとしているかもしれない。

　が、人に仕えている自分に対し、レイは、いわば観念に仕えているようなものだから。

　たとえば自分なら、イハナが舞まい原ばる家けから追放されて落ちぶれていったとしても、喜んでイハナについていくだろう。イハナとともに糊こ口こうをしのぎ、なんなら身体からだを売っちゃったりして──それは、もちろんそういうシチュエーションとか大好きだ！　という性せい癖へきもあるが、やはり自分は舞まい原ばる家けではなく舞原イハナのメイドだ、という確固たる思いがあるからだ。『ザ・ワン』事件のおかげであらためてそれを自覚でき、イハナに告げられとても幸せを感じられたほどに。

　しかし、レイは違う。

　レイがサクラに仕えるのは、サクラがレイの理想そのものだからであり、もしもサクラが普通の凡ぼん人じんだったりしたら、レイはあっさり見限るだろう。そして、別の主人を探すだろう。自分にふさわしい主人を（もちろんこんなのただのたとえで、雇やとわれ人がそうそう主を替えたりできるはずもないが）。

　はっきりいってしまえば、レイはサクラではなく、自分の理想に仕えているのだ。

　──少なくとも、最初はそうだったのだろう。

　レイにとっての不幸は──あるいは幸せは。

　サクラが凡人どころか、レイが思い描ける理想以上の存在だったということ。

　気がつくと、理想に近いのがサクラなのではなく、サクラそのものが理想になるほどに。

　本当は食べたかったのが、気がつくと、食べられたいと願うようになるほどに──







＋＋＋＋＋







「みんさんは、いったい、どうして『ノットＢ』は、姿を見せないのだと思います？」

「そうですねえ。状況的に考えて、やはり一番可能性が高いのは、どこかの組織に拉ら致ちられて姿を見せられない、でしょうか」

　小鳥遊たかなし無む玄げんの質問に、みんは顔を上げず、資料室に持ち込んだノートパソコンのディスプレイを見つめたまま、答えた。

　もっとも、無玄からは見えない角度で開かれているそのディスプレイの片かた隅すみには、セキュリティカメラを経由しとらえた無玄の顔が映し出されている。

　その顔をじっと観察しながら、みんは、自分が感じている奇き妙みような違和の正体を探り出そうとしていた。

　──なんだろう？　この違和感は。

　無玄の顔が、何かおかしい。

　眼帯の上からメガネをかけている顔は（まぁそれもおかしいといえばおかしいのだが）見慣れたものでいつもと何も変わらないのに、なぜか、どこかに違和がある。ちょっと髪かみを短くしたとか、髭ひげの剃そり残しがある、鼻毛が出ている、みたいな、そんな些さ細さいなことかもしれないのだが、相手が小鳥遊たかなし無む玄げんだと、どうも、気になる──

　そんな内心をおくびにも出さず、『別室』についての調査資料をまとめているふりをして（ふりではなく実際まとめているのだが）、キーボードを打ちながらみんは言葉を続けた。

「あなたのプロファイリングだと、『ノットＢ』──いえ、コウさまなら十じつ中ちゆう八はつ九く、逃亡ではなく姿を見せることを選ぶはずなのですよね？」

「ええ。堂どう島じまくんは、──悲しい話ですけれど、破滅願望に近いものを持っている。火か中ちゆうの栗くりを拾うことをむしろ望んでいくような。ならばこの状況で躊ちゆう躇ちよすることはまず、ない。死ぬ、ことまでは考えていなくても、冬ふゆ月つき日ひ奈なのためなら彼は喜んで姿を現すはずなんですが──まぁ、素人しろうとカウンセラーの意見ですけどね？」

「ご謙けん遜そんを。神しん官かんさん」

　みんも、それには同意見。

　確かに、どうすれば分割されたエネルギーをひとつにできるかわからない以上、そのエネルギーを分けて持つことになったコウ・コピーが姿を現すのは危険だと考えるのは当然かもしれない。だが、冬月日奈のためなら危険を恐れるコウではなく、むしろ喜んで危険に飛び込んでいきそうで、そもそも、舞まい原ばる家けにとって『ノットＢ』は敵てきでもなんでもないのだ。危険など何もない。感情的になっているオリジナルはともかく、冷静になって考えれば、コウのコピーならわかるはず。逃げる必要などないことは。

　自分の目的について考えるなら、お互いに協力するのが、一番。

　なのに、なぜ、『ノットＢ』は出てこない？

「いまだに痕こん跡せき一つつかめておらず、そしてコウさまに都市潜せん伏ぷくのスキルがないことを考えると、やはり、どこかの組織に拉ら致ちされた可能性は捨てられませんね」

「そうだとしても、まだ和わ歌か丘おかのどこかにいるとは思いますけどね。みんさん。舞原家にまったく見つからず日ひ炉ろ理り坂ざかを抜け出すなんてこと、できますか？」

「《知恵の実み》の力なら、あるいは」

「……それは、確かに。どんな監視システムも、そこまでは想定していませんし」

　沈黙。

　キーボードを打つ音だけが、暗い資料室内に響く。

　はぁ、と大きくため息をつき、無玄の顔から違和感の正体を見つけ出すことを中断すると、みんはうん、と背筋を伸ばした。

　メガネをずらして目と目の間を揉もみ解ほぐしつつ、癒いやしを求め、イハナとコウ、できたばかりのカップルに思いを巡めぐらし頰ほおをゆるめる。考えるだけでにやけてしまう。──ああ、いまが一番おもしろいときなのだろうに、ちょっかいを出す暇ひまのない自分の職務がうらめしい──

　なんでも時間がある限り、いつも一緒にいるのだとか。

　夜も、ずっと一緒に寝ているのだとか。もっともただ寝ているだけらしく、ええ？　好きあっている男と女がそんなバカな？　とも思うが、学校もあるし、恥ずかしがり屋のイハナさまとええかっこしいのコウならそれもありうるかもしれない。どうせ平日だけの話だろうけど。

　最初の二日はすでに伝説。

　──堂どう島じまコウ。

　実は、『ノットＢ』が姿を消したとき、みんはけっこう楽観視していた。相手がコウのコピーだというなら、時間が経たって冷静に考えられるようになったらすぐに姿を見せるだろうと。何しろコウのコピーなのだから。

　だが、いまだに影も形も見せない。

　接せつ触しよくしてくる気配もない。

　日ひ奈な復活のためには協力するのが一番なのに、にもかかわらず現れない、自分のコピー──

　──そのことで、コウはかなり不安定になっている。

　自分の信じていたものを、揺らがされ、自分自身に裏切られ──

「どうかしましたか？　みんさん。うれしそうな顔をして」

「あら。すみません。ちょっと、イハナさまとコウさまのことを考えていました」

　──まったく、イハナ以外の人間に、自分がこれほど興味を抱いだくようになるなんて。

　はたしてコウは、ここで潰つぶれてしまうのか。それとも──

「──二人の行く末が、楽しみで仕方ありませんわ」

「ああ。長かったですからねえ。ようやくあの二人も……」

　そういえば、と無む玄げんは頭を下げた。

「すいません。せっかく付き合うようになったのに、うちの娘むすめがちょっかいを出しているそうで、──まったく、なんの約束をしたのか知りませんが、あいつも何を考えているのやら」

「あら。むしろ喜ぶべきじゃありません？　恕じよ宇うさまも、男の子に興味を持てたということでしょう？　視野が広がるのはいいことですわ？」

「……はは。父親としては、喜んでいいのか悲しむべきか──」

　父親、か。

　みんは唇くちびるの端はしを曲げ、無玄と恕宇の関係を思った。

　一人の女性だけを愛し、ゆえに生しよう涯がい独身を貫くと決め、実の娘を養子として登録している無玄と、おそらくそのことを知っているであろう恕宇。

　二人の間にある関係は、余人には計り知れない。

　小鳥遊たかなし無玄という男は、決して、見かけほど軽い男ではない。

　……眼帯の上にメガネという奇き天て烈れつは、ある意味体たいを表しているが。







　　　　◆







　──さすがの無む玄げんも集中力が切れたのだろう、とんとんと肩かたをたたいて首を回しだしたころを見計らい、みんはかちゃかちゃとキーボードを鳴らしつつ、いった。

「ところで無玄さま。先ほどの話の続きですが、拘こう束そくされているわけでもなく、コウ・コピーさまが自主的に出てこないのだとしたら、どんな理由が考えられます？」

「自主的に、ですか？」

「ええ。自分の意思で。──冬ふゆ月ゆき日ひ奈なを至し上じようとしているコウさまが、コピーとはいえ、なぜ、日奈さま復活に協力しようとしないのか？　──心理学のプロとして、何か思い当たりません？」

　いえいえいえ、プロだなんて、といいつつも、そうですねぇ、と考え込んだ無玄を、みんはディスプレイでモニターし続ける。

　無玄は首を振り、ふう、と息を吐はいた。

「……やっぱり、月並みですが、同属嫌けん悪お？　自分と同じ存在に対する嫌悪感……しかしあのクレバーなコウくんが、そんな感情に負けるとはとても思えませんが」

「コウさまは、コピーに対してかなり感情的になっているようですけれど？」

「そちらは同属嫌悪の前に、『ノットＢ』が姿を現さないことが前提にあります。堂どう島じまくんからしてみれば、冬月嬢じようの復活に力を貸さない自分など絶対認められないでしょうから。とはいえ、他ほかの理由となると、……いや、情けないですが、皆かい目もく見当がつきません」

　すいません、と肩かたをすくめた無玄に、くっきりとした声がかけられる。

「発言してもよろしいですか」

　うわ？　とのけぞり声のした方向を見た無玄に、みんはおかしく思った。

　演技ではなく動揺しているようだ。

　どうやら本当に、レイがいたのに気づいていなかったらしい。あるいは知っていてなお驚いたのか。レイがいるのはわかっていたのに驚いてしまった自分にも苦笑しつつ、みんはうなずいた。

「なんです？　レイ」

　レイは起立し、続けた。

「『ノットＢ』が隠かくれ続けている理由なのですが、──《レフトアーム＝スピーキング》が関係している、ということは考えられないでしょうか」

　顔を上げるみんと無玄。

「《レフトアーム＝スピーキング》が、ですか？」

「ほほう。レイ、さん。それはまた、どういうふうに？」

《レフトアーム＝スピーキング》。

《グレイテストオリオン》とともに真ま嶋じま綾あやに取りつき、その後は、葉は切ぎり洋よう平へいに取りついて舞まい原ばる家けを大混乱に陥おとしいれた《廃ロ棄ス品ト》。確認は取れていないが、『ノットＢ』を乗せて和わ歌か丘おかまで運んだタクシー運転手の証言で、《レフトアーム＝スピーキング》は現在も『ノットＢ』に取りついていると考えられている。

　みんと無む玄げんの視線を受けて、レイ、と呼ばれた正規でないメイド見習いの恰かつ好こうをした少女はメガネをくい、と持ち上げた。

「堂どう島じまコウは、過去、妹の堂島亜あ鳥とりが行方ゆくえ不明になった事件のせいで、もともと舞原家を嫌きらっていました。……事件はいまだ解決されていませんが、堂島コウがそれをよしとせずいまだに調べていることは、周知の事実です。……もう舞原家を疑ってはいないようですが、事件自体の解明は、諦あきらめていません」

　うなずく無玄。

「ええ。……それで？」

「舞原家に敵てき愾がい心しんがあって当然なのに、それでも堂島コウが舞原家と協力できたのは、彼が過去の、当時の記き憶おくを失っているから、実感がなかったからでしょう。

　……ですが、もしも、当時の記憶が戻ったとしたら。

　土と岐き梓あずさ弓ゆみは《レフトアーム＝スピーキング》を使って、失われていた記憶を蘇よみがえらせました。なら、同じく堂島コウのコピーが記憶の復活を望んでも、何の不思議もないでしょう。そして、それが姿を見せない理由になるということも」

　無玄は、──少なくとも表面上は、動揺した様子はなかった。

　なるほど、といって腕うでを組んだだけ。

　そんな無玄をモニターで見つつ、みんはたずねる。

「つまり、あなたはこういいたいのですか？　レイ。コウさまのコピーが姿を見せないのは、《レフトアーム＝スピーキング》によって失った記憶を取り戻したからだと？　そしてその結果、舞原家の『何か』を知って、オリジナルのコウさまではなく、舞原家のほうを警戒しているからだと？」

　レイは首を振った。

「何を警戒しているかまでは、わかりません。私はただ、可能性の話をしているだけです。《レフトアーム＝スピーキング》の力によって、堂島コウのコピーは失われていた記憶を取り戻したのかもしれない、そして、その記憶の中の何かが、コピーを隠かくれ続けさせているのかもしれない──そういう可能性は、ないでしょうか」

　失礼しました、そういって、少女は着席した。

　みんは、ディスプレイから顔を上げ、無玄を見る。

　視線が合い、無玄はおもむろに、口を開いた。

「……もしもそうだとしたら、ことは違ってきますな。『ノットＢ』が何を知ったのか、──何かを思い出し、そのために舞まい原ばる家けを信用できなくなっているとするなら、──下へ手たすればいまの堂どう島じまくんと舞原家の関係もまた、変わってくるかもしれない」

「堂島亜あ鳥とりの失しつ踪そうに舞原家は関与していない、そのことは、自分で調べてコウさまも納得しています」

「だとしても、事件が舞原家の敷地内で起きたことは間違いなく、失われた記き憶おくのなかに『ノットＢ』が姿を現すことを躊ちゆう躇ちよするような何かがあるとするなら──

　ところで、レイ、さん。そのことは、あなたが自分で思いついたのですか？」

「はい」

「ちなみに、堂島くんはそのことを？」

「さぁ。私も、いま、ここで口にしたのがはじめてです」

　そうですか、と無む玄げんはあらためてみんに視線を戻す。

「みんさん、実をいえば、私、情けないことですが、《レフトアーム＝スピーキング》で記憶を取り戻したかもしれない、という可能性、──いまレイさんから聞くまで思いつきもしなかったのですが、……あなたはどうです？」

「……私も、考え付きませんでした」

「ならば、堂島くんはどうでしょう？　《レフトアーム＝スピーキング》を使えば失われた記憶が蘇よみがえるかもしれないと、──彼は思いつきますかな？」

「どうでしょう。いまのコウさまにはとても、そんな余よ裕ゆうは──」

「なら、『ノットＢ』は？　彼はもっと余裕がないと思いますが？」

「……」

「コピー、つまり同じ思考をする存在であるなら、堂島くんが思いつかないようなことを『ノットＢ』が簡単に思いつくとは思えません。逆に、堂島くんがあっさり思いつくなら、『ノットＢ』も思いついている可能性はありますが──

　とにかく、このことは、堂島くんが自分で思いつくまでは、彼には秘密にしていたほうがいいかもしれません。そのほうが、『ノットＢ』の思考をたどりやすい」

「ええ。比較対照のために」

「それに、土と岐き梓あずさ弓ゆみの証言もあります。確か《レフトアーム＝スピーキング》がみずから語っていたとか。記憶の復元は、エネルギーが潤じゆん沢たくだからこそできる芸当だ、と。《グレイテストオリオン》のエネルギーが消えたいま、はたして《レフトアーム＝スピーキング》にそれが可能でしょうか？　《知恵の実み》と違いエネルギーの供給がない、《廃はい棄き品》である《レフトアーム＝スピーキング》にとって、下手にエネルギーを消費するようなことはみずからの消滅につながるでしょうし」

「──つまり、コウ・コピーさまが思いついている可能性は低く、たとえ思いついていたとしても、いまの《レフトアーム＝スピーキング》にそれができるとは思えない、よって記き憶おくを取り戻していて、そのため姿を現さない、という可能性は限りなく低い、と？」

　ふう、と、無む玄げんは大きくため息をついた。

「ええ……といいたいところですが、『ノットＢ』が自主的に姿を現さない理由としては、それなりに説得力があるのも確かです。いまはとにかく、何かを断言するには情報が足りない。そもそも彼は自由でいるのか、それとも拘こう束そくされているのか──」

　沈黙。

　どちらにせよ、とみんは、つぶやくように、しかしはっきり聞かせる声で、いった。

「──コウ・コピーさまの協力は、やはり必要ということですね。日ひ奈なさまの復活はもちろん、コウさまとイハナさまのために、──過去の事件の真相を知り、後こう顧この憂うれいを断つためにも、《レフトアーム＝スピーキング》の力が」

「過去を掘り返すことで、藪やぶからヘビを出すことになるかもしれませんよ？」

　皮肉っぽい無む玄げんの台詞せりふに、いいえ、とみんは首を振る。

「過去に何があったにせよ、これだけは断言できますわ？　イハナさまは、事件には絶対、関与していません。『現在』の舞まい原ばる家けは、無関係。何があったにせよ、それは『過去』の舞原家が負うべき責、いまのイハナさまが責められるようなことではなく、それがわからないようなコウさまではありません」

「…………なるほど」

「ならば、……そう、膿うみがあるなら早めに出すにこしたことはありません。そうでしょう？

　とにかく、『ノットＢ』は、たとえ事故でも殺させるわけにはいきません。コウさまがなんといおうとも、スタッフには、そのことを徹底しておいてくださいませ」

「──ええ。わかりました」







　　　　◆







　無玄の退出を確認し、みんは、ふう、と息を吐はいた。

　レイが立ち上がり、寄ってくる。

「あれでよかったでしょうか」

「ええ。上出来よ、レイ」

「では」

「わかってます。夜まで待ちなさい。レイ。サクラさまと話す時間はちゃんとつくってあげるから」

　つられてしまいそうなほど幸せそうな笑顔を浮かべて自分の席へ戻っていくレイに、唇くちびるを斜めにしつつ、みんは無玄の様子について思い返した。

　レイの発言は、みんがレイに言わせたことだ。無む玄げんの反応を横から観察するために。

　もっともさすがというか、無玄の反応に、怪しい、と断言できるようなところはなかったが──

（──やはり、今後の反応を見るしかないか？）

　もとから、無玄のことを全面的に信用していたわけではない。

　ただ、無玄は優秀で、頼らざるを得なかった、というのが本音。

　もっとも、本気で警戒していたか、といわれると、そういうわけでもなかった。

　無玄が内に抱いだいているであろう舞まい原ばる家けへの鬱うつ屈くつは、『現在』ではなく『過去』の舞原家に向けられていると思っていたから。

　それは、いまから三十年ほど前のこと。

　無玄の恋は、無理やりに、終わらせられた。

　まだ小鳥遊たかなし姓せいではなかった無玄から恋人を奪い、無玄の親友でもあった当時のスタッフ・トップにあてがったのは、イハナの祖そ母ぼ、先代の舞原当主、舞原岩いわ魚な。

　当時のスタッフ・トップに家柄を与えるためだけに、無玄と、彼の許嫁いいなずけは引き離された。

　行ったのは先代であり、当代であるイハナたちの両親もそれを止めることはなく、だからこそ、イハナが自分の親に対して『反逆』したとき、無玄は大人おとなでありながら当代ではなくイハナの味方をしたのだと、自分もイハナも、だれもがそう思ったし、それもあながち間違いではなかっただろう。

　だが。

　キーボードを打ち、リストから二つの人物ファイルを呼び出す。

　安あ県がた正まさ人ひと。

　来くる栖す美み楚そ乃の。

　去年学校で起きた事件が生徒に及ぼす影響を考こう慮りよして、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の教頭桐きり子こ武たけ光みつが外部から雇やとった日炉理坂高校専属のカウンセラー。

　経歴もしっかりしていて、また桐子武光の紹しよう介かいでもあったため、当初は見過ごされていたのだが──

　かつて『夕日を連れた男』に襲われた真ま嶋じま綾あやの話によると、綾を襲ったのは男女の二人組であったという。

『ザ・ワン』も『二人組』に心当たりがあったところから、『二人組』は外部の人間である可能性が高い。

『魔ま法ほうカメラ』事件以降日炉理坂にやってきた『外部の人間』のなかで、その条件にもっとも近いのが、この二人。

　ひそかに監視をつけたが、いまのところ怪しい動きはしていない。綾が襲われたときも、街で買い物をしていたというアリバイがあった。綾が負わせたという矢による傷もなかった。とはいえ『夕日を連れた男』が《知恵の実み》を操る存在である以上、常識では判断できない。

（まったく、『ザ・ワン』がきちんと約束を守ってくれていれば──）

　ただ。

　この二人について調べていくうちに、──ひとつ、奇き妙みような点が浮かび上がった。

　一学期、コウのカウンセリングを行った安あ県がた正まさ人ひとが、なぜか、コウが以前にかかったカウンセラーについて問い合わせていたのだ。

　確かに、コウは安県正人以前にも、カウンセリングを受けている。

　九年ほど前──亜あ鳥とりの事件後、他ほかならぬイハナの要よう請せいで。

　しかしそれは様々な事情から記録には残されておらず、知る者も、ほとんどいない。

　数え上げるなら、自分と、イハナと、いん、──コウは覚えていないだろうしジィはわかっていないだろう、恕じよ宇うも知らないかもしれない──、そして、恕宇の父親、カウンセリングを行った本人、小鳥遊たかなし無む玄げん。

　このなかのだれもが、口外するはずがない。

　ならばなぜ、記録には残っていないはずなのに、安県正人はコウがカウンセリングを受けていることを知ったのか。

　そしてなぜ、カウンセリングを行った相手を知ろうとしたのか。

　どういう状況なら、患かん者じやを調べた医者が自分以前の医者について知ろうとするか？　たとえば、治療の痕こん跡せきを見つけ、さらに、それに疑問を持ったなら？　つまりコウには、カウンセラーが以前カウンセリングを受けていた、ということがわかるような、さらにはそれに疑問を持つような『何か』があるということなのか？

　このことは、コウはもちろんイハナにも知らせず自分のところで伏せている。

『当代』、『次代』、両舞まい原ばる家けにおいて重要なポストにある無玄に知られないように。

　いまはまだ、無玄の助けが必要だから。

　だが、もしも、無玄がコウに『何か』をしているとするなら。

　コウの記き憶おくがないことに、無玄が関与しているのなら──

「メイド長、他ほかに何か、ありますか」

　レイに呼びかけられて、みんは思考の海から復帰した。

　無意識にメガネを持ち上げて、いつの間にか目前に立っていたレイに、いいえ、と首を振ってみせる。

　うなずき、きびすを返したレイに。

　みんはふと、声をかけた。

「……ところで、レイ、ひとつ、聞きたいのですけど」

「なんですか」

「今日の無玄さまの顔、……どこかおかしくありませんでした？」

　レイは、しばらく考えていた。

　やがて、いつもの無表情を崩くずし、満面の笑みを浮かべて応こたえた。

「あのひと、メガネが似合っていません」

　メガネ？

　──ああ！

　いかにもどうでもよさそうなことだが、腑ふに落ちてしまったか、そういえば、とたちまち合点してしまう。おかしい、というわけではないが、確かにそうだ。無む玄げんはメガネが似合っていない。余計なお世話だろうけれど、眼帯の上からかけているせいか、そもそもセンスがないのか、全然、まったく、似合っていない──

「そうね。本当にそう。ありが──」

　すでにレイはいなかった。

　拍ひよう子し抜けして、理解の喜びも消え、ため息をつき、部屋をロックすると、みんはメガネを外してレンズを拭ふき出した。

　なるほど、と思いつつ。

　この違和感は、メガネのせいだったのか。無玄の顔にメガネが似合ってなかったからか。つまらないことに悩んだものだが、これでようやく納得できた。もう解決。ならばあとは、考えるべきことは──

　レンズを拭きながら、ひとりごちる。

「無玄さま。あなたはいったい、何を考えているのですか？　……小鳥遊たかなしを継いだあなたなら、だれよりもよく知っているはずなのに。舞まい原ばる家けは絶対に、滅ぼせないということは」

　たとえ、代替わりさせることはできても、滅ぼすことなどできはしない。それは《知恵の実み》の力を借りようが、世界の列強にどれだけ迫られようが変わらない。もちろん代替わりだってさせるわけにはいかなくて──当代は健在だが実質いまはイハナの代──だからこうしてがんばっているのだが。

　代替わりだって無理かもしれない。サクラが生まれたいまの代なら。

　何しろ、──サクラ、なのだから。

　なのに、無玄は、いったい何を考えているのか──

「──とりあえず、コウ・コピーさまへの出方、ですね」

　コウのコピーが、なぜ姿を見せないのかはわからない。

　どこかの組織に拉ら致ちされたか、レイにいわせてみたように、本当に記き憶おくが戻っているのか。コウが思いつかないからってコピーもそうとは限らない。もっともそれはどうでもいい。無玄にもいったが、イハナが潔白なのは間違いないから。

　ただ、コウの記憶が戻ることを、無玄がよしとしないなら──

「もしもあなたが、コウ・コピーさまを捕ほ獲かくではなく、殺そうとしたなら、──何を企たくらんでいるにせよ、それは現在進行形、ということですね？」

　そのときは──

　せめて祈いのろう、なぜかほとんど学校にも行かず、血ち眼まなこになってコウのコピーを探している小鳥遊たかなし恕じよ宇うが、父親とは何も関係ないことを。

　ふう、とため息をつくと、みんはメガネをあらためてかけ、資料室をあとにした。

　やるべき仕事は、山ほどある。







＋＋＋＋＋







　人は常に確固たる信念を持てるわけではなく、重大な決断を主義主張とは関係なくタイミングで決めてしまうことだってある。だってしかたないのだ、完かん璧ぺきな人間なんて存在するはずないのだから。

　だから認めなければならないな、と小鳥遊恕宇は自省する。

　自分は確固たる思いがあったから日ひ奈な復活を反対したわけではなく、ぶっちゃけると、堂どう島じまコウが先にそちらを選んだから、それに対抗するように反対の立場を選んでしまっただけなのだ、ということを。

　もちろん、コウに張り合いたかった『だけ』ではなく、生前の日奈の意思を知ってはいたのもあるけれど。

　だが、好きな人を生き返らせるか諦あきらめるか、なんてこと、すぐに決められるはずがない。

　認めなければならないだろう、いつの間にか自分が『こちら』にいるのは、コウが先に『復活』の立場に立ったからだと。だから自分は、それを反対する側になった。もしも自分が先に決断できていれば──《知恵の実み》なんてものを知らなかったのにそんな決断ができるはずもないが──、自分こそ、だれがなんといおうとも冬ふゆ月つき日奈の復活を目指していたかもしれない。下へ手たすればコウ以上にモラルの足りない自分だから。

　勘かん違ちがいはして欲しくないが、たとえタイミングで決めてしまったとしても、いまの自分に迷いはない。

　日奈を生き返らせる、なんて、間違っている、と断言できる。

（当然ながら、先せん輩ぱいの中の『人格』については別だ。本物、偽にせ物もの、関係なく、そちらのほうは、すでに『生きて』いるのだから）

　日奈を本当に想うなら、生き返らせるべきではない。

　ただ、認めなければならないことも確かだろう。

　自分の中にはどうしても、コウと張り合いたいという思いがある。

　あいつに勝ちたい、という気持ち。

　きっと、子供のころから想っていた日奈を奪われたことに起因する気持ちであるのだろう。だから、と恕じよ宇うは思う。どうしても、自分はコウを無視できないのだと。無視させたくないのだと。そして、だからこそ、コウに「イハナと付き合うことにした」と報告されたとき、胸にうずきが走ったのだろう。張り合う気持ちがあるからこそ、コウに、どんどん先に行かれているような気がして。

　置いていかれたような気がして。

　きっと、それだけのこと。







＋＋＋＋＋







「そこの車！　停まれ！」

　目指していた車両を見つけると、小鳥遊たかなし恕宇はスクーターを走らせ大きく回りこみ、相手の正面に飛び出した。

　道路を向かってくるのは、タクシー、に偽ぎ装そうされた、舞まい原ばる家けの輸送車両。

　専用のリムジンを使用していないことにあざとさを覚え、胸の怒りが倍加する。
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　タクシーは、停まらず走ってくる。まさか私をはねるつもりか？　それならそれでちょうどいい、処分を下す理由になる。恕宇はボンネットの上で受身が取れるよう、スクーターから離れて待ち構えた。が。

　偽ぎ装そうタクシーは、寸前でブレーキの音を立て、停止した。

　ばん、とドアが開く音が聞こえ、中年の男が降りてくる。

「こら！　きみ、危ないじゃ──おや？　恕じよ宇うくん？」

「……なれなれしく呼ぶな。健けん三ざぶ郎ろう」

　車から降りてきたのは、日ひ奈なの父親、冬ふゆ月つき健三郎。

　出しゆつ自じはスタッフ──純粋な日本人ではない。舞まい原ばる家け実働部の特殊作戦課にて頭角を顕あらわし、あっという間にスタッフのトップまで上り詰めた。隊を辞してからは日ひ炉ろ理り坂ざかの名家、四し季き老ろう家けの筆頭である冬月家に婿むこ入りし、世界を回ってスタッフを育成しつつ日炉理坂の世界に対する非公式性を活いかして軍需産業に手を染めた。

　当時、さまざまな地域で起きていた紛ふん争そうのそのほとんどに、彼の影が落ちている。

　この男一人の手によって、日炉理坂の経済が大きく成長したのは間違いない。

　イハナとサクラの起こした『革命』によって、『逮たい捕ほ』にまでは到らなかったが舞原家執しつ務むからの引退を余よ儀ぎなくされた。が、『ザ・ワン』事件による国連の日炉理坂介かい入にゆうを防ぐため、その人脈と情報収集力を買われて表舞台に復帰することになった。当代の懐ふところ刀がたなでもあり、いまでも舞原家で影響力の大きい怪物的存在。

　一見するとさえない中年サラリーマンのような風ふう貌ぼうをした男は、親指と人差し指でメガネのレンズを挟はさんでくいと持ち上げると、ため息をついた。

「いったい、いきなりどうしたのかな？　……小鳥遊たかなし、くん」

　恕宇は、車の来た方角を一いち瞥べつし、健三郎をにらみつけた。

「それはこちらの台詞せりふだ。きさま、こんな朝から、先せん輩ぱいの家に何の用だ？　それもご丁てい寧ねいに、両親のいないときを見計らい！」

「それは誤解だ。別に見計らったわけではないよ。わかるわけがないだろう？　私に彼女のご両親が不在だ、なんてこと」

　どうだか、と恕宇はせせら笑う。

　この男のことだから、下調べぐらいしているはず。あるいは、何か手を回したのかもしれない──証しよう拠こは残していないだろうが。どちらにせよ、追及はできない。恕宇自身、知らせを受けて急いで駆かけつけてきただけで、事態を把は握あくできてはいないから。

　先輩が一人きりのときに、この男が訪ねていった、わかっているのは、それだけ。

「答えろ。先輩に何の用があった？　何を話した？　目的はなんだ？」

「いや、だから、ただ先日のお礼にうかがったまでで……わかったわかった。気持ちはわかるがそんなににらまないでくれ。正直に、いおう。

　堂どう島じまコウ、くん、のことだよ」

　──堂島コウ？

　レンズ越しでもいささかも減じぬ恕宇の強い視線に、健三郎はふところからハンカチを出して額ひたいを拭ぬぐう。あたふたと。恕じよ宇うににらまれそわそわし、視線を合わせようとせず──こうした姿を見ていると、この男がいまだ年長のスタッフたちにカリスマ的な支配力を持つ舞まい原ばる家けの重じゆう鎮ちんであるとはとても思えない。実際のところ、恕宇は上にへつらい下に威い張ばり散らすことしかできないロクデナシ、引退後の健けん三ざぶ郎ろうしか見たことがない。

　だが、あの無む玄げんが、この男を慎しん重ちようすぎるほどに警戒しているのだ。

　見かけにだまされるわけにはいかない。

「コウのこと、だと？」

「ああ。はっきりいってしまおう。いま、舞原家では、堂どう島じまくんを中心に、何か、が動いている。そうだろう？」

「余計なことに、首を突っ込むな」

「……もちろん、現在の舞原家に、二元体制に文句はない。舞原家はもう、サクラ姫ひめとイハナ姫の、新たな才能のものだ。我々大人おとなは、きみたちがきみたちの時代をつくる、その手助けをしているだけ。大人として当然やるべきことをしているだけにすぎない。邪じや魔まをする気はない。

　──だが、娘むすめのことは、別だ」

　言葉を切り、健三郎はあらためてメガネの位置を調整すると、恕宇を見つめた。

「──堂島くんは、私の娘のために、何かをやろうとしているのではないかね？」

　苦にが々にがしい思いが胸にわきあがり、恕宇は吐はき捨てる。

「いまさら何が『私の娘』だ」

　そうだな、と健三郎は笑った。

「……確かに、きみも知っているように、私はいい父親ではなかった。いや、最悪の親だった。いまでは思うよ。日ひ奈なに裏切られ、引退に追い込まれたのも、当然の報いだった、と。何しろ私は、──日奈が死んだときも、それほど悲しく思わなかったんだから。だから、きみに、きみたちに、蛇だ蝎かつのごとく思われるのもしかたない」

　ただ、と男は、視線を外す。

「失って、ようやくわかるものもある。……本当に、いまさらだが」

　それで？　と恕宇は冷たくはねつけた。

「それがいったいコウと、先せん輩ぱいと、どう関係する？」

「そうだね。できれば、堂島くんが何をしているのか、知りたいと思う。もしも娘のために何かをしているのなら、手伝いたい。……罪滅ぼし、とはいわないが、何かしたいんだ。娘のために、──だがそれは、いいんだ。しかたない。頼んでどうなるものでもないだろうし、頼む資格もないだろうから。

　いまは、ただ、堂島くんのことが知りたい。

　娘が恋したという彼が、いったいどういう少年なのか、──いまさらながら、何も知らないことに気づいてね」

　よく考えると私は、日ひ奈なの、食べ物の好みすら知らないんだ、と健けん三ざぶ郎ろうは微笑ほほえんだ。

　悲しげに。

　それを見て、恕じよ宇うの心は冷えていく。

「ただ、きみも知っての通り、私は嫌きらわれているからね。きみにも、舞まい原ばる家けの姫ひめにも、──さすがに堂どう島じまくんと面と向かって話せるほどの度胸はない。だから、と思ったのさ。一般人の真ま嶋じまさんなら、私のことも知らないだろうし、堂島くんについて話をしてくれるかもしれないと。大の大人おとなが臆おく病びような、と思うかもしれないが……」

　それに、と付け加える。

「真嶋さんは、……どこか、日奈を思い出させてね。まるで、娘むすめと話しているような、……われながら、度しがたい、と思うけれども」

　一気に年を取ったかのような、弱々しい雰ふん囲い気きの健三郎。

　無む玄げんと二、三違うくらいの年ねん齢れいのはずだが、ずっと年老いて見える。

　恕宇は大きく呼吸した。

　自分よりも背の低い健三郎を見下ろして、真剣な表情を崩くずさず、告げる。

「コウの話を聞きたくて、先せん輩ぱいの家に行った。か。さすがに筋は通っているな。──というよりも、虚きよ偽ぎを判断するための材料がない。だから私は結局、ただ、こういうしかない。

　そんなことはどうでもいい。

　──二度と、真嶋綾あやに、近づくな」

「……私は、ただ」

「おまえがどう考えようが、理にかなっていようが知ったことか。そもそもおまえもこれまで、こういう流りゆう儀ぎで押し通してきたはずだろう？　ならば、そうだ、いまさらだ。二度と、先輩に、近づくな。──いいな？」

「…………そうだな。自じ業ごう自じ得とく、だな。わかってほしい、信じてほしいとは、いえない」

　かすかに、肩かたを落とすと。

　健三郎は頭を下げ、きびすを返し、タクシーに向かって歩き出した。

　返事を得られていないことに、恕宇は思わず呼び止めかけるが思い直す。これは挑ちよう発はつかもしれない。なんの準備もなく対決するのは危険だ。油断するなとはそういうことだ。今日はとにかく、釘くぎを刺した、それだけで満足しておいたほうがいい。

　無玄が恐れる男を、甘く見てはいけない。

　タクシーのドアに手をかけたところで、ああそうだ、と健三郎が振り返った。

「ご両親がいないときに、長居してはいけない、と思ったので、すぐにお暇いとましたが、少しだけ、堂島くんの話を聞けたよ。そして、ああ、なるほどと思った。

　──彼は、私に似ているな」

　一いつ瞬しゆん沸ふつ騰とうしかけた頭を必死に抑おさえ、恕宇は健三郎をにらみつける。

「……コウが、きさまに似ているだと？」

「ああ。やはり、娘むすめというのは男親を求めるものなのかな。……おっと、すまない。きみを怒らせるつもりじゃなかったんだ。ただ、似ていると思うからこそわかることもあってね。だからこれは、心からの、忠告だ。恕じよ宇うくん。

　いまの堂どう島じまくんは、非常に危うい状態だ。気をつけたほうがいい。

　下へ手たをすれば、──潰つぶれるよ？　彼は」

　押し黙った恕宇を一いち瞥べつもせず、健けん三ざぶ郎ろうはタクシーのドアを開いた。

　シートに身体からだを滑すべり込ませ、ドアを閉めようとしたところで、恕宇は、いった。

「そうだな。確かにコウはおまえに似ているかもしれない。……だからこそ、日ひ奈なはコウを好きになったのかもしれない」

「ほう？」

　興味深げにこちらをみた健三郎に、恕宇は、続けた。

「だが、コウはおまえとは違う。──潰れてしまった、おまえとは。

　たとえどん底まで落ちても、コウは絶対、立ち直る。

　そのまま潰れてしまったおまえとは、根本的なところで違う。だからこそ、日奈はコウに惚ほれたんだ。おまえに似ていながら、おまえを超える存在だから」

　──言い切った恕宇に。

　ドアを閉め。窓から顔をのぞかせて。

　男は、くわぁ、と笑った。

　目を細め、大きな口を半円に開け、歯は見せず、ヘビのように、まるでこちらを吞のみこもうとしているように──

　笑顔のもう一つの側面。

　示じ威い行動。威い嚇かく行動。相手を圧倒するためのもの。

　やがて。

　窓が閉まり──タクシーなのにスモークが張ってあった──タクシーは走り出した。

　見送ることなく、恕宇はしばらくそのまま立っていた。

　手のひらに、背中に、冷たい汗あせを意識しながら。







　　　　◆







　真ま嶋じま家けの周辺は、ひっそりとしていた。

　二階建ての家を見上げ、綾あやの部屋のカーテンが閉まっているのを確認し、恕宇はインターフォンを押す。

　返事を待たず、携帯を取り出し電話をかける。

《……恕じよ宇う？》

「どうも。いま、家の前にいます」

　声だけでは、どちらか判別しがたい。

　やがて、とんとんと階段を降りる音が聞こえてきた。

　玄げん関かんのたたきに出た音。

　チェーンを外し、やがて、鍵を開ける音。

　ドアが開く。

「おはよう、恕宇。こんな時間にどうしたの？」

「おはよう。──『日ひ奈な』。……連絡を、もらってね」

　メガネの奥の瞳ひとみを見て、どちらなのか確認すると。

　抵抗を許さず、恕宇は『日奈』を抱だきしめた。













　　　　◆







　もはや勝手知ったる先せん輩ぱいの部屋で、『日奈』に淹いれてもらった紅茶を飲みながら、恕宇はたずねた。

「今日は、先輩のほうじゃなかったか？」

「そうだったんだけど、先輩のご両親が出かけることになってね。せっかくだから、って。ごめんね？　先輩に会いたかった？」

「いや、今日は『日奈』に会いたかったから。……健けん三ざぶ郎ろうが、来たんだろう？」

　現在、真ま嶋じま綾あやの中には二つの人格がある。

　綾本人の人格と、『冬ふゆ月つき日奈』の人格。

　ただの多重人格ではない、肉体を自在に変化させる《グレイテストオリオン》と人格をつくる《レフトアーム＝スピーキング》、ふたつの《知恵の実み》の相乗によって生み出されたまぎれもない冬月日奈のコピー。

　本来なら綾の人格に吸収されるはずだった『日奈』は、《グレイテストオリオン》のエネルギーによって『個』として確立してしまった。

　だがいまや《グレイテストオリオン》は存在せず、二つの人格を成り立たせていたエネルギーの供給源は断たれた。

　残存するエネルギーもなくなれば、待っているのは、消滅。

　二つある人格の、どちらかが──おそらくは『日奈』のほうが──消える。

　今日明日、ということはないようだが、はたしていつまで保もつのか──

　いまのところ、『本人たち』以外には恕宇しか知らない秘密。

　なお、エネルギーが潤じゆん沢たくだったころは、二人の人格は同時に存在し、『裏』の人格も表の出来事を知ることができ、電話を介かいして話をすることもできたのだが、エネルギーの供給がなくなってからは、片方が表に出ているときはもう片方は裏で眠ねむっているようになった。眠っているときは、表のことはわからず、その間の記き憶おくも残らない。一応電話で無理やり起こしての意思疎そ通つうはできるようだが、エネルギーを大きく消費するため、どうしても、というときだけにとどめているらしい。

　おそらく、生存エネルギーを節約するための、変化。

　それ自体は非常に望ましいことだと恕じよ宇うは思っている。環境に合わせて変化できるということは、生きる力が備わっているということだから。

　あとは、そのための手段さえ見つかれば──

「……わざわざ来ることなかったのに」

「いいや。またあったらまた駆かけつける。だから、素直に電話してくれるとうれしい、というか余計な手間が省けるのだが？」

「おおげさな。そんなこと気にする余よ裕ゆうがあるなら、ちゃんと学校通ってよ」

「心配しなくても、単位の計算はできている。『ノットＢ』を見つけるまでは、学校など行く暇ひまはない」

　いざとなったら日ひ炉ろ理り坂ざか、コネでどうとでもなるし。

「あたしとの学校生活なんて、どうでもいいの？　あたし、恕宇と一緒に登校したいな──」

「ダメだ。甘い。私をだれだと思っているんだ？　冬ふゆ月つき日ひ奈なをこの世のだれより知っている。かわいこぶっても、無む駄だだ。やめろ」

「……本当に？」

「もちろん、身体からだを摺すり寄せるのは反則だ。……いや、あの、ええと……大きいよね、やっぱり──いや違う、ああ、先せん輩ぱい、本当に、恨みます……」

　いまだに恥ずかしくてしかたがない。

　まさか、日奈に、告白まがいのことをしてしまうなんて──やわらかいものを腕うでに感じて意思が曲がりそうになり、恕宇はくう、と唇くちびるを嚙かむ。まさしく一生の、不覚──いや、あれは、先輩に告白したわけで、──でも結局日奈への気持ちも『日奈』に知られてしまったわけで──いや、伝えられたのはうれしくないわけでもないが、ああ……

　何をいまさら、とか思うなかれ。

　冬月日奈という少女は、一見文科系な雰ふん囲い気きのおとなしそうな少女だが、その本性は、けっこう非ひ道どい。機会を逃さず、弱み、なんて見せたらすかさずそこに食いついてくる。相手や状況によって使い分けたりはするが、基本的に容よう赦しやはしない。弱点を攻めるのは戦いくさの王道であり、だからこそ、コウにベタ惚ぼれだったくせにずっと告白せず、告白されるまで待っていたりしたのだが、とにかく日奈は外見の印象とは裏うら腹はらに、そういう性格なのである。

　もちろん、日奈は聡さといから恕宇の気持ちぐらいはとっくに知っていたとは思うが、それでも、それを口にするのと隠かくしておくのとでは雲うん泥でいの差があって、好きだ、ということを『言葉』にしてしまった以上、それを知られてしまった以上、平然と、眉まゆ一つ動かさず、日ひ奈なはそれを利用してくるだろう。恥もせず。

　そして何より恐ろしいのは、それがぜんぜんいやじゃない、というかもっとしてくださいとか思ってしまうこと──

　まったく、なんでこんな女を好きになったのだろうと時々思わなかったりやっぱり思わなかったりするのだが。

　もちろん、長年日ひ奈なと付き合ってきた恕じよ宇うだ、それなりに対処の仕方は心得ている。

　とはいえ惚ほれた弱みがある以上、しかもそれを知られてしまっている以上、最終的には勝てないわけで。

「本当に、考えて？　先せん輩ぱいがさ、すごく複雑なの。あたしのことは助けたいけど、そのせいで恕宇が学校サボるのは……でもどちらが大事かというとそんなの決まっているって、じゃあ、自分だけ学校行っていていいのかな？　何か恕宇を手伝えることあるんじゃ、ってけっこう本気で悩んでいるみたいで──」

「……わ、わかった、何か方法、考えてみる。から」

「お願い。先輩、本当に真ま面じ目めだから」

　お願い、とこちらを見上げてくる顔は、メガネ越しの上うわ目め遣づかいは、それがこちらの琴きん線せんに触ふれるということを間違いなく意識している憎にくたらしい顔で、恕宇はちくしょうと一人ごちる。ああ、かわいい、かわいすぎる、っつうか何がかわいいって『日奈』なのはわかっているけど素材は先輩の顔で、先輩は絶対こんな顔つくってくれなくて、だからギャップがすばらしく──もっとも心の客観的な部分では、いつもよりサービス精神旺おう盛せいだな、とか、ちょっとテンション高いな、とか冷静な判断を下していたが。

　恕宇に乗っかるように密着させていた身体からだを離すと、だいたい、と『日奈』は感情の読めない静かな表情になって、いった。

「もうかなり時間が経たっているでしょう？　舞まい原ばる家けがスタッフを動員して見つけられないのに、恕宇ばかり駆かけ回っても意味ないよ」

「だからって、じっとしていられるはずがない。……それに、私が目当てにしているものは、舞原家とは少し違う」

「へぇ？」

　いま、自分がしていることは、コウがしているのと基本的には同じことだ、といいかけて、恕宇は口をつぐんだ。

　いまだに、舞原家の資料室に入り浸り、九年前の事件を調べているコウ。

　もっとも、いくらコウでも舞原家の優秀な調査隊が明らかにできなかった『謎なぞ』を、自分がちょっと調べたくらいで解明できるとは思っていないだろう。

　事件の資料に当たりつつ、コウが本当に求めているのは、『キーワード』。

　失われた当時の記き憶おくを呼び戻してくれそうな鍵、それをコウは探している。

　記憶というものは、なくならない。

　思い出せない、というのはその記憶が消えてしまったわけではなく、その記憶がしまわれている領域にアクセスできない状態であるだけ。アクセスすることさえできれば、記憶は必ず蘇よみがえる──だからこそ、コウは、その記憶を呼び覚ましてくれるような何かがないか、膨ぼう大だいな資料の中を探し回っているのだ。

　思い出せないとはいえ、当事者としての記憶を持つはずの自分にしかできないやり方。

　妹を助けるために、声こわ高だかに「妹は宇宙人にさらわれた」と主張し続けたように、そうして助けを求めようとしたように、コウは、常に、自分らしく自分がやれることを精一杯、つくす。たとえ無む駄だかもしれなくても。報われないかもしれなくても、少しでも、可能性がある限り、諦あきらめず──

　恕じよ宇うがしているのも、それに似ていること。

　かつて恕宇には、『見けん鬼き』、と呼ばれる特殊な才能があった。

　人の感情を、空間の変調を、奇き異いな前まえ触ぶれを『読む』力。

　年を経て、もう人の感情を『見る』ことはできなくなってしまったが、それでも恕宇は人の心を読む力に長たけているし、雰ふん囲い気きを『見る』ことはできなくなってしまったが、推おし量はかる才能はいまだ残っている。

　たとえ力は失っていても、そのころ得た『経験』、培つちかった『勘かん』まではなくならない。

　恕宇が頼りにしているのは、それ。

　たとえ他ほかの人間にはわからなくても、かつて『見鬼』であった自分にならわかる何かが、鍛きたえた感覚でなら感じ取れる手がかりがあるのではないか？　そう思うからこそ、恕宇は和わ歌か丘おか全域を連日回っているのだ。自分の勘と、普通の人間とは違う、『見鬼』だったという過去がもたらすかすかな可能性を信じて。

　学校にもほとんどいかず、かなりの時間をかけているにもかかわらず、いまのところまったく収穫はないが──

「……とにかく、私は絶対に、諦めない」

　もう、二度と、失わない。

『日ひ奈な』が、本物かどうかなんて関係ない。

『二人』とも、必ず助けて、みせる。

　そのためにも、絶対に、『ノットＢ』は見つけ出す──

　すでに消滅へのカウントダウンに入った『日奈』を助けるために、唯一恕宇が見つけられた可能性、それが『ノットＢ』なのだから。

『ノットＢ』──葉は切ぎり洋よう平へいが《グレイテストオリオン》を使用し変化した、コウのコピー体。

　葉は切ぎり洋よう平へいが、堂どう島じまコウの目的を止めるために生み出した存在。

　同じ『コウ』だけが、コウをとめられる可能性がある、ゆえに、洋平はみずから『ノットＢ』へと変化した。

　──そう、コウやイハナ、舞まい原ばる家けは考えている。

　だが、本当にそうか？　それだけか？

　コウのコピーになっただけで、コウをとめられると洋平は本気で思っていただろうか？

　確かに可能性はある。が、それだけ。そんな消極的な策のために、コウの弟で子しでもあった洋平がほとんど自殺のような真ま似ねをするか？　限りなく自分の力でことを行おうとする洋平が、そんな、他人に問題を投げっぱなすようなことをはたしてよしとするだろうか？　そんないちかばちかのような賭かけ、イハナやコウは本気で信じているのか──などと考えるのは、もちろんフェアじゃないだろう。

　イハナやコウには、そもそも重要な情報が一つ欠けているのだから。

　だが、自分は知っている。

　真ま嶋じま綾あやの中に、『冬ふゆ月つき日ひ奈な』の人格があるということを。

　コウやイハナはもちろん、朝あさ比ひ奈なですら知らないだろう。しかし自分は知っている。先せん輩ぱいの中に『日奈』という人格があり、もうすぐエネルギーが切れて、消滅してしまうかもしれないことを。

　そして、洋平もそれを知っていた。

　そう、洋平は知っていたのだ、《グレイテストオリオン》と《レフトアーム＝スピーキング》を一緒に用いることで、『日奈』のような人格を生み出し残せるということを。

　洋平は、できることしかやらない、というのなら。

　洋平は、できることを精一杯やる、というのなら──




（──葉切洋平の人格は、生きている。生きて──『ノットＢ』の中に在る！）




『洋平』の人格は生きている。コウのコピーの中に隠かくれて、きっと、コウをとめるための最大のチャンスを待っている──それが洋平の、真の狙ねらいなのではないか？

『ノットＢ』が舞原家に姿を現さないのも、それが関係しているのではないか？

　だが、それは恕じよ宇うには重要ではない。

　自分にとって重要なのは、洋平が『日奈』と同じようにして『ノットＢ』のなかにあるのなら、やはり同じく消滅の危機を迎えているはずだということ。しかし、すぐに消滅してしまうような状態に、洋平が自分を置くだろうか？　戦いがいつまでかかるかわからないのに？　それでは変化する意味がない。きっと、何か対策を用意しているはずだ。『ノットＢ』の中で存在し続けるために。

『ノットＢ』にあって、

　真ま嶋じま綾あやにないもの。それは──

（……《グレイテストオリオン》、そして、《レフトアーム＝スピーキング》──）

　そうだ、きっと『洋よう平へい』は生きている。

　なら、『ノットＢ』を見つけることさえできれば、『日ひ奈な』を助ける手段も見つかる。『日奈』は消滅しないですむ。きっと、先せん輩ぱいと『日奈』、二人とも、失わないでいられる──

「……絶対に、『ノットＢ』は見つけだす。そして『日奈』を、助けてみせる」

　今度こそ、私が──

　恕じよ宇うが思わず漏もらした言葉に、『日奈』は、微笑ほほえんだ。

　笑うような泣くような、悲しげなその表情は確かにかつて見知ったもので、恕宇は。

　──胸を、打たれた。







　　　　◆







　紅茶を飲み、しばし歓談し、ハーブを取り出し一服すると。

　さて、と恕宇はカーペットから立ち上がり、ベッドに座っていた『日奈』の隣となりに腰こし掛かけた。

「……な、何？」

　びくりとした『日奈』にかまわず身体からだを摺すり寄せ、かけているメガネに手を伸ばす。

　動揺したのは一いつ瞬しゆんで、恕宇の手をやんわりと払って『日奈』は笑顔を見せた。

「こらこら。きみが好きなのは先輩でしょ？」

「おう。私は先輩が好きだ。だが『日奈』も好きなのだ。この心はとめられない！」

「うわー、ここにも二ふた股またさんが」

「二股？　いやいや。恋人だったらそうなるだろうが、私は二人の友だちだ。先輩と、『日奈』の、一番の友だち！　……何しろまだ二人とも、コウのことが好きなのだから。『日奈』はともかく、……やっぱり先輩も、諦あきらめられないみたいだし」

「……」

「だからいまは友だちでいい。これはとても親しい友だちが、友だちを気き遣づかうスキンシップ。

　……そろそろ、話してくれないか。『日奈』」

　何が、と『日奈』はころころ笑う。

「お父さんのこと？　だったら、別に、ちょっと話をしただけだって」

「そういうのはやめてくれ。やめないと、本当にメガネ取っちゃうぞ」

　恕宇は再び手を伸ばし、『日奈』はそれをとめようとする。両方の手で、両方の手を。

　期せずして恋人つなぎのようにお互いの手を握り合うと、恕宇は、『日奈』の瞳ひとみをのぞきこんだ。

「……『日ひ奈な』。私はもう、昔のわがまま女じよ王おうじゃない。それなりに、人の心もわかるようになったし、相手の気持ちを察することもできるようになった」

「ううん、恕じよ宇うは昔から、やさしかった」

「──だから、お願いだから、……私を友だちだと思うなら、恕宇と呼んでくれるなら、隠かくさないでほしい。話してほしい。いま『日奈』がショックを受けていることぐらい、『見けん鬼き』でなくても、わかる。妙みようにテンション高いのも、それを隠そうとしてのことだということぐらい。──どれだけ私が冬ふゆ月つき日奈を、見てきたと思っているんだ？」

「でも、本当に、話をしただけで」

「聞かせてほしいのは、何があったか、じゃない。『日奈』の、いまの、気持ちだ」

『日奈』の顔から、表情が消える。

　小さな身体からだが、震え出す。

　それを感じて、恕宇はそっと手を振りほどくと、『日奈』の肩かたに手を回した。

　抱かかえるように、包み込むように、抱だきしめる。
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　やがて、『日奈』は切れ切れに、言葉をつむぎはじめた。

「……い、……きなり、お、お父さんが、来た、の……」

『日奈』が、言葉につっかえるのは珍しい。

　それだけ、父親という存在に動揺させられたのだろう。

　基本的には打たれ強い日ひ奈なの、唯一にして最大の、アキレス腱けん。

　たとえ一度は打ち破ったとしても、健けん三ざぶ郎ろうの呪じゆ縛ばくは根深く『日奈』にからまり存在を縛しばっているのだろう。簡単には逃れることなどできないのだろう。何よりも、冬ふゆ月つき日奈は実の父親を裏切っているのだ。『死の商人』をやめさせるためとはいえ、引退にまで追い込んだのだ。どんな理由があったとしても、罪悪感から逃れることなど不可能で──

　恕じよ宇うは唇くちびるを嚙かむ。健三郎の顔を思い出しつつ。

　本当に、あいつだけは──

「……コウ、の、ことが、知りたいって、……いろいろ、聞いてきた。……だけど、目！　あの目はずっと、あたしを……『先せん輩ぱい』を、見てた……どうして！」

　恕宇の胸に頭を押しつけ、『日奈』は叫んだ。

「どうして！　どうしてあんな目で先輩を見ていたの？　あの、ヘビみたいな──結局何も変わっていないの？　今度は……今度は何を考えているの？　どうして……先輩に、何を、する気なのよ……いったい、どうして、あの人は！」

　恕宇は、そっと、『日奈』のかけていたメガネを取ると──『日奈』はかすかに抵抗したが、それだけだった──その顔を、自分の胸に抱だき寄せた。

　強く。

　やがて、嗚お咽えつが聞こえだす。

　父親のこともあるのだろうが、きっと、いろいろとストレスを溜ため込んでいたのだろう。

　コウがイハナに告白したこと。

　コウとイハナが、付き合うようになったこと。

　にもかかわらず、コウがいまだに冬月日奈復活を諦あきらめていないこと。

『自分』へ向けられる気持ち、自分の気持ち、綾あややイハナの気持ち、そしてコウの強い思い、──何よりも、それをとめるチャンスもなく、せっかく生まれたにもかかわらずこのまま消えてしまうだろう自分──

　健三郎もいっていたように、確かにコウは現在不安定なのかもしれない。

『ノットＢ』のことや、洋よう平へい、イハナとサクラのことや、あと先輩やジィ、ついでに自分のことでも。

　それについては悪いと思うし、心配もしている。

　だが、コウと同じくらい先輩や『日奈』も不安定でいるのだ。

　──もしかしたら、自分だって。

　だから、コウには自分で乗り越えてもらうしかない。

　イハナだってそばにいるのだろうし、こちらはこちらでいっぱいいっぱいだから。

　少女の身体からだを抱き寄せて、そっと、背中を撫なでてやる。昔のことを思い出しつつ。

　そうだ、昔はこうしてよく、日奈に撫でてもらった。

　慰なぐさめてもらった。

　だから今度は、私の番──

　しばらくの間、『日ひ奈な』は恕じよ宇うの胸に顔を押しつけ震えていた。

　恕宇も、『日奈』の背中を撫なでていた。

　だんだんと、声が小さくなっていく。

　やがて聞こえなくなって。

「……うわ、泣いちゃった」

　はにかんだ声が聞こえた。

「少しはすっきりしたか？　なら、胸を貸した甲か斐いもあったな。いつでも貸すからいってくれ。というか、いいか？　他ほかのやつに借りるんじゃないぞ？」

「……ところで、恕宇、あたしのメガネは？」

「やだ。返さない。もう少し」

　見られるのが恥ずかしいのだろう、いまだ顔を胸に押し付けたままの『日奈』を、恕宇はぎゅうう、と抱だきしめる。

　こら？　と日奈は、笑った。

「何？　弱っているところに付け込むつもり？」

「その通り。戦いくさの常じよう套とう手段だ。弱っていると見たらすかさず付け込む。それが私だ。だから……『日奈』も、先せん輩ぱいも、弱っているときには遠えん慮りよなく、私を利用してほしい。私はむしろ、本ほん望もうだから」

「……友だちは、メガネとったりしないと思う」

「一番の友だちは、するの。だから、いいの」

「先輩に、いいつけてやる」

「一番の友だち、なんだから。してよ、応援」

　──身体からだ中で、抱きしめて。

　ためらいののち、そっと抱きしめ返されて。小さな身体は本当に、弱々しくて。

　恕宇は、心の中で、そっと、誓ちかう。

　もう、二度と、失うものか。

　先輩も、『日奈』も、きっと私が、守ってみせる──







　　　　◆







　両親が帰るころを見計らい、恕宇は真ま嶋じま家けを出た。

　両親さえ帰ってくれば、後は心配ないだろう。

　健けん三ざぶ郎ろうは戻ってこなかったが、しかし、今後も接せつ触しよくしてこないとはとても思えない。

　やはり、今日のようなことがないように、見張りをつけてもらうべきか。

　だが、できる限り先せん輩ぱいの状態は、イハナにもコウにも、知られたくない──

　しばらく考えた末、恕じよ宇うは携帯を取り出した。

　朝、連絡をくれたメイドに電話をかける。

　相手はすぐに、出た。

《もしもし》

「……ああ、レイ、か？　すまない、仕事中だったか？」

《いいえ。なに》

「いや、朝のことで礼をいいたくてな。本当にありがとう。頼んでいたわけではなかったのに、よく知らせてくれた。本当に、助かった。ありがとう」

《いいえ。これぐらい。まだ序の口》

「そうか、それでだな、実は頼みが、……何？」

　序の口？　といったのか？　相変わらず、よくわからない言葉の使い方を──

　メイドの少女は、続けた。

《まだ序の口、といったの。もっと、役に立てると思う。でもただじゃない。覚かく悟ごして》

「……ええと、なんの話かな？」

《必要なのでしょう。《知恵の実み》が。なんのためかは知らないけれど。いい。私が『運命』になる。『運命』になって運んであげる。

　──メイド長がきたから、切る。またね》

　了りよう承しようをまたず、通話は切れた。

　恕宇はしばらく、自分の携帯を見つめていた。
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　なぜだか周囲には勘かん違ちがいされているようで、それが有利に働くためにコウもあえて訂てい正せいしたことはないが、実のところ、コウのこれまでの戦いはそのほとんどが負けてきた、といっても過言ではない。

　──まだ生きている、その事実を以ってして、自分の勝ちとしているだけ。

　子供時代は勘かん定じように入れないとしても、《魔ま法ほうカメラ》での取り返しのつかない敗北を皮切りに、ほとんど負け続けている。

《インヴィジブルエア》では、菜な々な那なにしてやられ。

《パーフェクトワールド》は、恕宇の独どく壇だん場じようだった。

《グレイテストオリオン》では一歩も動けず、結局《部長》に助けられ、

　縹はなだ組ぐみの事件では、ランドールに勝ちを宣言されたし、

『ザ・ワン』では、とうとう周囲から犠ぎ牲せい者を出してしまった。

　一番記き憶おくに新しい『紅こう白はく祭さい』でも、結局菜な々な那なには勝てず、さらに洋よう平へいをとめられなかった（もっともそのおかげでイハナという彼女を手に入れる決断ができた。これは、すべてを覆くつがえして余りある勝利といっても過言ではないだろう。いぇい！）。そのすべてをくぐり抜けこうして生きているからこそ「勝った！」と主張できるが、この戦歴が本当に誇れるものだろうか？　思い返してみるたびに、コウは背せ筋すじが寒くなる。本当に運がよかったと。自分一人じゃどうにもならなかったと。そしてこれからも、こういう戦いが続くのか？　と。

　それにしても、とコウは時々おかしく思う。

　なぜだか過大評価してくれている周りはともかく、自分も自分だ。これだけ負けが続けば、いいかげん、自分の分というやつがわかって慣れそうなものなのに。そろそろ悟さとってもよさそうなのに。

　どうしていまだに、負けることがくやしいのだろう。

　次は負けない、負けたくない、と、本気で願ってしまうのだろう。

　いいかげん、生きているだけでいいのだと割り切れるようになれれば楽なのに。

　無む駄だにプライド高いのかなぁ、そういうのって意味ないのになぁ、そう思っても、やはり。

　折ることのできないものが、ある。
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　コウが日ひ炉ろ理り坂ざか高校のカウンセラー、安あ県がた正まさ人ひとに会ってみようと考えたのは、一学期、を思い出したからだった。

　一学期のあのときも、やはりサクラとのことに悩んでいて、『学校生活相談室』の、『応おう相談』と書かれた札のさがったドアをたたいたのだ。もっともあのときは、桐きり子こ武たけ光みつへの『借り』を返すために、だったが。とにかく、一度は利用したことがあるのだから、日炉理坂高校の生徒が日炉理坂高校のカウンセラーを利用して、何が悪い？　もともとカウンセラーが雇やとわれる理由となった事件の関係者でもあるのだ自分は。だから自分には、カウンセラーを利用する権利がある──もちろん、そんなこととは関係なく、だれだってカウンセラーを利用するのにだれかの許可などいらないのだが。

　ついついカウンセラーを利用する自分を正当化しかけて。

　弱くなったなと、思う。

　この自分が、子供のころから一人でやってきた自分が、他人を頼ろうとするなんて。

　イハナに『頼ること』を覚えてから、変な癖くせがついてしまったのかもしれない。

　それともやっぱり、洋平が、心のどこかで支えとなっていたのか──

　とにかく、こうしてほとんど知らない他人に頼ろうとしている自分はとても気に入らない。

　が、そういうことを気にする余よ裕ゆうがないのも確かなのだ。

　もうすぐ、サクラが帰ってくる。

　にもかかわらず、きちんとサクラと別れるべきか、それともサクラと付き合い続けてほしいというイハナの思いを受け入れるべきか、いまだ心を決めかねている。

　受け入れたいとは、思う。

　どうせいままでだって続けてきたことだし。ちゃんと覚かく悟ごもしていたことだし。いまさら。

　ただ、わからないのだ、イハナがそれを望む理由が。

　どう考えても、間違っているとしか思えないのだ。

　だからって、『正論』を振りかざすような人間にはなりたくない。

　たとえば、亜あ鳥とりの事件、『宇宙人にさらわれたはずがない』というのはまったくもって『正論』で、常にコウの前に立ちはだかってきたものだから。だから自分は、『正論』の血も涙なみだもないことを理解している。それがどれほど非情、かつ有効な武器となりうるか。どれだけ人を傷つけられるか、自分が一番知っている。だから『正しさ』なんかで、イハナを拒絶したくはないが──

　心の奥で、何かが叫ぶ。

　それは間違っていると。

　イハナのためにも、サクラのためにも、──自分にとっても。

　いままでだってそうしてきたくせに、日ひ奈なを忘れないままイハナと付き合っているくせに、とかいわれてしまえばそれまでなのだが、でもやっぱり──

（──選択肢し、なんてなければ、割り切れるのに──）

　実をいえば、前回安あ県がた正まさ人ひとと、何を話したかは覚えていない。

　それでも安県と話をしたあと、ヒジョウにやる気になっていたのは確かで、だから、コウは、期待していた。もしかしたら、今回も同じ効果があるかもしれない。発はつ奮ぷんできるかもしれない。何が一番よくないかって、迷ったままサクラと会ってしまうことだ。毅き然ぜんとした態度を取らなければ、自分の場合、ぐだぐだになってしまいそうだから。何しろサクラ、かわいくて、子供のようで、本当に、傷つけたくない相手だから──こう考えている時点で、自分の中ではすでに結論が出されているのかもしれないが、とにかく、もっと、きっぱりとした決意を持ってサクラに会いたい。

　だから、コウは。

　その日の放課後、校舎の四階一番奥に設置された『学校生活相談室』、安県正人が待ち構えている部屋の、『応おう相談』の札がさがったドアを、ノックした。
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　部屋には、安あ県がた正まさ人ひとしかいなかった。

　年は二十代の後半くらいだろう、背が高く、メガネの向こうの狐きつね目めというのか細い吊つり目は線が柔やわらかい。

　しかし見た目以上に老成した雰ふん囲い気きもある、なかなか侮あなどれない感じのする男。

　──ただ、なんだろう。

　どこか疲れているような──

「よく来てくれたね！　いや、うれしいよ。本当に、──よく来てくれた。ほら、座って座って！」

　勧められるままソファに腰こしを下ろして、コウは、その柔らかさに驚いた。

　そして前回も驚いたことを思い出す。舞まい原ばる家けのもすごいけど、こちらのソファも相当なものだ。柔らかいソファというやつは、頼りなさすぎて力が抜けていくようで、ちょっと苦手なのだが。立ち上がるのに力が要いりそうな感じとかがとくに──

　唐とう突とつに、記き憶おくがフラッシュバックする。

　──確かこの人、モデルガンで遊んでいたような。

　あと、なんだったっけ？　あの『赤』い色──

　ポットからお湯を注いでインスタントのお茶を出すと、安県もコウの前に座った。

「さて。きみのことだから、世間話をしにきたわけじゃないんだろう。今日はいったいどうしたのかな？」

　我に返って、コウは安県を見る。

　──慎しん重ちように、いかなければ。

　何しろ舞原家関連。下へ手たすればでっかいスキャンダルになるのはもちろんのこと、この人もどうなってしまうかわからない。イハナはああ見えてけっこう常識がなく、そして躊ちゆう躇ちよをしないから。そういうところもいいんだけれど。

　サクラが恋をするたびに、裏から手を回し別れさせていた、というのはガセでもなんでもなかったりする。

　意味なくメガネを触さわりつつ、コウは、たずねた。

「……前回何を話したか、覚えていますか？」

「もちろん。きみは確か、こういったんだ。モテすぎて悩んでいる、と。そして僕は答えた。それは悪いことじゃない、って。……どうやら、現状もあまり変わらない？」

「……ま、まぁ、そんなところ、です。守しゆ秘ひ義務、って、あるんですよね？」

「ああ。もちろん」

　考える。どういうふうに話せばいいか。そもそも何を聞きたいのか（……ていうかおれ、前回、そんなふうに話したのか……？）。

　コウは大きく深呼吸すると、おもむろに、いった。

「実は、……やっぱり、モテすぎて、困っているんです」

「はっはっは」

「まぁ、この顔にこの頭脳、この才能ではしかたないとは思うんです。天は二に物ぶつを与えず、なんていいますが、その天にも大モテみたいで、もうコウちゃん困っちゃう？　みたいな」

「確かに困ってしまうなぁ」

「……だから、おれも、これ以上罪をつくらないように、って思いまして、一人と決めて、お付き合いをはじめよう、と思ったんですが──」

　イハナの気持ちに応こたえる、と決めた次の日。ではなく、二日後。

　登校したコウは、放課後、綾あやを呼び出し伝えた。イハナと付き合うことになったと。

　だから、ごめんなさい、と。

「すみません、おれは、先せん輩ぱいの気持ちには、──応えられない」

　そう、と綾は、笑ってくれた。

　ううん。いいの、と。

「そっか。コウ……くん。決めたんだ」

「──はい」

「ううん。よかった。あたしじゃないのは残念だけどさ。……でも、きっと、あた……あ、あたしじゃなくって、いや、あたしも、そうだし、あの、真まじ、冬ふゆ月つきさんも、喜んでいると思うから！　とにかく！　これでもう、コウも悪あく魔まのミカタをやめられるね！」

「……いや、おれは、……その、日ひ奈なのことは、諦あきらめたわけじゃ、なくて」

　ほほう、と、なぜか、綾だけを呼び出したはずだったのについてきた、小鳥遊たかなし恕じよ宇うが腕うでを組む。

「それは、つまり、アレか？　日奈のことは保留したまま、イハナと付き合うと？　二ふた股またを認めさせたと？　聞きました？　先せん輩ぱい？」

「へ～え。コウくん？」

「いや？　あの？　……その、われながらナニサマだって気はするんですけれど、でも、イハナはそれでもいいって、日奈のこと、認めてくれてですね、その……」

「あたしは？」

「へ？」

「あたしも、認めているのに？　コウは、あたしのこと、嫌きらい？」

　涙なみだを隠かくすようにうつむく先輩に──いまにして思えば非常にわざとらしかった──コウはあわててフォローしてしまった。

「いえ！　先せん輩ぱいのこと、嫌きらいってわけじゃなくてですね、ただ、その、なんというか」

「そうなんだ？　じゃあ、あたしのこと嫌いじゃないのに、あたしも冬ふゆ月つきさんのこと、認めているのに、どうしてあたしはダメなの？　どうしてイハナだけ？　そんなのって変じゃない？　冬月さんを諦あきらめないっていうのなら、──一人に絞しぼり込めないっていうのなら、二人が三人に増えたって、一いつ緒しよでしょ？」

「いぇあ先輩？」

「それとも、イハナがいやだっていった？　生きている恋人は、自分だけを見てほしい、とか」

　そんなの当然、といおうとしたコウを、恕じよ宇うがさえぎる。

「いうはずないよな。イハナが。ちゃんと了りよう解かいは取ってある」

「……了解？」

「ああ。何しろおまえとは『約束』したからな。一応、イハナにお伺うかがいを立てた。先輩の分も併せてな。こそこそさえしなければ、遠えん慮りよは要いらないそうだ」

「アホか？　そんなの、イハナの強がりに決まっているだろ！　イハナの性格は知っているだろ！　どうせ挑ちよう発はつしたんだろ？　だいたい、そんな、約束なんて」

「守る必要などないか？　だが、それを決めるのは私で、あいにくと、私は言葉に仕つかえる者だ。自分の言葉をたがえれば、もはや新あら鷹たかの巫み女ことはいえなくなる」

「……いや、でも、そんな、おれの意思は──」

「おまえの意思など知ったことか。だいたい、おまえは約束を平気で破るやつなのか？　そんなにあっさり破っていいと思うのか？　嘆なげかわしいな、モラルの低下というやつは！

　……ただ、まぁ、正直なところ、約束の履り行こうは『イブ』を決めるころにしてもらえるとありがたい、とは思っている」

「……ああ、なるほど」

　ああ、そうか、とコウはようやく、恕宇と先輩の非常識さが腑ふに落ちた。

　自分が日奈のことを諦めない限り、『イブ』の問題はなくならない。

　現状、自分を止める一番の手は、『イブ』になり、生み出される《知恵の実み》に干かん渉しようすること。それがもっとも効果的な手段である以上、恕宇も先輩も、簡単に諦めるなんていえるはずがない。

「……つまり、……そういうことか」

「わかったようだな。そういうことだ。でなければだれがおまえなど。とはいえ、約束は約束だからな。おまえが求めるのならしかたない、割り切ろう。明日でも今日でもそれともいまから」

「割り切らんでいい！」

　沈黙。

　しばらくして。

　おずおずと、少し雰ふん囲い気きの変わった綾あやが、進み出た。

「……とにかく、そういうことだから、……ごめん、っていうのも変だけど。……コウくんの気持ちもわかるけど、──あたしたちは、退ひけ……退かない」

「……そうですね。当然っスね。ええ。当然」

「ただ、あの、これだけは……

　……ううん。いい。とにかく、コウにどう思われても、イハナにコウをとめるつもりがない以上、そして、諦あきらめないでいい理由がある以上、あたしたち、イハナに遠えん慮りよする気はないから。イハナも迎え撃つ気でいるみたいだし」

「あんなこといってますけど、いいんスか？　小鳥遊たかなしサン」

「何を期待しているのか知らんが、コウ。私は、先せん輩ぱいの『一番の友だち』だぞ？　応援するに決まっているだろ？　ただし、そのまえに約束を」

「かわいい女の子紹しよう介かいすれば、その約束忘れてくれる？」

　──冷静になって考えてみれば、わかるのだ。

　好きな人を、そう簡単に諦められるはずがない。何しろ自分がそうなのだから。あっさり割り切れるはずがない。ましてや諦めなくていい大義名分があるのだから、自分が諦められないように、小鳥遊はともかくも、先輩が、ああいうことをいうのは理解できる。

　だから思おも惑わくが違ってしまったことで、先輩を責めることはできない。

　自分の見通しが甘かった、というだけのこと。

　言い訳をさせてもらえば、だれがこんな展開予想ができる？　とは思うが、それはともかく。

　綾と小鳥遊については、それなりに理解できたが、ただ、ちょっと、あとになって考えてみて、気になることが、あって──

（──イハナが了りよう解かいを出したってのは、ただの強がり──だよな？）

（本気でそれを願っている、なんてことは、いくらなんでも、ないよな？　サクラのことはともかく──）

　イハナの『お願い』のせいで、確かめられなくなったこと。

　答えを聞くのが、怖くて。

　心に巣食ったもやもやを払うように首を振ると、コウはあらためて安あ県がたに向き直り、言葉を選びつつ、続けた。

「……その、たとえば、付き合うことになった人が、……まるで、自分だけじゃなくって他ほかの人間とも付き合ってほしい、なんて願う、こと、が、あるとすれば、それはどういう状況ですかね？」

「きみがあまりにすばらしいから、みんなにもそれを知ってほしい、とか？」

「本気でいっているのなら、そんな仕事はやめちまえ」

「まぁまぁ。そうとんがらず、いろいろな可能性を考えてみようじゃないか。可能性はいろいろあって、だから人間はすばらしいんだ。……そうだね。たとえばきみがひきこもり、──きみはどう見てもひきこもってはいないな。じゃあ、その人は死期が近い、とか？」

「ああなるほど、それなら納得、いい話だなぁ──縁えん起ぎでもねぇ」

「いや、ごめん。だから年上のネクタイとか引っ張るのはやめようよ？　もうちょっと、考えるための材料がほしいな。……その人とは、もう付き合いは長いのかな？　それとも会ったばかりとか。その人の──そう、失礼だけど、いわゆる貞てい操そう観念みたいなものは」

「貞操観念は固いです。何しろ、ずっと、おれのこと想っていてくれたみたいで、それが半はん端ぱじゃない感じだから、つまり、一人のひとをずっと想い続けるっていうのは貞操観念が強いってことでしょう？　ですよね？　嫉しつ妬と深いところもありますし、だからこそ思うんです。貞操観念の強い人間って、普通、自分だけじゃなくって相手の浮気も許せないタイプじゃないかな、と」

　安あ県がたは首をかしげた。

「その子の思いを知っていながら、どうしていままで応こたえなかった？　きみもその子を嫌きらいじゃないんだろう？」

「…………知らないなら教えますけれど、おれ、去年まで恋人がいまして」

　ちなみに、いまはサクラが恋人なわけだが。公式には。

　安県はふむ、とうなずいた。

「なるほど。つまりその子は、きみと付き合えるようになるなんて思ってもいなかった。ところがきみが一人身になって、気がつくと、付き合えるようになっていた。だから、ときみは思うわけだ。その子の態度は、きみと別れたくないあまりの強がりで、本心ではないのではないか、と。

　しかし一方で、きみはその子の態度が強がりだと、断言できない？」

「いや、強がりだとは思うンスよ？　とくに、友だちにいった方は。……ただ、ちょっと別のこともあって、そちらが少し、……で、いったん考えちゃうと、なんか友だちにいったほうも怪しく思えたりして、……これって彼氏失格ですかね？」

「いやいや。当然の反応だと思うよ？」

「それで、……まぁ、とにかく、女の子がなんというか、ハーレム？　を認める、みたいな、そういうふうに思考することって、あるのかな、あるのなら、いったいどういう状況かなぁ、と……」

　なんだかこうして話してみると、自分が自意識過剰すぎる勘かん違ちがいモテ男のような気がしてきて、コウは自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　他人相手に何を話しているんだ？　おれは。

　こんなバカな悩み、わかってもらえるはずがない。

　やっぱり来なけりゃよかったか──

　安あ県がたは微笑ほほえんだ。

「きみは、やさしいんだね。堂どう島じまくん」

「はぁ？」

「普通なら、一笑に付してしまえばいい。ただの強がり、口ばっかりだと。でもきみは、彼女のことを受け入れてあげたいと思っている。たとえ受け入れがたくても──できることなら受け入れたいと。その結果、考えすぎて迷路に迷い込んでしまった。……わかるよ。きみがやさしく、そして一いち途ずだということは」

「それに、モテる。忘れちゃいけない。もうモテモテ」

「そう、モテモテ。あと、相手の子がかなり個性的な子らしいということもわかった。きみが、もしかして、と考えるくらい独特の思考をする子のようだ」

「そちらについては、あまり詮せん索さくしないことをお勧めします。いろいろな意味で」

「そうか。じゃあ、残念だけれどいまある情報だけで考えてみよう。

　──けれど、堂島くん。

　きみはもう、どうするか決めているのではないか？　その子の気持ちがどうであろうと」

「……は？　いや、おれは、まだ決めかねていて、だからここに──」

　首を振ったコウを、安県は笑って否定する。

「その子の気持ちを知ってから決める？　いいや、違う。まずはそこからはじめたほうがいい。堂島くん。たとえきみがどんなにその子を大事に思っていようとも、きみは、結局自分を貫く人だ。たとえその結果、傷つけ、嫌きらわれることになるのだとしても──もちろんそういう状況を望んでいるわけではないだろうが。それでも、きみは一貫してつき進む。きみの中には、そういう立ち入れないものがある。だれにも、たとえ命よりも大切な恋人にだって譲ゆずれない、きみをきみたらしめる、堂島コウの根幹とでもいうべきものが」

「持ち上げている？　けなしてる？」

「だから、きみは知りたがっている。その子の心を。知らずに傷つけてしまうより、知っていることをきみはよしとするから。無知であることを、罪の自覚がないことを、きみは嫌っているから。だから知りたいと思っている。自分が何を踏みにじり、何を得ようとしているのか。恥じることはない。そういうきみだからこそ、ここまでやってこられたんだ」

「──ようするに、どういうことです？」

「ようするに、その子の気持ちがわからなくても気にする必要はないということだよ。堂島くん。その子が何を考えていようと、結局、きみの行動は変わらないんだから。罪さえ自覚していればじゅうぶん。

　……ただ、まぁ、その子の行動理由について、考えられないこともない。──あくまで限られた情報からの憶おく測そくに過ぎないけどね」

「……拝はい聴ちようしましょう」

　かしこまったコウを見て、おほん、といったん咳せきをして、安あ県がた正まさ人ひとは、いった。

「怖いんじゃないかな、その子は。

　きみはこれまで、ずっと冬ふゆ月つき日ひ奈なに一いち途ずだった。それこそ彼女のためなら、自分はもちろんこの世のすべてを犠ぎ牲せいにしてもいいと考えられるくらい──本人の意思すらどうでもいいくらい。

　だが、きみはどういう心境の変化か、その子を受け入れると決めた」

「……」

「とたんにきみは、その子のために一途になりだした。真ま嶋じま綾あややジィ・ニー、舞まい原ばるサクラと一線を引こうとした。……うまくいかなかったようだが。とにかく、きみは舞原イハナに一途になろうとしていて、それが逆に、舞原イハナには、怖いんじゃないか？

　次は自分なのではないかと。

　冬月日奈が生き返ったら、いま、きみがこれまで付き合っていたサクラを切り捨てようとしているように、真嶋さんやジィ・ニーさんを切り捨てようとしたように、日奈のために今度は自分が切り捨てられるのではないか、と」

「…………なるほど」

「だから、きみの一途さを、ある意味純粋な部分を、いっそ壊こわしてしまいたいのかもしれないね、彼女は。きみが、──言葉は悪いが、そう、『二ふた股また』に慣れてくれれば、──平然と二股をかけられるような人間になったら、冬月日奈が生き返っても、自分が捨てられることはないだろう、と。

　まぁ、これは僕の勝手な想像だけれども」

「いやいや、説得力あります」

　コウの言葉に、いやぁ、と安県は謙けん遜そんするように手を振り笑う。

「もちろん、これが当たっているかどうかはわからない。僕は舞原さん家ちのことはよく知らないからね。あそこの闇やみはなかなか深く、さすがの僕も、奥までは入り込めなかった。

　だからまぁ、とにかく、僕が考えつくのはこれぐらいかな？　あまり助けになれなくて、すまないね」

　いえいえ、とコウは真しん摯しに首を振った。

「いえ、本当に参考になりました。どうもありがとうございます。

　……ところで、差さし支つかえなければもう一つ、聞いていいですか？」

「……何かな？」

　コウは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたのち、いった。

「……おれの事情にやけに詳くわしい、あんた、いったい、何者だ？」

　わざとらしく、怪け訝げんな表情を浮かべたのち。

　安あ県がたはああ、と口まで持っていったカップを置いて、手を打った。

「そうか。まだ名乗っていなかったっけ」

「あ！　都合が悪ければ、また今度でも──」

「いやいや。いいんだ。お礼もいいたかったし。きみたちは、なかなかいい『名前』をつけてくれたね。気に入っているんだ、あれ。ありがとう。どうも──」




「──僕が、『夕日を連れた男』です」




「……やっぱり、ですか。どうも。お噂うわさは、かねがね」

　ついつい勢いにまかせて質問してしまったことを後悔し、コウは大きく嘆たん息そくした。
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　　　　◆







　カップのお茶を飲みながら、コウは周囲の様子をうかがった。

『夕日を連れた男』は男女二人組だという話だが、安あ県がた以外の気配はない。

　見た感じ、左手に綾あやがつけたという矢や傷きずのようなものもない。

　もっとも、こいつが本当に『夕日を連れた男』だというのなら、複数の《知恵の実み》を所持しているだろうから、傷の治ち癒ゆなど造ぞう作さもないことかもしれないが。実際、綾あやの連絡を受けてから舞まい原ばる家けはすぐに日ひ炉ろ理り坂ざか中の病院に網を張ったが、ついぞ矢や傷きずを負った患かん者じやがたずねてくることはなかった。

　さて、携帯は尻しりのポケットだが、連絡する余よ裕ゆうを与えてくれるかどうか。

「そうか、あんたが『夕日を連れた男』、──おれの先せん輩ぱいだったんですか」

「ん？　ああ。そうだね。確かに先輩だ。そのとおり、僕はもともと『代行者』だった。……そう警戒しなくていい。僕はきみの、敵てきじゃない」

「敵じゃない？　ですか？」

「ああ。そうだ、敵じゃない。──それとも、きみは僕を敵だと思うかな？」

「……思っていたより、若いスね。……それとも見かけどおりの年じゃない？」

『夕日を連れた男』とは。

　複数の《知恵の実み》を所持し、これまでの事件の犯人に《知恵の実》を与えてコウを襲わせてきた、コウ以前の『代行者』らしい謎なぞの存在。

『代行者』とは、悪あく魔まの代わりに《知恵の実》と契約した人間から魂たましいを回収する者の呼び名。

　この男の介かい入にゆうのせいで、コウはこれまでフェアじゃない戦いを強しいられてきた（舞原家のブレインによると、だからこそ勝てた、という見方もある）。本来、契約者から『魂』を手に入れるにはルールに則のつとった勝負をしなければならず、ゆえに、《知恵の実》を使った人間は、『代行者』が目の前に現れるまで自分が契約したことを忘れている。『代行者』は《知恵の実》の契約完了を感じて初めて契約を知ることができ、契約者も、『代行者』と出会ってようやく勝負の必要を知る。お互い準備する期間などなく、ぶっつけ本番、だからこそ頼れるのは己のみの『知恵比べ』となるはずなのだが、『夕日を連れた男』、この謎の存在が関与してきたために、これまでコウが戦った敵は《魔ま法ほうカメラ》の契約者以外ほぼ全員、コウの存在を知っていた。おかげで毎回狙ねらわれるのを迎え撃つ、という立場でしか戦えなかった。

　そのくせ、この敵の目的がよくわからない。

　コウに《知恵の実》の契約者をけしかけてきているのは間違いないのだが、結果だけ見ると、まるでコウを試しつつ目的成じよう就じゆに力を貸しているようにも見える（コウ自身にはそんな好意的な見方は無理だが、舞原家のブレインにはそう思えるらしい）。実際、この男がいたから短期間のうちに魂たましいを集め終えられたわけで（『ザ・ワン』が来たのも、間接的にはこの男の存在があったからこそ）、そういう意味では確かに、敵ではないともいえる、か──？

「敵じゃない、ね。……結果だけ見れば、まぁ、そうスね」

「はは。だったら言い直そう。より正確に表現するなら、『敵ではなかったが、味方でもなかった』かな？　正直な話、きみの生命について心配したことはなかった。それだけ信頼していた、と受け取ってくれてもかまわないけれど」

「過分な期待になんかエキサイトしてきました。どうぞ続けてください」

「いやまぁ、続けるといっても、きみの考えているとおりだ。とある目的のために、きみの活動を見守ってきた。きみが魂たましいを回収できるよう、契約者をつくりだしてきみと戦わせた。そして、きみは僕の過分な期待に応こたえてくれた。見込みがなさそうなら敵てきに回る気でいたが、そう、結果がすべて。だからこそ、いまははっきり敵ではない、といえる。

　僕たちの目的は、同じなんだから。

　六百六十六番目の《知恵の実み》──《Ｉｔ》を、完成させること」

「……なんのために？」

「さぁ。なんのためかな？　……案外きみのブレインたちには想像がついているんじゃないか？　あの『ザ・ワン』が、ブレインの中にいたんだろう？」

　気がつくと、安あ県がたの手には拳けん銃じゆうがある。

　ＳＡＡ・45／ピースメーカー、に酷こく似じした《知恵の実》。

『ザ・ワン』の言葉によれば、それは、『悪あく魔まをも殺せる銃』だとか。

「できればあの『吸きゆう血けつ鬼き』も、僕の手で滅ぼしたかったが、──とにかく、僕は、長い時間をかけて『代行者』を探してきた。僕の夢をかなえるために。きみが出会ったランドールもそうだし、彼以前にもいた。それは長い年月だったよ。僕の夢は、『代行者』の目的が果たされなければかなえられないものなのだから。

　そしていま、ついに──最後まで行き着けそうな、『代行者』とめぐり合えた」

　いいながら安県はメガネを押し上げて。

　そりゃどうも、とコウもつられて自分のメガネに指をやる。

「それで？　どうしていま、出てきたんですか？」

「どうして、とは？」

「あんたの目的が舞まい原ばる家けのブレインの考えているとおりなら、すべてが決まるまで『裏うら方かた』に徹てつすると思っていたんですけどね？　おれの願いがかなうかそれとも失敗するか、その見極めがつくまではまぁ隠かくれて出てこないだろうと。

　ちょっと前ならともかく、『いま』出てきたのはなぜなんです？

　なんかいろいろあったせいで、おれの夢がかなうのはまだ先の話になってしまったんですけど？　それなのに『裏方』をやめる気になったのは、なぜなんです？　そのこと知らなかったとか？　それとも、いまのおれはなんかやばいと判断したとか？」

「……『裏方』、か」

　安県は笑い、拳銃の銃じゆう口こうをのぞき込んだ。

　まるで自殺でもしかけているような姿。

　暗い目で銃口の奥を探しながら、安県は自じ嘲ちようの響きを含ませ、いった。

「彼女には、『観客』といわれたよ。もっとも卑ひ怯きような観客、と」

「……は？」

「これは、きみとは直接は関係ない話なんだが、実は最近、──おれは、負けてしまってね。

　……本当に、久しぶりの敗北だった。ほとんど表に出ていないから当然といえば当然なんだが、『代行者』のころとくらべて、なまったもんだ。完敗だったな。あれは。

　……ああ、きみは気にしなくていい。アレは、きみの敵てきではないだろうし、おれの敵だった、というわけでもないんだ。ただ、アレは偶ぐう然ぜんおれにあって、ちょっかいを出したくなったらしい。──気に食わない『観客』だということで。……信じられるかい？　きみたちに『夕日を連れた男』なんて呼ばれて陰で暗あん躍やくしていたおれが、雑ざ魚こ扱いで負かされたんだ。何かのついで、といった感じで」

　ひゅ、と手が軽く振られた。

　次の瞬しゆん間かん、手の中から拳けん銃じゆうが消える。

　雰ふん囲い気きを変えるかのように、手と手をパン、と打ち合わせ、さて、と安あ県がたは向き直った。

「それはともかく、ここからが本題だ。おれ──僕──まぁいいか、おれがなぜ、この時期に姿を見せたということだが、……そうだなぁ。ぶっちゃけてしまうと──

　堂どう島じまくん。きみには、新たな敵が現れた、ようだね。きみそっくりの、もっとも油断ならない敵が」

「……うちのトップシークレットなのに、すごい情報収集能力ですね？」

「いやいや。実をいえば、情報を収集したわけじゃない。かまをかけてみただけ──『未来予知』で知った状況からの逆推理、というやつかな」

「……未来予知？」

　安県はそうだ、と肯定する。

「ああ。それを可能にする《知恵の実み》がある。未来の可能性を狭せばめてしまう、極めて危険な《知恵の実》だが、それと、いくらかの情報を元に、おれたちは、知った。もう一人、おそらく《Ｉｔ》をもコピーした、きみの複製が生まれたことを。

　そのために、きみの目的成じよう就じゆに障しよう害がいが生まれていることを」

　コウは、メガネを気にする、ふりをする。

　頭を悩ませるものが、山ほどある。──これはかまをかけているだけか？　それとも『ノットＢ』のことを知っているのか？　──現在の状況をどれだけ知っている？　──未来予知？　いったいどんな未来を見た？　もしかして、海かい藤どうさんやら秘書さんもこいつと関係あるのか？　いや、そもそも、こんなことを話す目的はなんだ？　おれはいったいどうしたらいい──

「……それで？」

　コウにうながされ、ふう、と安県はソファにぐっと沈み込む。

　リラックスした表情を浮かべ、コウを見み据すえる。

「それで？　ああ、きっと、きみの考えているとおりだよ。──久しぶりに敗北して、思ったわけだ。このまま『裏うら方かた』でいいのかと。このおれが、『観客』呼ばわりさせたまま、負けたままでいいのか？　……おかしなものだな。おれは、自分を操るものが許せなかった。なのに、気がつくと操る側に回っていた。それはいい。とにかく、そうやって、おれの夢がかなうときまで『裏うら方かた』に徹てつする気でいたくせに、いざ、敗北してしまうと、雑ざ魚こ扱いがどうにも我が慢まんできなくなった。

　──と、いったら、信じるかい？」

「……」

「だからまぁ、思ったのさ。このまますべてが決まるまで引っ込んでいるのも確かに手だが、自分の手で時を早めるのもそう悪くはない。引っ込んでいるのもけっこう退屈だし、何よりも、自分の勘かんを取り戻したい。昔のおれならああもあっさりは負けなかった、というのは言い訳だが、最後の最後で負けるわけにはいかないから。だから、思った。

　このまま、決着がつくまで待っているのではなく、何もせずただ見ているだけじゃなく、

　──勝つ側につくのではなく、ついた側を勝たせよう、と。

　だからおれは、『もう一人』じゃなくきみを選んだ。

　……どうだ？　おれと、手を組まないか？　堂どう島じまコウ。お互いの、目的のために」

　その問いは予想していたが、──コウは、即答できなかった。

　言葉が、出なかった。







　　　　◆







　いますぐ答えを出さなくてもいい、と安あ県がたはやさしく、いった。

　いまはイハナとサクラのことで手いっぱいなのだろうから、それが終わってからでいい、と。

　だが、答えなど決まっている。

　信頼するしないはともかく、手を組むことにはなるだろう。無視するには、複数の《知恵の実み》を所持する『夕日を連れた男』はあまりに危険すぎる。得られる情報も多いだろうし（未来予知、だと？）、綾あやを襲った理由など、解明しておきたいこともある。ここは、リスクは承知で手を組むことが得とく策さくだろう。感情的なしがらみは、おいといて。

　正直、安県のいった『動機』をコウは疑っている。

（──敗北しただと？　それが我慢できないからだと？）

　あまりにも感情的すぎるうえに、自分のツボをついているから。

　自分の状況と照らし合わせて、いろいろ共感してしまうから。

　しかし、それは舞まい原ばる家けのブレインが想定していた『夕日を連れた男』のイメージではない。もっとも、安県がこちらに取り入ろうとうそをついたのだとしても、それはたいして問題ではない。それだけこちらと手を組みたいと思っているということであり、それが伝わればこの場合はじゅうぶん。目的が同じ、ということが本当であるっぽい以上、悪い話ではなく、敵てき、というのならむしろ、先せん輩ぱいや小鳥遊たかなしだってある意味、というか真まっ向こうから『敵』だ。それでも一緒にいられるのに、『夕日を連れた男』が無理、ということはない、と思う──

（──なんで、どうしてこう、複雑になるんだ？）

　──即答、できなかった。

　するべきではなかった、とは思うが、言葉に詰まってしまったのは間違いなく失点。

　なんだかんだいってはいたが、おそらく最初から、安あ県がたはコウと手を組む気でいたはずで、それは舞まい原ばる家けのブレインが早くから指摘していたことで、だからこそ、安県が仕組んだ事件において致命的な被害はなかったのだろう。言葉のとおり、『見守って』いたのだろう。結果論かもしれないが。

　安県は最初から、そのつもりでいた。

　それがわかっていたにもかかわらず、いつかくる局面なのは予測できていたにもかかわらず、返答を用意できていなかったのは、間違いなくこちらのミス。

　ちくしょう、次こそは──

　それにしても、とコウは肩かたを落として帰路につきつつ、ため息をついた。

　悩みを解消したくて、カウンセリングに訪れたのに。

　なんで悩みが増えているんだろう、おれは──







＋＋＋＋＋







　来くる栖す美み楚そ乃のは、真ま嶋じま綾あやに肩かた入いれし、彼女を『イブ』にしたいと考えている。

　安県正まさ人ひと自身は、イハナでもいいと考えている。だれでもいいとも思っている。大事なのはコウの願いがかなえられる《知恵の実み》が生み出されること。綾にそれが可能なら、もちろん、綾でもいいし、別にイハナでもいい。ジィ・ニーや小鳥遊恕じよ宇うでもかまわない。とくにだれとの思い入れはない。もっとも、安県はイハナと美楚乃（とフェイト）はどこか似ていると思っている。お嬢じようさまなところとか、姉妹がいるところとか、──ぱっと考えつくのはそれぐらいだが。

　コウは即答しなかったが、結局は、手を組むことになるだろう。

　はたしてコウとコウのコピー、フェイトが予知した『《ゴールデンライトアーム》を持っているコウ』はどちらなのかはわからない。が、それもいまではどうでもいい。コウを勝たせると決めたのだから──そう考えて、安県は思わず苦笑した。

　コウに話した動機は正直なものとはいえなかったが、どうやら作り話のわりに、けっこう本心も入っていたようだ。

　もはや感情など磨ま耗もうしきったと思っていたのだが。

　メガネに指をそっと当て、安あ県がた正まさ人ひとは、思いを巡めぐらせる。

　安県は知る由よしもないが、それは、まだ文化祭のテーマも決まっていない、『前まえ触ぶれ』が現れるようになるよりも前のとある夜のこと。

『夕日を連れた男』が、手ひどく敗北してしまった日。

　──メイドの格好をした少女は、ゼロ、と名乗った。

　レイ、という名前だけれども、ゼロ、と呼んで、と。







＋＋＋＋＋







「……おまえは、いったい、何者だ？」

「私はＭＳ72、レイ。……でも、ゼロ、と呼んでくれてかまわない。どう」

　その夜、安県が舞まい原ばる家けの敷地内に侵入したのは、コウ・コピーの居場所が判明したか知るため、そして《ゴールデンライトアーム》が現在どこにあるのか確かめるためだった。

　入るなり、出くわした。

　舞原家の標準とは違うメイドのエプロンと、ヘッドドレスをつけた、少女。

　顔の両側は髪かみに覆おおわれ、鼻から下はまるで銀行強ごう盗とうか忍にん者じやのように、あるいはこれから大掃除でもするかのようにスカーフに隠かくされて、目の部分しか露出はない。そしてその目も、感情、というものがほとんどうかがえない。そんな扮ふん装そうをしたメイド姿の少女がいきなり立ちふさがったのだから普通ならだれだって驚くだろうが、あいにく安県は百戦を錬れん磨ましてきた男であり、その程度で動揺することはなかった。

　安県を驚きよう愕がくさせたのは、少女の姿ではなく、夜の闇やみの中、少女の周囲を浮遊する銀球。

　いや、銀球が支えもなく浮遊していることではない（それ自体もじゅうぶん自然の法則に反していて驚くべきことだが）。

　安県を驚かせたのは、その銀球が、ゼロ、と名乗った少女の意のまま動いていることだった。

　少女は宙に浮かんだ球体を手に取り、安県に向かって、投げた。

　たちまち、銀球が安県に向けて飛来する。

　それほどの速度があるわけでもなく、安県はとっさに手を出し、飛来した野球ボール大の球体を受け止めた。

　次の瞬しゆん間かん、手のひらから激痛が走る。

　受け止めた球体から、コルク抜きのようなスクリューが三方向に突き出して、安県の手のひらを破る。さらに間かん一いつ髪ぱつ、安県が手を放し球体を投げた瞬間、球体からさらに銀色の刃やいばが飛び出す。

　そのまま握にぎっていたら、手のひらがずたずたに切きり裂さかれていただろう。

　安県はあらためて、驚く。

（──使いこなしている、だと？）

　間違いない。これは念力等、物体を操作する力、いわゆるサイコキネシス、などではない。

　少女は、安県が持ってきた銀球を、まるで自分の物のように『使いこなし』ている。

　ずっと安あ県がたが所持していたためその能力を知るはずがないにもかかわらず、少女は安県が投げつけた《シルバー・スフィア》をあっさり受け止め、逆に、《知恵の実み》として利用している──

　傷ついた手のひらからの激痛をまったく顔色に出さず、安県は再び、問うた。

「……おまえは、──何者だ？」

「だから、ゼロ。……そう。これだけじゃ足りないのなら、──あなたの、天てん敵てき」
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　手もとに戻ってきた知恵の実《シルバー・スフィア》に軽くくちづけをすると（スクリューやブレードは収納されていた）、少女は、安県に向かって再び球体を投げた。

　次の瞬しゆん間かん。

　球体が、増えた。

　十や百では数えられない、とらえきれないほどに増え広がった銀球の『群れ』に、さすがの安県も『ぞっ』とする。

　──そんな、バカな？

《シルバー・スフィア》の制約は、『不安感』。

　相手に不安や恐怖を与えなければ、その能力はじゅうぶんに発揮されない。その点が自分の持つ《Ⅴフアイブウエスト／第三の弾だん丸がん》と相性がいいため常備しているのだが、この『自分』がそう簡単に不安がったり恐怖したりするはずもない。

　にもかかわらずどうして、《シルバー・スフィア》がいきなりあれほどの効果を発揮している？　自分を驚かせるほどに？

《シルバー・スフィア》へのもっとも効果的な対処方法は、自身から『不安』や『恐怖』をなくすこと──《知恵の実み》には、ルールで対抗するしかない。だから安あ県がたは避けようとせず、防ぼう御ぎよも考えず、飛来してくる銀球の群れを、瞬まばたきもせずじっと見み据すえた。氷のように、心にさざなみ一つも立てず。手のひらに受けた傷も忘れ、超人的な自制心でおのれの動揺を抑おさえこみ。

　こちらが『反応』しなければ、《シルバー・スフィア》は発動しないはず──

　銀球の嵐は、たちまちに安県を襲い。

　その服だけを、切り裂さいた。

　安県の傍かたわらを通り過ぎると、一球に戻り、少女の元へ戻っていく。

　それを観察しながら、安県は冷静に考える。

　──おれは恐怖などしていなかった。不安もなかった、一片も。

　なのに、なぜ《シルバー・スフィア》はおれの服を切ることができた？　どうして活動をとめない？　それはルール違反ではないか？　もちろん感情というものは、単語一つで定義づけられるものではないだろう。ゆえに完全に『恐怖』しないことなど不可能だろうが、それでもおれは完かん璧ぺきに、心の動きを抑おさえきっていたはずなのに──

　──おれの天てん敵てき、だと？

「おまえは、……いったい」

　三度目を問うのはやめて、安県はじっと、メガネのレンズを通して三度目の銀球を放った少女を凝ぎよう視しした。

《シルバー・スフィア》が、ルールをもはや無視していていつでも自分を殺せることを知りながら、銀球の刃やいばがさらさらさらと自分の服を薄うす皮かわごと切り裂いていくのも気にとめず、ただただ少女を観察する。

　メイド服に、エプロン。

　顔は半分、隠かくして。

　その手には、──見覚えのある、本？

「……それは、《バベル１ワン９ナイン》、か？」

《バベル１９》──ランドール・コーンウォークが舞まい原ばる家けに譲じよう渡とした《知恵の実》のひとつ。もっともランドールが説明することを拒んだため、舞原家はその使用方法を知らない。実際に契約完了魔ま力りよくを感知するまでは、『代行者』といえども知らない《知恵の実》について調べることはできない。それが、ルール。のはずだが。

　こいつは、《バベル１ワン９ナイン》を使えているのか？

　だが、たとえ使用方法を知りえたとしても、《バベル１９》は言語を自在に操れるようになれるだけの《知恵の実み》のはず。それがこの状況に、どうつながる？

　安あ県がたの目線と問いかけに、ゼロはうなずいた。

「そう。でも、違う。これはもう、《バベル２トウエンテイ１ワン》。私の夢をかなえる力を持つ《知恵の実》」

「……なに？」

「でも、私の夢は、かなえられない。だから私は、あなたの天てん敵てきと、いえる」

　安県は手を振り、虚こ空くうから《Ⅴフアイブウエスト》を取り出した。

　何かが、まずい。

　少女のいっていることを完全に理解できたわけではないが、様々な戦いを経験してきた勘かんが警報を鳴らしている。

　何かが、やばい。

　たとえ《シルバー・スフィア》がいつでも自分を殺せるのだとしても、それでも急いで動かなければ。コウとの協力関係もいまは埒らち外がい、とにかく早く、アレをどうにかしなければ、やばい──

　次の瞬しゆん間かん。

「……そう、あなたが『夕日を連れた男』なの」

　──安県は、すでに遅かったことを、悟さとった。

《Ⅴウエスト》の引き金に指をかけつつ、ゆっくりと、逆側の手を伸ばし。

　自分のメガネに、触ふれる。

　発動しない。

『夕日を連れた男』という呼び名のもとともなった、ある意味トレードマークともいえる『赤』を出現させるための《知恵の実》が、まったく発動しない。

　絶大な力を持つ反面、その能力をじゅうぶんに発揮するためには『赤』い空間が必要、という大きな制約を持つ《Ⅴウエスト》が、このままでは、使えない──

「……おまえ、いったい、何をした？」

「そう。その拳けん銃じゆう、《廃ロ棄ス品ト》なの」

「答えろ。なんだ？　この能力は。《バベル》にこんな力はない。おれの知るどんな《知恵の実》も、こんな能力はなかった。おまえはいったい、何をしたんだ？　おれの《知恵の実》に」

　ゼロはううん、と首を振った。

「訂てい正せいして。この子たちはあなたの《知恵の実》じゃない。あなたはただ、持っているだけ。その《廃ロ棄ス品ト》以外は、たまたまあなたが運んでいたというだけ。あなたは単なる『運命』の一部」

「……」

「そして、私にあなたが考えているような能力なんてない。私は普通の人間。……そう。私は人間。可能性がいっぱいの、ただの人間な、だけ」

　銀の球体が無数に浮遊している中。

　少女は、安あ県がたに向かって一歩、踏み出した。

　安県に見えるよう身体からだをかたむけて、髪かみの右側をかきあげる。

　あらわにされたのは、物語に出てくる小こ人びとのような、悪あく魔まのような、『宇宙大作戦』に出てくる有名な宇宙人、ミスター・スポックのような、人間のものとは思えないほど先の尖とがった、耳。

　そうか、と安県はうなずいた。

「……そういえば、《グレイテストオリオン》を使って、舞まい原ばるサクラに自分を食べさせようとしたとかいうとんでもないメイドがいたそうだな。片方の耳を失ったのを、《グレイテストオリオン》で再生した、とか」

　安県の言葉に、少女は身体を震わせた。

　感情のうかがえなかった目が、明らかな動揺に揺れている。

　やがて、少女は切れ切れに、いった。

「……そ、う。……私は、あのとき、とんでも、ないことを、するところ、だった。菜な々な那なちゃん、が、とめてくれなければ、私は、サクラさまに、取り返しのつかないことを──

　でも、私は、自制できた。自分を。──この『耳』は、その証あかし。

　そう、菜々那ちゃんの、いうとおり、魂たましい、とは、何よりも大切なもの──」




「──だからこそ、悪魔、なんてものじゃなく、サクラさまにこそ捧げるべきもの」




「この身体のすべてはもちろん、魂だって、私のすべてがサクラさまのもの。なのに私は、自分の願いをかなえたいと思うあまり、一番大切な魂を、サクラさま以外に、悪魔なんかに捧ささげてしまうところだった。菜々那ちゃんが気づかせてくれなければ、きっと──

　でも、私は、乗り越えた。自分の弱い心を。

　この『耳』は、その証」




「いまでも、『耳』を澄すませば聞こえてくる。《知恵の実み》たちの、誘ゆう惑わくする声。自分を使えば願いはかなう、魂さえ捧げれば、私の願いをかなえてくれる、そう甘く囁ささやいてくる。私は思わず負けそうになる。でもそれは、サクラさまへの裏切り。魂こそ何よりも、サクラさまに捧げるべきものだから。わかる、『夕日を連れた男』。《知恵の実》が私を試す。《知恵の実》が、私の心に試練を与える。《知恵の実み》で、私の心は研とぎ澄すまされる。《知恵の実》に、私の忠ちゆう誠せい心しんはどこまでも鍛きたえられていく──」




「──そう」




「《知恵の実》の声に耐えるほど、私の可能性は広がる。縛しばる鎖くさりが翼つばさを鍛え、拘こう束そくする概がい念ねんこそが真の自由を輝かせる。いまの私は可能性の塊かたまりで、──もう《グレイテストオリオン》だけじゃない。《インヴィジブルエア》が、《ピンホールショット》が、《バベル》が《テンタクル》が《スコルピン》が語りかけてくる。可能性──いまや、きっとすべての《知恵の実》が私の願いをかなえられ、だから語りかけてくる！　さぁ、夢をかなえろと！　自分を使って、ただ私の魂たましいを差し出しさえすれば、私の願いはかなえられると──

　そのすべてが、サクラさまへの思いを測る、試金石。

　だから私はあらゆる《知恵の実》に、負けることは許されない」




　少女の、観客を必要としない独どく白はくに。

　安あ県がたは、理解した。

　──安県は、この夜、《Ⅴフアイブウエスト》以外に四つの《知恵の実》を所持していた。

　その中には、いざというときのために『赤』をつくれる予備の《知恵の実》もあった。

　が、おそらく無む駄だだろう。

　深呼吸をして、悟さとったことを嚙かみしめる。

　ああ。そうだ。こいつはまさしくおれの天てん敵てきだ。こいつのまえでは、おれが収集してきたすべての《知恵の実》が意味を成さなくなる。《知恵の実》を利用するどころか、《シルバー・スフィア》のように奪われこいつに使われる。

　──慣れ過ぎた。集めた《知恵の実》に頼ってばかりの戦いに。

　まさしくこいつは、いまのおれの天敵だ。

「……おまえは、おれが持ってきた《シルバー・スフィア》の『声』を聞き、──『契約』、したんだな？　もともとの能力から、自分の願いをかなえるための使用方法と制約に、定義しなおしたんだな？」

《知恵の実》の能力と制約は、絶対的なものではない。

　あくまで方向性であり、次の持ち主──契約者に合わせて変わる。《ピンホールショット》のもとがカメラではなく絵筆で、絵を描くことで相手の胸に風穴を開けるという能力だったように。《インヴィジブルエア》はもともと薬だったのが、スプレーに変わったように。《パーフェクトワールド》が、もともとは笛ふえだったのが曲そのものになり、子供をさらうのではなく空間を閉じる力に変わったように──

　舞まい原ばる家けは、《知恵の実み》は進化するものと考えているようだが、そんな上等なものではない。

　進化ではなく、変化。

　再定義とでもいうべきもの。

　もちろん、個々の方向性があり、あまりにもかけ離れた能力に変わることはできない。どんな発現方法になりどんな制約がつこうと、《インヴィジブルエア》の能力が『消すこと』なのは変わらないだろうし、《グレイテストオリオン》がどういう変化を遂げようと、『自分の身しん体たいについて効果を及ぼす』ことも変わらないだろう。

　ただ、表現方法、使用方法は変わる。

　制約も変わる。

　だからこそ、《知恵の実》で願いをかなえるには『契約』するしかないのだ。

　真の契約者以外には使いこなせないのだ。

　そして、どれだけ《知恵の実》を所持していようと、安あ県がた自身は契約者ではない。

　知っている使用方法は、前契約者が定義したもの。

　新たな契約者が定義しなおせば、その使用方法と制約は、契約者と、マニュアルを持つ『代行者』以外にはわからない。以前の使用方法とかけ離れた定義をされてしまっては、使用することはできなくなる。

「……つまり、おまえは、おれが持ってきた《知恵の実》全部の声を聞き、契約しなおした、そういうことか？」

　少女はそう、とうなずいた。

「正しくは、『仮契約』。なぜなら私は、《知恵の実》の声は聞いてあげても、最終的に、願いをかなえるつもりはないから。だから当然、『契約完了魔ま力りよく』も発生しない。ただ、仮に契約しただけだから」

「……そんな、ことが」

「そう。でもこの子たち、それでもいいって。どうしても、私に声を聞いてほしい、だからいまは、『仮契約』でもいいって。なぜなら、声が聞こえる限り、いつか、の可能性があるから──だから、私はいくつでも、その《知恵の実》の声が聞こえる限り、『仮契約』することができる。私の願いをかなえるための《知恵の実》に定義しなおし、その声を聞くことで、私の可能性はさらに広がり、サクラさまへの忠誠心が、鍛きたえられる──

　ああ、サクラさま。これもサクラさまのおかげ、です。さすがは、私の、サクラさま──」

　安県は、いまや使用できなくなった《知恵の実》のメガネをそっと、押し上げた。

　非常にまずい状況だ。

　この少女の前では、ほとんどの《知恵の実》が『奪われ』る（というか持ってきたやつはすでに『奪われ』た。少女が話している間に試してみたが、すべて使えなくなっていた）。もはや《知恵の実》ではない廃ロ棄ス品ト、《Ⅴフアイブウエスト》ならば少女に対抗できるだろうが、その《Ⅴウエスト》を発動させるための『制約』がクリアできない──これが、まずい。すべての弾だん丸がんに『赤』が必要なわけではないが、限定された《Ⅴフアイブウエスト》の力では苦戦は必至だろうし、勝ったとしても今後に大きな支し障しようが出る。

　どうにかして、奪われた《知恵の実み》を元に戻させるか、どう定義し直したか聞き出さなければならないが──

　──さすがは舞まい原ばる家け、たいした化け物を飼かっているな。

　一歩も動けぬ安あ県がたに向かい、《シルバー・スフィア》が飛来し通り過ぎていく。

　直接的な攻撃はなく、ただただ身体からだの上を掠かすめていくだけ。

　──気がつくと、メガネ以外に上半身につけているものはなくなっていた。

　服装の中に隠かくしていた《知恵の実》は、すべて地面に転がっている。

（……さて、どう切り抜けるか……）

　──ふと。

　安県は、熱い視線に気がついた。

《シルバー・スフィア》を周囲にふよふよ従わせ、少女がじっと、こちらを見ている。

　一いつ糸し纏まとうもののない、スフィアの刃やいばで流血している安県の上半身を。

（─────────────────────────ええ？）

　ねぶるように凝ぎよう視ししてくる少女の瞳ひとみは、明らかに、欲情の色彩で潤うるんでいた。

（まさか、武装解除のための攻撃ではなかったのか？）

（……もしかして、色仕掛けとか通じるのか？　こんな子供に？）

　確かに、かつては鳴らした『代行者』、ぶっちゃけると堂どう島じまコウなど目じゃないくらいにモテモテだった自分であり、どれくらいかというと美み楚そ乃のとフェイトの一族が滅んでしまったほどで（だからいまだにフェイトには命を狙ねらわれている）、身体だってそのへんのスポーツ選手に負けないくらい鍛きたえてはいるが、にしても、──ええ？　いったいいくつだあの子は？　もちろん、効果があるというのなら、この状況、躊ちゆう躇ちよなどはしないが──ええ？

　顔色をまったく変えず思考を働かせている安県のことなど知らぬげに。

　少女は、ぼそっと、つぶやいた。

「おいしそう」

　マスクで見えない口もとが、舌したなめずりしたように見えて、安県は『ぞっ』とする。

　少女が敬愛している自分の主人に、どんな願いを持っていたのか思い出し。

　ええと。

　──まさか、逆もあるのか？　つまり、そういう意味なのか？

　おれは、いま、いろいろな意味で、非常に危険な状態なのか──？

「……あらあら。いい恰かつ好こうね。正まさ人ひと」

　ようやく聞こえた待ち焦こがれていた声に、安県は大きくため息をついた。

　全身から、安あん堵どの雰ふん囲い気きがにじみ出る。

「……遅いぞ、ミシ。さすがに今回はダメかと思った。ていうかおまえ、待っていただろ」

「ごめんなさいね。どうなるのか、ちょっと興味がわいちゃって」

　ミシ、と呼ばれた妙みよう齢れいの女性──来くる栖す美み楚そ乃のは木々の間を抜け、気だるげな様子で安あ県がたの後ろから出てくると、安県に赤色の傘かさを、──渡そうとして、やめた。

「おい？」

　自分の分の青い傘だけ開き、なぜか、安県に渡そうとしていた傘を少女へほうる。

「なに」

「──差しなさい。雨が降るから」

　言葉が終わると同時に。

　月が出ていたはずの夜空から、ぽつぽつと、水すい滴てきが、落ちてくる。

　やがて一気に強くなり、ざあざあと強めの雨が降り出してくる。

　少女は素直に傘を差し、じっと、美楚乃を見つめた。

　傘を肩かたにかけると、なすすべもなく雨に濡ぬれていく安県を見つめながら、美楚乃はカバンから『箱』を取り出した。

　小さな、『箱』。

「……もしもし？　美楚乃さん？」

「いいじゃない。いまさら濡れて倒れるような身体からだじゃないでしょ？　……うん。雨に流血、なかなかセクシーよ？　正まさ人ひと」

「……きみのそういうセンスには、とてもついていけないよ」

　ざああ、と雨の音。

　ぽぽぽんと傘にあたってはじける水滴の音を聞きながら、ふたの中央に水晶のあしらわれた手のひら大の小箱を、美楚乃は陶とう酔すいの表情を浮かべて見つめる。何よりも愛いとしいものであるかのように。ゆっくり。やさしく。指で撫なぜ。

　来栖美楚乃はそっと、ささやいた。

「……さぁ、見せて？　あたしのボックス・プロフィット。

　すべての道がいつか重なる未来を、いま、あたしの手の中に──」

　言葉に合わせるかのように。

　水晶部分から、かすかな光が漏もれはじめる。

　じっと美楚乃を見ていた少女が、ようやく、たずねた。

「……おかしい。あなたからはなんの声も聞こえない。その子は《知恵の実み》じゃないの」

　美楚乃は笑って首を振る。

「いいえ。これも《知恵の実》。ただ、世の中にはあなたの想像を超えるものがいくらでもあるというだけ。……あたしの《ボックスＰ》はね、そもそも条件が特殊なの。

　──シリアルナンバー・六二七、《ボックスＰ》の能力は、『未来』を『決定する』こと」




「……『予知能力者』の、『予知』を『制せい御ぎよする』ための《知恵の実み》」




「つまり、これの声を聞けるのは、契約できるのは、『予知能力者』だけ。それがこの能力を操るための条件にして、制約。そのために、これほどの力を持ちながら、ナンバーも三ケタ台なのよ。……残念ね？　あなたのそのかわいい『耳』でも、予知能力を持たない限り《ボックスＰ》の声を聞くことはできないわ」

　水晶からの光が大きく広がり、映像を、結びはじめた。

　映し出されたのは、雨のなか、赤い傘かさを差している、顔を隠かくしたメイドの少女。

　現実に美み楚そ乃のの前に立つ、レイ／ゼロの姿、そのもの。

　ただし、現在のゼロのように、周囲に《シルバー・スフィア》は浮かんでいない。

　ぼそり、と美楚乃がつぶやいた。

「雷かみなりに、打たれる」

　途と端たん。

　映像の中の少女が身じろぎし、──次の瞬しゆん間かん、傘に落らく雷らい。

　傘は一気に黒く溶とけ、雨の降りそぼるなか、メイド服のところどころにかぎ裂ざきをつくった少女は煙けむりを上げながら、倒れていく──

　やがて、視点が遠ざかっていき、広い光景を映し出す。

　映像では、雷が至し近きんに落ちているにもかかわらず、少女の近くにいた男女二名に異常はない。

　それを確認し、雷に打たれた少女が倒れ、動かないのを見届けると、美楚乃は『箱』を、そっと撫なでた。

　雨をぼんやり照らしだしていた光のディスプレイが、スイッチを切ったかのように搔かき消える。

　そっと、箱をカバンに戻し、美楚乃はゼロに笑いかけた。

「じゃあ。さようなら、ゼロちゃん。あなたは興味深かったけど、危険すぎる」

「──！」

　何かに気づいたように、ばっと顔を上げ、ゼロは近くに浮いていた《シルバー・スフィア》を手に取り、投げた。

　しかし、投げられた《シルバー・スフィア》は力が尽きたかのように、ぼとり、と地面に落ちていく。

　宙に浮いていた銀球の群れもたちまちに、追うようにして消えていく──

　周囲から、浮いていた銀球が、消えた。

『箱』が生み出した映像の中の少女のように。

　それに気づいて、ゼロは身じろぎし、その瞬しゆん間かん。

　大音響が轟とどろいて。




　──稲いな妻ずまが、赤い傘かさを貫つらぬいた。
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　耳を押さえ目をつぶっていた美み楚そ乃のは、じゅうじゅうという音と硫い黄おうのような臭においに、顔を上げ、少女の惨さん状じようを見てすぐに目を逸そらした。

　こちらは逸らさずじっと見ている安あ県がたの傍そばに駆かけ寄っていく。

「だいじょうぶ？」

「……ああ。しかし……」

　安県はそっと、唇くちびるを嚙かんだ。

　自分としたことが、最後の瞬間動けなかった。

　決められなかった。美楚乃をとめるか、続行させるか。われながら鈍にぶったものだと自じ嘲ちようする。それだけ、少女が規格外だったということだが──

　しかしもう、結果は出た。

　ゼロ、と名乗った少女は、文字どおり、零ゼロとなった。

　これでもう、『奪われた《知恵の実み》』を利用することはできなくなった。新しい契約者が現われて使い方を教えてくれるまで。

　……他ほかの《知恵の実》はともかく、このメガネを失ったのが、痛い。

　他にも『赤』をつくれる《知恵の実》はあるのだが、このメガネが一番頼りになったのに──

　悪いと思いながらも、ついつい恨うらめしげに美楚乃を見てしまう。

「何よ」

「……いや。なんでもない。とりあえず、そんな舐なめるような目で見ないでくれ。おれの年を考えろ」

「枯かれてなきゃ、若い若い！　……ねぇ、正まさ人ひと」

「持ってきた《知恵の実》は、全滅だ。いまは、どうやって舞まい原ばる家けの敷地内から逃げ出すかを考えないと」

「あたしの《ボックスＰ》でなんとでもなるわよ、今日は調子いいから」

「いや、それの使いすぎはまずい。だからとりあえず落ち着け、擦すり寄るな、場所を考えろ。

　──な？」

「……え？」

　安あ県がたの動きを止めたものを見て、美み楚そ乃のも、固まった。

　驚きよう愕がくに、両の目が見開かれていく。

　少女──ゼロが、そこに、立っていた。

　先ほど、確かに死体があった場所に。

　いまだに、雨にまぎれてたんぱく質とビニールの焦こげたにおいは立ち込めている。周囲の木木は焼け焦げて、落らく雷らいのあとを示している。

　にもかかわらず、少女は平然と、立っていた。

　服にも、髪かみにも、焦げたあとはまったくなく、いまだ顔を隠かくしたまま、卸おろしたてのようにきれいなメイド服を着て。

　死体があるはずの場所には、焼け焦げて赤から黒に変わった傘かさが落ちているだけ。

　だんだんと弱まってきた雨に打たれながら、安県と美楚乃の固まってしまった顔を見て、少女はかすかに目を細める。

「──何を驚くの。あなたの見た予知は当たった。何もおかしいことはない。……ただ、その先を見なかっただけで」

「……そんな、バカな、……あなた……」

「その箱の予知は、浅い。いいえ、あなたが浅いのか。表面的なものしか見られないのなら、本当の予知とはいえない。結局、あなたはその子の契約者じゃない」

　美楚乃の目が剣けん吞のんな光を帯びた。

　が、次の瞬しゆん間かん、青ざめる。

「──広がって。《シルバー・スフィア》」

　少女の声と同時に、《シルバー・スフィア》が急速に、分ぶん裂れつをはじめた。

　十、百、千、万──先ほどとは比べものにならないくらい、まさしく無数。

　葉に宿る露つゆの珠たまのごとくに増えた《シルバー・スフィア》が、木々の間に水すい滴てきを散らし、四方八方から安県と美楚乃を取り囲む。

「──あなたが予知するより早く、この子はあなたを細かく切り刻む。そう、お手ごろな一口サイズに。食べやすいように、食べさせやすいように、──ああ、誘ゆう惑わくしないで──

　──どう」

　美楚乃は、言葉を返せなかった。

　傘を差すのも忘れて、雨のなか、青ざめた顔で少女と視線を合わせ続ける。

　それ以上『不安』や『恐怖』が増大せぬよう、少女に見み据すえられた美楚乃を自分の背後にかばうと、安県は、微笑ほほえんだ。

「……いや、まったく、たいしたものだ。この世界には本当に、想像を超えたものが存在しているな」

　いったい、どうやって落雷を受けたあの状況から『復活』したのか？　自分が持ってきた《知恵の実み》の中にこんな力を持っているものはなかったはずだが？　再定義した能力か、それとも、何か知らない《知恵の実》を持っているということなのか──

　しかしこれは、ある意味ルール違反ではないか？

　はなからルールを無視している自分たちがいうのもなんだが、仮とはいえ契約ばかりを増やして魂たましいを取られず使い放題なんて、明文化されてなくてもやはり、ルールに違反しているだろう。

　ならば、堂どう島じまコウなら、対抗できるかもしれない。──コウの中の《Ｉｔ》なら。

　ならば──

「……それで、どうする？　おれたちはここで殺されるのか？」

「うん」

「……あっさり答えるなぁ。いいのか？　堂島コウか、舞まい原ばるイハナにお伺うかがいを立てなくて。おれたちはこう見えて、『夕日を連れた男』とか呼ばれてけっこう重要な人物だと思うんだが？」

「そんなことない」

「……断定するなぁ。でも本当にいいのか？　きみに、それを判断する権限があるとは思えないが？　それともきみは、もしかして、堂島コウと舞原家の、敵てきなのか？

　敵であるならしかたないが、そうでないなら、どうするべきかよく考えたほうがいい」

　少女は安あ県がたの忠告どおり、しばらく考えていた。

　やがて、うなずき、答えた。

「……《バベル》と《テンタクル》を、持ち出した、から」

「……で？」

「ばれると、メイド長に怒られる。サクラさまと話せなくなる。それはいや。だから報告しない」

「……い、いや、そんな証しよう拠こ隠いん滅めつのついでで殺されたくないなぁ？」

　なんだ、と少女はうなずいた。

「そう。あなたは死にたくないの」

「……そりゃそうだろう」

「だったら、いい。メイド長にいいつけないなら」

　少女はそっと、手を上げた。

　安県たちを囲んでいた《シルバー・スフィア》の群れが、開き、一いつ箇か所しよだけ、道ができる。

　想定外の状況に固まったままの安県と美み楚そ乃のに、ゼロはなんでもないように、告げた。

「いって」

「……は？」

「ただし。向かってくるなら、二度目はない。いいつけても、同じこと」

　何かいいかける美み楚そ乃のを制し、安あ県がたは少女の瞳ひとみを確かめる。

「……それで、いいのか？　見逃すのか？」

「もう、目的は達成した。あとは、どうでもいい」

　目的？

　こいつは、いったい、何を──おれが目的ではなかったと？

「……つまり、最初から、おれは眼中になかったと？」

　安県の問いに、少女は不思議そうに首をかしげた。

「どうして。あなたはそれを望んでいるのに」

「……は？」

「あなたは『観客』なのでしょう。安県正まさ人ひと。

　──劇が楽しめないからって、そのくせ席を立つこともなく、いざ、『オチ』が現れる段になったとき舞台に上って劇をむちゃくちゃにしようとしている、もっとも卑ひ怯きような『観客』」

「……」

「劇には出ずに、ただ終幕で『オチをつける者デウス・エクス・マキナ』を殴なぐりつけたいだけの『客』。そんな風ふ情ぜいのない『観客』、やり遂げたって、だれも相手にしたりはしない。さっきもいった。『そんなことない』。あなたはぜんぜん重要じゃない。ルールを守ろうともせず、マナーを知らないことをすごいことだと思っているだけの粗そ暴ぼうな『観客』。……でも、教えてあげる。『夕日を連れた男』さん」

　顔の下半分を隠かくしているため見ることはできなかったが、安県には、わかった。

　少女は、笑っている。

　安県のことを。その体ていたらくを。笑っている──

「最後のところで笑うのは、私の、サクラさま。サクラさまが演じる劇に、乱入する隙すきなどない。あなたは結局、ただ見ているだけで、終わるの」

　だからいってかまわない、と少女は、微笑ほほえんだ。

「あなたのことなど最初から、どうでもいい存在だから」
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「……なんなのよ、あの子は」

　無事、舞まい原ばる家けの敷地内を出てからようやく、美楚乃は口を開いた。

　声がかすかに震えているのは、《シルバー・スフィア》の影響が残っているからだろう。

「……なんなのよ！　……堂どう島じまコウは知っているの？　あんな子がいるの？」

　どうだろうな、と安県は首を振った。

「どちらにせよ、アレは堂島コウの敵てきじゃない。……少なくとも、堂島コウがサクラの寵ちよう愛あいを受けている限りはね」

「だけど……」

「だったら、堂どう島じまコウと手を組むことで、あの子を利用することもできるな」

「……正まさ人ひと？」

　あんな小こ娘むすめにいわれたことなど、心になんの波は紋もんも残さない。

　あんな言葉にいちいち動揺していたら、かなう夢もかなわなくなる。プライドなど、一番の夢をみずから壊こわしたとき、捨てた。いまの自分は、二番から一番に代わった夢をかなえるためにただただ進むだけの存在。

　いま、ここで問題にするべきなのは、持っていた《知恵の実み》が全部使えなくなったこと。

《シルバー・スフィア》以外の《知恵の実》は拾ってこられたが（少女はまったく興味を示さなかった）、使えないのは変わらない。伊だ達てに『代行者』をしていたわけではなく、安あ県がたの『秘密基地』にはまだ《知恵の実》が保管してある。《シルバー・スフィア》で受けた傷を癒いやせる《知恵の実》もあるし、『赤』をつくれる《知恵の実》もある。ちなみにメガネの《知恵の実》だって他ほかにもあるが──

　何よりもいまかけているこのメガネ型《知恵の実》が使用できなくなったことは、痛い。

　この《知恵の実》こそ《Ⅴフアイブウエスト》にとって最適だったのに。

　いざ『そのとき』がきたとき、このメガネの能力が使えないのは非常に惜おしい。できることなら、『仮契約』されたこのメガネ──《夕焼けの赤サンセツトレツド》を、元に戻すか、あるいは新たな使用方法を知っておきたい。

　そのためには──

「……潮しお時どきかも、と思っていたのも事実だ。そろそろ、表に出るべき局面かもな」

「……！　何いっているの？　堂島コウとそのコピー、どちらが《ゴールデンライトアーム》を持っているか、まだわかっていないのに」

「だったら、選んだほうを勝たせればいい。選んだほうが持っていなければ、持っているほうから奪えばいい。持たせればいい。……ああ、そうだ。戦いとは、そういうものだった。だろう？

　今日のことで、実感したよ。

　実戦から離れていると、どうしたって、鈍にぶる。

　あの子のいうとおり──ちょっとニュアンスは違うが、いざというとき動けない、舞台に上がれないのでは意味がないからな」

　しばらく釈しやく然ぜんとしない顔をしていたが。

　やがて美み楚そ乃のも、微笑ほほえんだ。力なく。

「……そうね。……完全な、敗北だったわ。久しぶりに」

「……ああ」

　敗北、か。

　安あ県がたも、笑えみを浮かべた。

　まさか、こんな伏ふく兵へいが潜ひそんでいたとは。

　いったい、何が目的だったか知らないが、まさしく見事に、──本当に見事に──

「……負けた、な」

　だが、次は──







　　　　◆







　雨はあっさりと、やんだ。

　安県正まさ人ひとと来くる栖す美み楚そ乃のが戻ってこないのを確認すると、少女──レイはほう、と息を吐はく。

　これで安県という男は、舞台に上がってくるだろうか。

　なかなかの美形だったから、上がってくれば、面食いのサクラさまは喜ぶだろう。敵てきになるにしろ味方になるにしろ。もっとも最近のサクラさまは、堂どう島じまコウのせいか、昔と違って顔がいいだけでは見向きもしなくなったけど。

　サクラさまが楽しめないなら、そのときは本当に、あの男は『用済み』だ。

　それはあの女、来栖美楚乃も同じこと。

　自分が『声』を聞くことのできない《知恵の実み》があったことには驚いたが（いい教訓となった）、契約者ではない以上、来栖美楚乃もまた、いわば『運命』、《知恵の実》を契約者へと運ぶための存在に過ぎないだろう。

　現に、自分には心当たりがある。あの《知恵の実》の声を聞けそうな人物に。

　聞いたことがある。『予知』とは違うのだろうが、武道とは、極めれば、そうなるのだと。

　いずれ舞まい原ばる家け最強の剣士に育つだろう、『彼女』なら、きっと──

　まぁ、そちらは、どうでもいい。

　レイは微笑ほほえむと、ふところから、メガネを取り出した。

　喜んで『語りかけて』くる、メガネにそっと、くちづける。

　──あの男は、いつごろ気づくだろうか。自分のかけているメガネが、すでに単なるメガネになっていることを。《夕焼けの赤サンセツトレツド》と呼ばれた《知恵の実》は、再契約した瞬しゆん間かんこちらのメガネに移ったことを。他ほかの《知恵の実》も全部使用できないのではなく、《知恵の実》そのものでなくなっている、ということに、はたしていつごろ気がつくか──

　それこそが、目的。

　私の心を鍛きたえてくれる、忠ちゆう誠せい心しんを磨いてくれる、新しい『子』を手に入れること。

　それにしてもうれしい誤算。この『声』を聞く限り、この子は本当に、有能そう──




「──よろしく。《モンストラムレッド》。一緒に姫ひめさまをお迎えしましょう」




　あなたに魂たましいはあげられないけれど、でも、お話はしてあげる。活かつ躍やくはさせてあげられる。『運』がよければ『運命』だって紹しよう介かいできるかもしれない。それは、あんな男に飼かい殺しにされるよりずっとすばらしいことだから。

　だから鍛きたえて、私を。もっともっと。サクラさまにふさわしいように。

　サクラさまがみずから、私のことを、欲しいと思ってくださるように。

　もう寂さびしがらなくていい。いつでも『お話』してあげる。

　きっと、楽しいことになる。

　だから一緒に、ご奉ほう仕ししましょう。

　お仕事を終えて帰ってくるサクラさまのために。精せい一いつ杯ぱいのお迎えを。

　まずは最上の『ご馳ち走そう』を。

　そして盛大な『お祭り』を──

　微笑ほほえんで、もう一度くちづけすると、少女は。

　メガネを、かけた。




　──そして『前触ぶれ』が、はじまる。







＋＋＋＋＋







『紅こう白はく祭さい』が終わってから、急速に、コウと関せき谷や、ホミンの仲なかは深まった。

　正確に言えば関谷とホミンの一方通行だったが。

　二人が親しげになってきたことを、関谷についてはイハナのことがあるから、ホミンのほうは『バイト』で教官をしてもらっているから、だと考えていたが、実はもう一つ、コウの気づいていない理由がある。

　関谷もホミンも、コウが『紅白祭』で自分のことを『姫君の第一の騎き士し！』と発言したのを聞いていたのだ。

　そして感動したのだ、コウも本当は、おれたちと同じ思いだったのだ、と。

　あいつも実は心の底で、イハナさまの騎士を目指していたのだ、と。

　おれたちは、同じ目標を抱いだいている──

　コウが聞いたら真まっ向こうから否定するだろう。もっとも、ホミンたちはそれを照れだと思うだろうし、本当にそういう気持ちはないのか、と問い詰められたらコウも断言はできないだろうけど。

　それに、正確にいうなら、──コウ自身も意識してはいないが、コウが騎士に憧あこがれている、というのは決して間違いではない。

　むしろ、ホミンや関せき谷やより、コウの『騎き士しになりたい』歴れきは長いだろう。

　はじまりは──中学校の、日ひ奈なと仲良くなったころから。

　当時、探たん偵てい物が好きだった冬ふゆ月つき日奈は、コウにも好きになってほしかった。そこで、コウに図書館の定番『怪かい人じん二十面相』やら『怪かい盗とうルパン』やら読ませたあと（ホームズ物は、あまりお気に召めしてもらえなかった）、どうやら推理よりもこちらのほうが合いそうだ、とハードボイルド物を貸し与えた。

　ハードボイルド、それは、薄うす汚よごれた街をいく『現代の騎士』、誇ほこり高き探偵たちの物語。

　これが、当時斜しやに構えて敬語を操る慇いん懃ぎんな少年だったコウに、大きな影響を与えた。

　日奈に喜んでもらいたくて読んでいたのが、自分から進んで読むようになるほどに。

　それは、どんな苦難も鼻で笑ってくぐり抜けていく、タフガイたちの物語。

　なかでも気に入ったのは、みずから道どう化けを演じるタイプ。中学生らしく、片っ端ぱしから流し読み片っ端から忘れていったが──ストーリーなどどうでもいい、大事なのは読んだ感かん触しよく──それでも理想とするハードボイルド像は確かに形成されていった。

　笑われるのではなく笑わせる、どんな状況であろうとも──それこそ妹を宇宙人にさらわれていようとそのことでバカにされようと妹は宇宙人にさらわれたのだと曲げず折れず言い張れるような──それを続けられることにこそプライドを持つ、戦士。

　たとえだれにどう笑われても、笑い飛ばせる男になりたい。

　どんな苦難もにやりと笑って乗り越えて、どん底においても折れない剣けんを誇りに進む、そんなタフガイ──『現代の騎士』に。

　自分も、なりたい、と。

　そして、コウはみずからの個性改革をはじめる。

　最初は演じていたのが、いつの間にか本物になるなんてのはよくあること。

　子供のころから一緒だった葉は切ぎり洋よう平へいすら驚かせるほどに、コウは見事に転身を果たした。昔の暗い自分から、いまの明るい自分に。理想とする──それでも理想は遠いけど──自分なりの理想の姿、それに近い姿に。

　ハードボイルドの探偵像。

『現代の騎士』といわれる男のかたち。

　そう、コウは、ホミンや関谷よりも、高たか虎とらよりもずっとまえから、ずっと強い思いで、騎士を目指していたのだ。

『現代の騎士』に、なりたい、と。

　冬月日奈とは違った意味で、『探偵』のような存在に、なりたい、と。




　──それは、舞まい原ばるサクラが帰ってきた、夜のこと。







＋＋＋＋＋







　奇き妙みようなうわさが、そこかしこで囁ささやかれていた。

　たとえば学校の放課後、文化祭の準備に追われていた生徒がみこし製作を手伝っている小こ人びとの姿を見たとか、関せき谷やの頭に金かなだらいが落ちてきたとか、水道からオレンジジュースが出てきたとか、関谷の頭に金だらいが落ちてきたとか、教頭のかつらが一いつ瞬しゆん地じ毛げになったとか、関谷の頭に金だらいが落ちてきたとか。そうした奇妙な出来事を、取るに足らない勘かん違ちがいだろうと笑ってすませられるような生き方をしているコウではなかったが、しかし正直、そのことを気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　舞まい原ばる家けの離れへと続く冷えた廊ろう下かを歩きつつ、コウは、反はん芻すうする。

　──結局、イハナとは最後まで、きちんと話し合えなかった。

　コウにしても意外だった。心の整理さえできれば、イハナはきちんと話してくれると思っていたのだ。どういう事情があっても、ことがこと、イハナはきっと話してくれる、イハナにはそれだけの強さはある、と。だが、イハナはついに話そうとはせず、コウが持ちかけても巧たくみにあるいは必死に逸そらし、それが健気けなげでかわいくて、コウも思わずノっちゃって、とうとう、しっかりした話し合いはできなかった。

　安あ県がたとのこともある。まだ保留にしてあるが。

　いまだ見つかっていない『ノットＢ』も放ってはおけない。

『バイト』だって毎日朝晩へとへとになるほどきつく──ホミンはまったく手加減してくれない、あるいは私情があるのかもだが──大変で、そして時間はぜんぜんなくて──

　言い訳だな、と自じ嘲ちようする。

　結局心のどこかで自分も、考えたくなかったのだ。先延ばしにしたかったのだ。

　だからイハナとも、しっかり話せなかったのだ。

　自分もまた、どこかで逃げていたのだろう。

　どうするか、ではなく、どうするかすでに決めている、答えを自覚することを。

　結局安県のいうとおり、だったのだろう。

　離れに向かって歩きつつ、コウは、ごめん、と謝る。

　──サクラ、ごめん。そしてイハナも。イハナを受け入れられないわけじゃないけれど、おれは──いや、結局はそういうことか？

　でも、おれは、やっぱり、違う、と思うから。

　たとえイハナのためでも、自分が違うと感じることは、できない。ひどい言い草かもしれないが。自分勝手かもしれないが。

　自分自身を否定することは、できない。

　笑われても、なじられても、それでも続けてきた、自分を。

　イハナや日ひ奈なが、好きになってくれた自分、堂どう島じまコウという、存在を──

「──わ！」

　心を落ち着けるかのようにゆっくりと、長い廊ろう下かを歩いていたコウは、ふと、ぼんやりとした明かりに照らされた自分の影を見て、思わずメガネを押し上げた。

　壁に映っていたのは、何も変わらない、普通の影、だったが。

　光の加減か一いつ瞬しゆん、ものすさまじい獣けものの異い形ぎように、見えた。

　見み間ま違ちがいだろうがそうでなかろうが、心臓はばくばくいっていて、だからコウは、ひとまず気を落ち着けようとして、胸に手を当て深呼吸──

　気のせいか、それとも何かの芳香剤だろうか。

　花の香りが鼻び腔こうを、くすぐった。







　　　　◆







　サクラに呼ばれた部屋は、離れの、さらに向こう、舞まい原ばる邸ていのかなり奥まった場所にあった。

　こんな母おも屋やから離れた遠く、いくらなんでも、サクラの自室ではないだろう。舞原家にはいろいろな『慣習』があるみたいだから、『そういうこと』に使う部屋だろうか？　たとえば次期当主がご先祖さまに帰ってきたことを報告する部屋、とか──そんなことを考えながら廊ろう下かを渡り、扉とびらの前に立ち、ノックをしたコウは、サクラの返事とともに引き戸を開けて中へと入り、驚いた。

　そこにあったのは、コウが想像したような荘そう厳ごんな和式の間ではなく、普通の部屋。

　ベッドがあり、机があり、カーペットが敷かれた上にはクッションやぬいぐるみが置いてある。タンスなどが和風だったり、ちょっと物が少ない気もするが、しかし普通の、それも女の子らしい部屋だった。

　呼ばれたことはなかったが、まさか、ここはサクラの部屋なのか？　サクラの部屋って、こんな奥にあるのか？

「ごめん。あたしもいま着いたところだから、その辺に座ってて」

　ああ、とうなずきサクラを見たコウは、ぎょっとして顔を背けた。

「ささ、サクラ！」

「え？　なに？」

　アメリカから帰ったばかりのサクラは、ラフな部屋着に着替えて荷物の整理中。

　ちなみに、意外といえば意外だが、着ているのはイハナのような和装の寝巻き。ただイハナほどきっちりとはしておらず、浴衣ゆかたを軽くはおってその上に打ち掛けを着ているような感じで、だから胸もともゆるく、胸部が揺れや擦こすれを防止するための胸当てをつけていないこともわかる。いくら自室で暖房が効いているとはいえ、コウがいることを考えるとあまりにラフな恰かつ好こうだったが、それよりもコウを驚かせたのは。

「サクラ！　メガネ！　忘れてる！」

「メガネって？　……ああ、そうだっけ」

　サクラはカバンの中からケースを見つけると、メガネを取り出し、かけた。

「これでいい？　どうかな。似合う？」

「……うん」

　荷物入れに入れていたということは、まさかサクラ、この部屋にくるまでメガネかけていなかったのか？　素顔をさらして歩いていたのか？　いくら天然のサクラとはいえ──

　──それだけ、旅に疲れたということか。

　長旅で疲れて、寝るために外したのをそのままにしてしまっていたのだろう、きっと。

　外ならともかく舞まい原ばる家け内なら、みんな家族のようなものだし、そう気にするほどのことではない、か？

「ごめんね？　コウのお土産みやげ、本館の荷物のほうみたい」

「いや、それは別に、いいんだけど」

「……あたしのお土産、楽しみじゃないの？」

「まさか！　ちくしょう！　セッシヤクワンの思いだ！」

　女性の素顔を見たことで、いまだにどきどき脈打っている心臓を落ち着かせるように呼吸しながら、コウは、すとんと腰こしを下ろしてそっとサクラを盗ぬすみ見る。イハナと双ふた子ご、つくりは同じはずなのだが、感情表現が豊かなためかずいぶん違って目に映る。いつも笑っている印象がまさしくイハナと正反対、確かに、イハナとサクラ、二人のどちらがかわいいかと聞かれれば十人中九人がサクラのほうだと答えるだろう。残りの一人はコウだからイハナと答えるに決まっているが、そういう欲目を抜きにしても、やはりサクラはかわいいと思う。

　ただ。

　先ほど、サクラがメガネをかけていない顔をさらしてくれたおかげでわかった。

　前に感じた、そしていまも微び妙みように感じるサクラへの違和の正体が。

　サクラはメガネが似合っていない。

　いや、似合ってはいるのだが、なんというか──ぎこちない。一体感、というものがないのだ。そして惜おしいかな、メガネに求められているのはそれだ。もとから顔の一部のような、一体感。メガネは単なる装よそおいではないのだ。もちろん、おしゃれを否定するものではない。装いとしてのメガネにもいいところはあるが、それはあくまでたまの楽しみ、基本的には、メガネは己の分身でなければならず、サクラのメガネにはその『一体感』がなかった。まるで普段からかけ慣れていないかのように。

　だから、違和感を覚えたのだろう。

　いまも、前回モニターで顔を見たときも、──はっきり覚えてはいないが。

　納得して、コウはふう、と安あん堵ど？　の息を吐はいた。

　そしてようやく、イハナとの習慣からか、自分がサクラのベッドに腰こし掛かけてしまっていたのに気づく。

　まずい、と思うまもなく、「お待たせ！」とサクラが隣となりに腰掛けてくる。うわ、これはやばい。隣に腰掛けられたから、必然的に距離が近くなる。サクラの体重でベッドがへこみ、アリ地じ獄ごくのように、自分がサクラの座った場所に引き込まれるような気がする（こんな言い方するとアレだが、別段サクラが重いわけではない）。もちろん気持ちの問題だろうがやはり気構えというのは大事で、とはいえ強引に離れてサクラの機き嫌げんを損ねるのは避けるべきだろう。──それともやはりそうするべきか？　いや、話がこじれるのはやばいよなぁ、これからのことを考えると──

　……いいにおい。

　おさまりかけていた動どう悸きが、再び高鳴りはじめた。

　コウは長く深く呼吸して、自分を抑おさえようとする。──なんだ？　やばい、気け圧おされる。隣にいられるだけで恥ずかしくなる。これが美人のオーラというやつか？　『紅こう白はく祭さい』で小鳥遊たかなしにも似たようなのを感じたけれども、サクラのはそれよりさらにすごい──

　ていうか本当に光り輝いてないか？　これって気のせいか？

　花びらなんて、ここで舞うはずないよなぁ？

　なんか視界がおかしいような。もやがかかっているような──

（──幻げん、覚かく？）

「コウ？　どうしたの？　だいじょうぶ？」

「あ、いや。オケイ。だいじょうぶ。それよりサクラこそいい？　ごめんな？　帰ってきたばっかりなのに、時間つくってもらって」

「ううん。大事な話があるんでしょう？　それに、あたし飛行機でずっと寝ていたから。むしろ元気いっぱい？　あたしって、どこでもぐっすり眠ねむれるし、時差にも強いみたいだし──

　──それに、あたしも早く、コウに会いたかったから」

　はにかんで頰ほおを赤くした、少女に。

　すみません。と。

　コウは土ど下げ座ざしたくなった。

　サクラは何も悪くない。イハナにだって罪はない。悪いのはおれ、全部、おれの身勝手です。おれが招いた状況です。責任は全部おれにあります。サクラはただの被害者。だけど。

　イハナにも、悪いけど──

　おれは、やっぱり、譲れない。

　イハナのことが好きなのに、サクラとも関係を続けるなんて無理。日ひ奈なのこと？　ああ日奈も忘れていない。確かに日ひ奈なを好きなのに、イハナとも、付き合っている。だからなんだ？　サクラとのことも、同じ？　これまでだってそうしていたのに？　いや違う。ぜんぜん違う。選択肢しがあるのとないのでは。単なるママゴトと、そこから先に踏み込むことは。それに、おれは本当にイハナのことも、好きで、それは言い訳かもしれないが、大事なのは、極論すれば──イハナでもサクラでもない──おれが納得できるかどうかであり、サクラのことは、おれが納得できないのだから。自分勝手？　自分の都合ばっかり？　いったいそれの何が悪い？　なぜならおれはおれであり、おれ以外にはなれないのだから。他人の意見や一般論など関係ない。『正論』なんか知ったことか。この、おれが、決めたんだ。日奈とイハナはＯＫでも、サクラまでもはダメだ、って。だから最初からいっている。おれの身勝手な理屈だと。でもそこは、妥だ協きようできない。そこで自分を折れるなら、妹のことも、日奈のことも──悪あく魔まのミカタなどやっていない。

　これ以上、サクラとの偽いつわりの関係を深めてしまう前に。

　ここではっきり、決別を。

「……ねぇ、コウ。本当に、だいじょうぶ？」

「……うん。ごめん」

　コウは笑い、謝った。

　ごめん、サクラ。

　そして、すまない、イハナ。

　おれは──

　心配そうにコウの手を取り見上げてくるサクラに、ごくり、とつばを吞のみ込むと、逆にサクラの手を握り、その目を見つめ。

　コウは、いった。

「……聞いてほしい。サクラ。

　──おれは、イハナが、好きなんだ」

「うん。知ってる」

「だから──って、ええ？」

　言葉を失い、まじまじと、サクラを見る。

　サクラはきょとん、と見返してくる。

　まったく衝しよう撃げきを受けていないサクラの様子に、コウは、安あん堵どと同時に深い痛みに襲われた。

　そうか、やっぱり、気づいていたのか。

　わかっていたのに。サクラは決して鈍にぶくはない、ということは。

　気づいていたのに、いままで──

　ごめん。本当に、ごめん。もっと早く決断していれば。もっと早く話していれば──

「……ごめんな。サクラ。……怒ってるよな？　傷ついたよな？」

「ううん。なんで？」

「なんで、って」

「よくわからないけど、あたしは知っていたよ？　コウが、イハナも好きなこと」

　──コウは、ピシリ、と固まった。

　──え？

　イハナ、も？

　いや、違うんだ。

　そういうことでは、なくて──

「サクラ！　あの──」




「──ダメだよ、コウ」




　輝くようなサクラの笑顔に、コウは混乱した頭で考える。

　え？　何が？　ダメって何が？

　いったいいま、おれたちはなんの話を、そう、ええと──

　サクラはそっと、コウの手を取り直すと、自分の胸に押し当てた。

　生の肌はだに、直じかに。

　イハナにはない柔やわらかさに、コウは思わず息を吞のむ。一いつ瞬しゆん頭が真っ白になる。

　コウの手を包むようにして胸に置いたまま、サクラは謳うたうように、いった。




「──それはね、岩の姫ひめと花の姫の物語。

　ときの王さまは、花の姫だけを受け入れて岩の姫は送り返してしまいました。だから人間は、花のように『繁栄』はできても岩のような『永遠』は手に入れられなかった。二人の姫を、両方とも受け入れていれば、『永遠』の『栄えい華が』を手に入れられたのに。花の姫と岩の姫、二人とも、それが『約束』だったのに。『約束』は、守られなければならないのに。

　──だから、ダメ、だよ、コウ。

　あなたは両方手に入れるの。そして『約束』を、果たす」




「コウはあたしたち二人を、あたしたちはコウを──そして舞まい原ばる家けは、『永遠』に、『繁栄』していく」




　手に当たる感かん触しよくも忘れ、急速に、頭の中が冷えていくなか。

　そうか、とコウは思った。

　イハナが言い渋しぶっていた理由は、これか。

　だから、イハナは、受け入れてくれといったのか。

　ならば迷うことはない。舞まい原ばる家けの慣習だかなんだか知らないが、明らかに、間違っている。日本神話──イワナガヒメとコノハナノサクヤヒメの話ぐらい自分も知っている。そんなのただの寓ぐう話わで、そういうものにこれまで振り回されてきたというなら、断ち切るべきだ。いま、ここで。イハナの惑った原因が、これだというなら、ますます迷う必要はない。

　くだらない風習など、断ち切るべきだ、いま、ここで──

「……ダメだよ。コウ。変なこと、考えたら」




「──ねぇ。キス、して」




　どくん、と胸の奥が、跳はねた。

　そっと、サクラが、近づいてくる。

　その姿の美しさに、艶なまめかしさに、コウは知らず、息を忘れる。ただ、見入る。

　そして、気づく、

　サクラの恰かつ好こうはラフなんじゃない。服を着ていたわけじゃない。ただ、布をまとっていただけだ。まるでどこかの女め神がみのように。彼女の身体からだは、服など必要としていないから。

　メガネが似合わなくて当然。

　そもそも彼女は最初から、おのれを隠かくすようなものなどいっさい必要としていない──

（──ダメだ、ダメだ、絶対受け入れては、ダメだ──）

（ここでキスをしてしまったら、もう──拒こばめない──）

　馥ふく郁いくたる花の香りが鼻び腔こうを満たす。鼻を通って全身に満ちる。まるで空気に溺おぼれていくように。

　メガネを通した視界に映っているのは、おぼろに輝く少女の姿、だけではない。花びらが舞う。花びらが散る。どこかで桜が咲いている。それがわかる。それが見える。どこかで？　いや、いま、ここで。サクラが大きく咲いている。サクラこそ、圧倒的な夜の闇やみの下にあり、月と等しく白く輝く巨大な樹木の桜さくら花ばな──

　──姫ひめ神がみの、化身。

　そっと、薄うす布ぬの──もはや着物に見えなかった──が、落ちた。

　微笑ほほえむ、少女。

　瑞みず々みずしくも濡ぬれている、果実のような、口唇。




　──心臓の近くで、どくん、と何かが脈打った。




　それは間違いなく、何かの儀ぎ式しき、だった。

　圧倒的な、あまりにも圧倒的な雰ふん囲い気きのなか。

　ほとんど意識をしないまま──いや、自分が、何に溺れているか知りながら。

　自覚しながら。

　コウは、そっとメガネを外し。サクラの顔からもそれを取り。




　くちびるを、重ねた。




　──抗あがらえなかった。
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　──何かがどこかで壊こわれる音を。聞いた。
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　大きな月の昇った深夜。

　はたしてコウはどうしただろうか、──思考が乱れてまんじりともせず、眠ねむるのを諦あきらめ部屋を出て、本館のテラスから離れへと続く渡り廊ろう下かを見下ろしていたイハナは、ふと、コウの姿を見つけて心音を跳はね上がらせた。

　コウが、歩いている。

　イハナの部屋がある母おも屋やでもなく、コウのプレハブ（もともとは『部長』が使っていたもの）がある裏庭でもなく、どこへいくふうでもなく、ただ、廊下を、静かに。

　ただただうつろなコウの様子に、予想どおりの結末を知り、イハナはテラスを降り、夜の寒さもものともせず、コウのもとへと駆かけ寄った。

「コウ」

「……ああ。イハナ」

　寄り添って、イハナはコウのぼんやりとした歩みを強引に止めた。

　姉のにおいを鼻び腔こうに感じ、力をこめてコウの手を取る。

「……コウ、あの」

　コウは、笑った。

「……サクラと、別れられなかった」

「……そうですか」

「うん」

　たはは、とコウは、頭をかく。のろのろと。

「……いや、違うんだ。ハナちゃんのためじゃなくって、ぶっちゃけちゃうとさ、おれ、やっぱり、サクラとは別れる気でいたんだ。イハナの気持ち知ってたくせに。ひどいやつだよな、おれ。イハナはこんなおれのこと、受け入れて、くれたのに。おれは受け入れようとしなかった。

　そのくせ、──結局は、サクラの色気に、負けちゃった？

　なんつうか、──かっこ悪い！　かっこ悪すぎる、おれ！」

「……コウ」

「……貫けなかったんだ。おれは……」

　つぶやくコウの背中に、イハナはそっと、手を回した。

　コウの、振り払うような拒絶を感じ、それを無視して抱だきしめる。

　コウの抵抗もわずかなもので、されるがままになっている。

　そのまま、イハナはコウの身体からだの向きを変えさせた。

「とりあえず、私の部屋に行きましょう。こんなところでは風か邪ぜを引きます。まずは場所を移して、話は、それからです」

「……いや、でも、……もう、今日は」

「別にあなたの部屋でもかまいません。とにかく、……すいません。コウ。今度こそ、きちんと話しましょう」

　身じろぎし、手を振り払おうとするコウを、イハナは力づくで押さえる。

「……ハナ、ちゃん」

「お願いします。コウ。一人にならないでください。支えが必要なら、わたしを抱だきしめてください。……お願いだから、一人になろうとしないで」

「でも、おれには、……本当なんて、ないよ？」

　コウの顔が、大きくゆがんでいく。

　それは、笑顔。

　にっこりとした、満面の笑み。

「いまさらだけど、ようやく、気がついた。おれのなかに、誇ほこれる本物なんて、ない」

「コウ」

「最初から。ずっと自分を誤ご魔ま化かしていただけ。貫つらぬいていたものなんて、なかった。あるって自分をだましていただけで、うそとハッタリばっかりで、本当の、おれは、何も変わっていなくて、ハッタリの奥には本当に、何もなくて、空っぽで──

　……おれはさ、本当に、信じていたんだ。日ひ奈なのためなら、日奈を生き返らせられるなら、悪あく魔まの手先でかまわない、この世のすべてを敵てきに回したっていいって。日奈のためなら、この命だって惜おしくないって。──だって、日奈は、おれのために命をはってくれたんだから。おれにだって、できるって。本当に、あんなに好きだったから、──いまでも、胸が苦しくなるほど好きだから、おれに、だって──」

「……『ノットＢ』のことなら、まだ、出てこないと決まったわけでは」

「…………ああ。そうかもな。でもそうじゃないかもしれない。──少なくとも、あいつは、──おれは、逃げたんだ。だれの邪じや魔まもなかったのに、逃げだしたんだ。逃げなければ、日奈を生き返らせられたのに、──それは、言い訳のできない事実、だよ」

「……」

「結局、それがおれなんだ。いま、本当に、ようやく、わかった。いっていることは口ばっかり。ハッタリばっかり。そのくせ、自分をたいしたやつだと思ってかっこつけ、でも本性は、たとえ正しいと思っても、結局は、貫けない、負けてしまう、いつだって、負けてばっか、好きな人のためにがんばることもできなくて──

　貫けると信じていたけど、無理だった。

　日ひ奈なが好きな探たん偵ていになんて、なれなかった。

　おれのなかには、誇ほこれるものなんて、何も、ない──」




「……それでも、わたしはあなたのことが、好きです。コウ」




　コウは、うつろな瞳ひとみでイハナを見た。

「……おれの、どこを？　おれには本物なんてない。ハナちゃんが好きになってくれたおれだって、きっと偽にせ物もの、最初から、いなかった」

　イハナはふう、とため息をついた。

　首を振り、コウを見み据すえる。バカにしたように。

「目に見えないものなんて、もともとあてにしていませんよ？　わたしは」

「……え？」

「わたしのことを好きだという、言葉を確かに聞きました。わたしのことで、悩む姿を見ました。この腕うでは、確かにわたしを抱だきしめて、この身体からだは、わたしを、……その、温あたためて、くれます。

　──それだけで、じゅうぶんです。

　あなたはかっこつけですが、わたしはあなたをかっこいいなんて思ったことありません。いまさらですが、あなたのかっこつけなんて、わたしにはまったく効果ありません」

「わーお」

「あなたは、根が真ま面じ目めなのでしょう、難しく考えすぎなんです。冬ふゆ月つきのことも、わたしのことも、……いろいろなことを。

　今回の件で、わたしのこと、嫌きらいになってしまいましたか？　付き合いはじめたばかりなのに、もう飽あきてしまったのですか？」

「まさか！」

「信念とか、誇りとか、いま、この場で必要ですか？　わたしを抱きしめてくれるとき、あなたはいつも、世界の平和と理想について思いを巡めぐらしていたとでも？」

「いえ、まさか、とんでもない」

「よかった。なら、何も問題ありません。……いえ、そうでは、ありませんね。もう逃げてもしかたがない」

　一拍置いて、イハナは、たずねた。

「聞きました、よね。舞まい原ばる家けの、双ふた子ごの『慣習』に、ついて」

「……うん」

　寄り沿うのをやめ、コウの正面に立つと、あらためてコウの瞳を見つめて問う。

「……きっと、引いてしまっただろうと思います。けれど、それでも──

　あなたは、それでも、わたしを、──受け入れて、くれますか？」

　しばしの間まののち。

　コウは、うなずいた。

「……それは、わたしが好きだから、ですか？」

　再度うなずいたコウに、イハナはふっと、息を吐はく。

「ありがとう、ございます。コウ。

　そして、ならばあなたにも、わかるはずです。あなたが自分をどう思おうと、わたしがあなたを受け入れられるということは。……同じ、理由が、ありますから。そうでしょう？」

「……」

「では。話がついたところで、いきましょう」

　そっと、手を伸ばし、イハナはコウの、小指と薬指を握った。

　先導して、歩き出す。

　コウも、素直についてきて。

　──母おも屋やにたどりついたころ。

「……見事な話のすり替えだ。ハナちゃん」

　コウの声が、聞こえた。

　振り返ろうとした瞬しゆん間かん、後ろから、抱だきつかれる。

　肩かた口ぐちに顔をうずめられ、吐く息が髪かみにこもってくすぐったい。

「コウ？」

「…………ごめん。……あと、……ありがとう」

　震える声で伝えられ、イハナは思わず、息を吞のむ。

　背中に、抱きついて。

　肩に額ひたいを押しつけて。

　あの、コウが、震えている。

　わたしの背中に、頼って、震えている──？

　──もう一度、切れ切れに、ありがとう、というのを聞いた。

　イハナは、首を振りそうになるのを、こらえた。

（……ありがとう、なんて、いわないでください、──コウ）

　自分でも、わかっている。

　問題は、何も解決していない。話をすり替えたところで、コウの中で折れた何かは、変わらず壊こわれてしまったまま。そして何よりも。

　自分には、ありがとう、などといってもらえる資格はない。

　コウを、裏切ってしまった、自分には──




（──ごめんなさい。コウ。わたしはあなたを、裏切った）




（あなたは、貫つらぬけなかったんじゃない。あなたの意思が弱くて、サクラと別れられなかったんじゃない。あなたは何も悪くない。ただ──）




　サクラには、だれも、逆らえない。

　コウは、自分の意思だと思っているが──他人のせいにしたがらないコウらしいが──、それは、違う。

　文字どおり、サクラにはだれも逆らえない。

　たとえコウであっても──




（この日ひ炉ろ理り坂ざかにいる限り、舞まい原ばるの正当な姫ひめ、サクラにはだれも逆らえない。なぜだかは知らないが、そうなのだからしかたがない。半分とはいえ日炉理坂の『血』が入っている以上、いくらあなたでも、サクラの言葉に逆らえるはずがない。

　──でも、あなたはそのことを、知らない）




（なぜならわたしはあなたにそれを、伝えなかったから）




（そのことで、あなたの中のきれいな何かが、壊こわれることを、知っていながら──）




　自分でも、ひどい女だと思う。

　でも。

　コウの中には、だれも、冬ふゆ月つき日ひ奈なですら立ち入れなかった部分があって。

　それがきっとコウをコウたらしめている部分で、だからこそ、ときどきコウがまぶしくて、見ていられないほどまぶしくて。

　それが、ときどき、つらくて──距離が近くなればなるほど。

　そこまで近寄れないことが、切なくて──




（──だから、わたしはいま、うれしい──）




　コウがショックを受けているのを知っていながら。

　立ち直れるかどうかすら、わかっていないのに。

　こうして背中にすがり、震えているのを。

　わたしは、喜んでいる──







　　　　◆







　部屋に入るや、メガネを外す暇ひまも与えず、イハナは強引にコウのくちびるを奪った。

　コウとサクラがキスをしたことを、確信し。

　……抵抗を見せたコウをいとしく思いながら、しかし許さずに。

　そうだった、と、思い出す。

　あのときも、こんな味がした。

　──これは不実の、キスの味。

　裏切りの、罪の味。




　甘い甘い、ミツの味──
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「笑っているんですか」

　背後からメイドに問われ、舞まい原ばる家け本ほん邸ていの庭に立ち歌を詠よもうとした無む玄げんは、深呼吸して己の表情を改めた。

「……いえ、いい月夜ですから、一句、と思っているのですけれど」

　手もとの色紙には何も書かれていない。

　この自分が、歌に集中できないとは──どれだけ修練を積んだつもりでいても、やはり人間、ということか。自分では気づかなかったが、笑っていたのだろうなぁ。

　サクラが帰ってきたことに、思いを馳はせる。

　きっと、コウとイハナが付き合っていることを、コウから聞かされただろう。

　そしてサクラもそれを認めただろう。

　それはすなわち、サクラがコウを自分たちの、舞原の伴はん侶りよとして認めたということ──

　──ついに、ここまできたか。

　感かん慨がいをため息に隠かくし、後ろのメイドを意識して、無玄は題材を探しているかのように月を見上げ続ける。心の中でコウの状態を思いつつ。

　コウは、いまごろ、挫ざ折せつを味わっているのだろうか。

　確かに、現在『ノットＢ』が出てこない理由はわからないが、それでも『ノットＢ』──コウのコピーが逃げた事実は変わらない。変わらないといえば、コウがイハナにかなり本気になりかけているのも間違いない。日ひ奈な、日奈といってはいるが、生き物は触ふれられないものを愛せるようにはできていない。それに、サクラときっぱり別れるつもりでいるらしいが、真ま嶋じま綾あややジィ・ニーが相手というならともかく、だれがサクラに逆らえる？　サクラがみずから望まない限り、そんなことできるはずもない。何しろサクラは『舞原家』そのものなのだから。滅ぼせないものなのだから。

　冬ふゆ月つき日奈のために死ぬこともできず、

　恋人への想いを裏切ってしまい、

　正しい、と思ったことすら貫けない。

　もはや、自分には何も残っていない、とか感じているのだろうなぁ？

（……いいんだよ？　堂どう島じまくん）

（勇者は一度、堕おちねばならない。それが神話に語られる、英雄の条件）

　冬の季節を経なければ、咲かせられない花もある──つまりは、そういうこと。

（厳しい『冬』かもしれないが、この私が保証しよう。きみなら、必ず、立ち直る）

（そのときこそ、きみは真の『英雄』となる──）

　だから、きみはもうちょっとゆるく、テキトーに、生きることを、覚えないとね。

　それもまた、強さというやつなんだ。たとえるなら嵐に向かう柳やなぎのような。

（──そう、たとえすべてが折れたとしても、『それでもまだ』と思える心が残っているなら、『冬』の冷たい寒さに耐える力が残っているなら、そのとき必ず、『花』は咲く──）

　無む玄げんは、微笑ほほえんだ。

　真ま嶋じま綾あや、という冬ふゆ月つき日ひ奈なにそっくりなイレギュラーが現れたときは驚いたが、とくに危険な動きも見せず、コウも、真嶋綾ではなく舞まい原ばるイハナを選んだ。

　サクラ──舞原家も、堂どう島じまコウを認めた。

　ならば、あとは、堂島コウに夢をかなえてもらうだけ。

　そのためにも、彼には『本当に』強くなってもらわなければならない。

　最後までたどり着けるように。

　──まさか、ここまで来ることができるとは──

　本当に、長かった。

　だから、ここで、うれしさのあまり笑いそうになってしまってもしかたがないよなぁ──無玄は後ろのメイドを意識して、必死に笑えみをくいとめる。このメイド──レイ自身はともかく、その背後にいるであろうメイド長、みんはなかなか厄やつ介かいだ。

　だが、せっかくここまできた以上、いまさら邪じや魔まされてたまるものか。

　笑うのは、最後だけでいい。それが勝利というやつだ。

　それよりもいま、考えるべきは──

（──『ノットＢ』、か）

　いま周囲で起きているこの現象も気になるが（おそらく『夕日を連れた男』の持つ《知恵の実み》の仕し業わざなのだろうが、いったい何が目的か、今回は皆かい目もく見当がつかない）、それ以上に危険なのは、コウのコピー、『ノットＢ』。

　コウと同じく《Ｉｔ》──『黙もく示し録ろくの獣けもの』になるための資格を持ち、さらに、コウの記き憶おくを蘇よみがえらせられる可能性を持つ存在。

　いまの無玄にとって、最大の、障しよう害がい。

　とはいえ、下へ手たに動けば、みんに怪しまれるだろう。あれほどあからさまに釘くぎを刺された以上、安あん易いな行動は取れない。

　みんは、自分を疑っている。

　ならば、これ以上の疑いを抱いだかせないためにも、まずはみんの思おも惑わくどおり、生け捕ってみせることが無難か、それとも──

　いったい、『ノットＢ』をどうするか、──そもそもどこに隠かくれているのか。

　無玄は、ため息をついた。

　確かに、まだ笑っていい状況ではないようだ──

　──唐とう突とつに、メイドの少女が口を開いた。

「無む玄げんさまは、おかしい、です」

「……は？」

「どうして、眼帯のうえにメガネをかけているのですか。似合っていないです」

「……眼帯は、私のトレードマークですから」

「では、笑ってもいいですか」

「………………え、ええ。どうぞ。お気になさらず」

　──とんきょうな問いに戸と惑まどって、まるで無視するかのように月を見上げる作業に戻った無玄の背後で、レイは、微笑ほほえんだ。

　──にっこりと。

　自分も月を見上げて、うっとりと、笑い続ける──







　──最後に笑うのは、だぁれ。











《了》












あとがき／モンスターズ・レッド




　朝焼けは雨、夕焼けは晴れという言い回しがありまして、──いわく、朝、東の空が赤くなるのを見たら雨の前ぜん兆ちよう、夕方、西の空が赤くなったら次の日は晴れる、とか。調べてみるとそれなりに理屈があるようなのですが、確実かというとそうでもなく、『春の夕焼け蓑みのを出せ』（＝春の夕焼けは雨が降る）のようなまったく逆の言い回しもあったりして、結局はそのときそのときの情報と経験から判断するしかないようです。が──

　ときどき、だれにでもわかるような、あれ？　と感じる風景に出くわすことがあります。

　漁りよう師しや農家の人たちが経験から感じるようなものではなく、もっと単純な、見てわかる、いつもの日常とは違う風景。たとえば、異様に赤い夕焼けや、音を吸うような青い朝。やけにはっきりした景色。奇き妙みように明るい太陽に、傘かさをかぶったような月──ふと気がつくと足を止め、見入ってしまうような、常とは違う光景には確かに一種の迫力があり、それが何をもたらすものか知らなくともやはり思わずにはいられません。「あれ？　これ？　なんだろう？　もしかして何か起こるのか？」。

　だからこそ、そうした光景には不思議な魅み力りよくがあります。




　不思議な魅力といえば、モンスター。

　赤すぎる夕焼けなんて目じゃないくらいに日常からかけ離れた存在でありながら、怪物モンスターには不可思議な魅力が備わっています。何しろ『悪あく魔まのミカタ』にも登場させているくらい──メジャーどころから、吸きゆう血けつ鬼きと、狼おおかみ男おとこと、もう一種（こちらはまだ、『出したいなぁ』の段階ですが──）。みなさんだって一度くらいは、考えたことがあるでしょう。怪物に、なりたいと──え？　ない？　わ、私だってないですよ？　でも、もしもあるのなら、それはきっと、異常なことではないはずです。人はだれだって、怪物にあこがれるときがあるのだろうと思います。……極論すれば、仮面ライダーや戦隊物のヒーロー、変身物のヒロインだって、見方によっては怪物の亜あ種しゆ。歴史上の偉人や英雄、天才と呼ばれる人々だって、ある意味では怪物でしょう。ようするに、異い形ぎようであるかそうでないか、わかりやすい怪物とわかりにくい怪物がいるというだけのこと（いい怪物と悪い怪物、ではありません。念のため）。ならばそのどちらだろうと、そうした存在に対してあこがれの気持ちを抱いだくのは決しておかしなことではないでしょう。

　天才であれ天災であれ、一代一個で世界を揺るがすことの可能な存在。怪物。

　怪物の登場を望む気持ちは、だれにでも、あるのだろうと思います。




　──と、いうわけで。

　悪あく魔まのミカタ６６６⑤　モンストラムレッド。




『モンストラム』とは『警告』を意味するラテン語で、モンスターの語源──すなわち怪物の姿をとって現れる、『恐れるべき何か』の『前ぜん兆ちよう』。

『何か』が起こるとき、その前触ぶれ──『モンストラム』として日常から『異常』──『モンスター』が、現れる。

　逆にいうなら、『モンスター』が現れたとき、日常が崩くずれるような『何か』が起こる。

　怪物モンスターとは、その象徴──

　だからこそ、怪物を望んでしまう気持ちが生まれてしまうのかもしれません。いつもより赤い夕方、紫むらさき色に染まる朝、常とは違う光景に不思議な魅み力りよくを感じるように、我々は怪物に魅み了りようされてしまうのかもしれません。たとえ『日常』が嫌いでなかろうと、どうしても、考えてしまうことがあるはずです。この『いつもの風景』を吹き飛ばすような『何か』が『起これ』という気持ち──その象徴こそ『モンスター』──もちろん実際にそんなものが現れたとしたら裸足はだしで逃げ出す自信はありますけれども怪物ってそういうものだし閑かん話わ休題──

　とにかく、そういうわけで今巻は、『モンストラム』の言葉をつけました。







　やがて起こる『何か』のための、『モンストラム』。

　──楽しんでいただけますように。

　そして願わくば、その『何か』までよろしくお付き合いいただけますように──







　以上、

　──ちなみにいまは怪物が主役の『クリアを待っている』やつに取りかかっている

最中だったり、こちらのほうも悪魔のミカタともどもどうかよろしくお願いします！

あとジャスト──の、

　うえお久光、でした。
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うえお久ひさ光みつ

今巻の題名はぎりぎりまで、悩んだ。──オーメンレッド[image: やじるし]モンストラム[image: やじるし]モンストラム・レッド[image: やじるし]モンストラム／レッド[image: やじるし]モンストラムレッド[image: やじるし]モンストラム・レッド[image: やじるし]モンストラムレッド。正直自分でも、何にこだわっていたのかよくわからない。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

冬は足下からの冷えがつらい。今年からエコ対策も兼ねてシュラフの中に腰まで入り、その中にゴム製湯たんぽを入れて簡易のこたつ状態で仕事してます～（泣笑）
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